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1. 木沢にしかできないことにこだわる

2. 木沢らしさを楽しむ

3. 木沢らしさを伝える

4. みんなでやる

5. 収入を得られるようにする

6. よその人や、何度も来てくれる人を
　 温かい気持ちで迎える
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山菜
ふれ愛
ツアー

二子山遊歩道の自力復旧
　二子山（標高 433.5m）は集落の背後にそびえる川口地域で一番高い山。二つの峰
を持つことから名付けられた二子山にある遊歩道を、早く直し活用したいと 2年間
を掛け自力復旧した他、階段などの整備も行いました。地震による亀裂などで分断さ
れた道をスコップで直したり、杉丸太を架けたりと、ボランティアの力も借りながら
復旧。また、階段は材料の運び上げから手間と時間を掛け整備しました。

　木沢の春といえば旬の山菜。この宝も
のを活用した体験交流メニューとして毎
年行っています。雪の消えた地面からの
びる山菜を、自分で採り、調理し、食べ
る。もちろん木沢の名人が案内とお手伝
い。木沢で春と山菜を満喫してもらって
います。
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木沢流

防災体験塾
　新潟県中越大震災で大きな被害を受けた木沢だからこそ出来
る防災体験キャンプ。道路が寸断され、怪我人も発生している
状況で何ができるのか。地震を体験した木沢のみんなと参加者
が一緒に考え、答えを見つけ、行動します。
　生きた知恵と役立つ知識を学んでもらい
たいと始めました。
　最初はキッズ・トライ・キャンプとし
て始まり、現在はより防災面についての
メニューを加えて開催しています。
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雪 かき道場
　冬3m以上の積雪となる木沢。雪下ろしの作業は
昔から危険を伴う重労働でした。一方中山間地域で
は過疎化・高齢化が進み、雪下ろし作業中の高齢者
の事故も多く、また、作業をすること自体困難な状
況も見られます。
　雪かき道場では、除雪ボランティアの育成を目指
し雪かき技術の指導や命綱による安全対策の実技
など初級・中級・上級の各コースを設け毎年2月頃に
実施しています。なお、NPO法人中越防災フロン
ティアと共催で実施しています。
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NPO法人多世代交流館

になニーナ
との交流

　平成18年2月に開催された中越復興交流会
議で長岡子育てライン「三尺玉ネット」との
交流がきっかけで、木沢での山菜採りやにな
ニーナでのわら細工の体験、今も続く餅つき
で交流を進めてきました。
　になニーナは、子育て世代を中心に多世代・
多文化・多分野・多地域の交流を日常的にで
きる場所と機会の提供をすることによって、
「人との協力・関わり」を大切に、お互いがは
ぐくみ合える社会を目指し
活動をしている
団体です。
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　大阪大学の学生ボランティアとの交流がきっかけで、西宮市にある復興住宅入
居者の皆さんとの交流が始まりました。阪神淡路大震災から13周年となった平成
20年1月17日合わせ、集落からバス1台で兵庫県へ。「1.17のつどい」へ参加した
後に復興住宅入居者の皆さんと交流会を行いました。その帰りにいただいた手彫
りの「木製地蔵菩薩」は、同年7月にお堂建立し安置されました。また、同じ年
の10月には西宮の皆さんが木沢集落を訪れ交流を行うなど、今でも相互に交流が
続いています。

❶ 阪神淡路大震災の被災地、兵庫県西宮の
　 皆さんとの交流（平成20年から継続）

被災地間交流

安置された地蔵菩薩
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❷ 二十村郷の絆を深める被災地交流
●二十村郷集落交流会（平成20年7月）
　中越大震災から4年目を迎えた平成20年7月、さまざまな
苦難を乗り越え、被災地の各集落では、復旧から復興、地域
の元気づくり活動を一丸となり取り組んでいました。
　そんな中、昔から盆踊りなど文化面で交流の深かった「木
沢」「荒谷」「小千谷市塩谷」の三集落が木沢に集まり、互い
の情報交換と交流を図り連携して頑張って行くことを目的に
二十村郷集落交流会を開催しました。この時、8月に再度三
集落が集まり「二十村郷盆踊り」を行うことが決まりました。

●二十村郷盆踊り（平成20年から継続）
　平成20年8月に木沢を会場に、荒谷、塩谷集落の他、
趣旨に賛同した山古志の梶金集落が加わり、第一回
二十村郷盆踊りが盛大に行われました。翌年からは四
集落の会場持回りで開催され、関係集落外からの参加

者も含め150名
程が集まる一大
イベントとなり
ました。

第2回塩谷

第4回梶金

第7回荒谷

第1回木沢
第5回木沢
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大西　理沙

H20.3. 9

長谷川　愛
小西　　桃
吉村　慶子
桑山　園美
久保恵理子
川本　浩介　
齋藤　正文
上野　　敦
武澤　　潤
遠藤　朋大
黒田　聡子
丸山　令子

H22.3.13

吉岡茉里子
松原のどか
佐藤　七奈
早川　知子
楡井　将真
谷　　香織

H23.3.28
高橋　　要
高森　順子 H23.3.30

池田　浩敬

H24.3.10
柳原　幸子
山本　桃子
石川　大輝
山中　智恵
丸山　　諒

H25.3. 9

松沢　知生
小倉　美樹
番場　由佳
村山　夏生
小嶋さやか
小嶋かおり
大川　真悟
鷲尾　雄紀
桑原　咲子
中澤　　晃
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誉
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第2回

第4回

第4回第5回

第3回第3回

第1回
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インターンの受け入れ（平成25年度）

高橋 要くん
黒田美穂さん

中澤志穂さん

　集落への定住・移住者の受け入れに繋がる
取り組みとして、平成25年度にフレンドシッ
プ木沢でインターン3名を受け入れました。
　1年間（4月から3月）の長期インターンには、
以前から木沢によく顔を出し交流のあった上
越教育大学大学院を卒業したばかりの高橋要
くん、短期インターン（9月に1週間）として
武蔵野大学の中澤志穂さんと千葉大学大学院
の黒田美穂さんのお二人でした。3人とも木沢
の隅々にまで気を配り、木沢の元気づくりに
大きな足跡を残してもらいました。
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今まで交流のあった
主な大学や高校

平成19年～　�震災記録誌作成支援、地域づくり支援、
集落行事への参加など

大阪大学

常葉大学環境防災学部（静岡県）

（大阪府）

（�from HUS＝人間科学部中越地震被災者支
援有志のグループボランティアサークル）

　震災発生以降、多数のボランティアの皆さんから
集落復興支援や元気をいただきました。
　特に大学生を中心とした皆さんからは、復興支援
から始まり現在の元気づくり支援と大きな役割を
担っていただきました。今では、学生の皆さんとの
交流が集落に住む皆の大きな励みとなっています。

平成18年～　集落探検ウォーク
　　　　　　 第1回キッズ・トライ・キャンプ
　　　　　　 西宮被災地間交流

大阪大学  H20年1月
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平成21年8月　被災地視察・交流で来訪
舞子高校（環境防災科）

（兵庫県）

新大祭への参加（平成21年～）、集落行事への参加など

平成20年～
技大祭参加 など

シャッターアートの
作成（平成23年～ 25
年）、集落行事への参
加など

新潟大学  越後∞（や）

長岡大学

長岡技術科学大学

（�ボランティア・地域交流
サークル「N-RINK」）
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平成21年3月
木沢集落への視察・交流

ベトナム
ホーチミン市
工科大学

大阪青山大学（大阪府）

平成22年3月
長岡技術科学大学
入学直前研修

平成17年～ サマーセミナー、ウインターセミナーなど

中越学生研究会「わかば会」
（長岡技術科学大学、長岡造形 大学、新潟工科大学の学生）
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集落の再認識から始まった
　　まだ捨てたものではない！

　フレンドシップ木沢は、世帯数の減少や少子高齢化などで過疎
化が進む集落を、自分達が中心となり元気にしたいとの思いで平
成14年1月にスタートしましたが、中越大震災などもあり活動は
休止状態となっていました。
　しかし、地震後更に世帯が減少し寂しさを増す集落の元気を取
り戻すため、まず自分達の出来るところからやってみようと、中
越復興市民会議阿部巧さん、宮本匠さんの応援をいただきながら
平成18年4月、組織を見直し（今までの区長を中心とした体制を、
区と切り離した動きやすい役
員体制とした）集落の復興に
向け活動を再開しました。

フレンドシップ木沢の
リスタート 平成18年4月

小千谷市塩谷方面
日影・不動林方面

二十村最古の
　　闘牛場跡

峠集落

峠の不動様

木沢の大ケヤキ

乱が平の洞窟

被災道路自力復旧地

二子山遊歩道

 　   ずい どう

旧木沢隧道

二子山 433.5m

ビューポイント
不動林の棚田

武道窪・小千谷市方面

川口温泉・
魚沼市方面

圓柳寺

名水長寿の水

木沢キムチ

音蔵商店

川口町フォトコンテスト入賞作品
塩谷川砂防えん堤（中越大震災による

工事）

越後三山と棚田 どうげんの野づつ
（ツチノコ伝説）

木沢会館
よろみ

公民館
（旧木沢小学校）

木沢ト
ンネル

中越大震災震源地（震央）
H16.10.23 PM5：56発生

Ｍ6.8 ・ 震度7

木沢・峠
ビューポイント

川 口 町

木沢焼窯場

峠の地蔵様

十二神社

八丁とんぼの
生息地（2㎝）

世界最小！

どり
いいいいいとこ

集
落
自
力
復
旧
 Ｈ

18・
Ｈ1
9

 あた  ご

愛宕地蔵様

牛ヶ首集落

キャッチフレーズ＝きてみて最高！われらが木沢

　最初の1年は、先進集落への視察、集落内の探検ウォーク、いい
とこどりマップの作成など、さまざまな活動を通し自分たちの集
落について再認識でき（まだ捨てたものでない）、また、元気をも
らい、大学生の皆さんや共に復興に向けてがんばる多方面の皆様
と仲間づくりが出来ました。
　そして、そこから木沢集落が元気に復興する目標が見えたよう
な気がしました。

宮本 匠さん

阿部 巧さん

いいとこどりマップ作成

集落探検ウォーク

法末集落視察
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　会がリスタートしてから3年目となった平成20年度は、役員改
選により新たな体制となって始まりました。2年間の活動をベー
スにしながらも西宮から頂いた菩薩地蔵を納めるお堂の建設に
始まり、二十村郷集落交流会・二十村郷盆踊りへと続き、秋には
西宮の皆さんが木沢に来られ交流会を開催するなど、いろんな方
面へ幅が広がった激動の年となりました。そしてこの冬新たな取
り組み「冬会議」へと突入しました。
　今までは、事業やイベントなど一生懸命体を動かしての活動で
した。しかし、この冬会議は、体ではなく「心・想い」をぶつ
け、フレンドシップ木沢の活動の原点（理念）「定住と永住の促
進」をもう一度考え、次のステップアップを目指す機会となりま
した。中越復興市民会議の宮本匠
さんの進行で、12月から開始。1
月からは毎週1回のペースで会を
重ね、3月までみんなで真剣に議
論を深めていきました。8回に渡っ
て開催された冬会議で、活動の理
念である「定住と永住の促進」に

定住・永住の推進　　復興7か条

メンバーのリスタート・「冬会議」が変えたもの
平成20年12月～平成21年3月

ついての共通の認識が生まれると共に、今
も活動の柱となっている「復興7か条」がこ
こで生まれたのです。
　『生活のリズムが狂った？』いうメンバー
もいるほど大変だったこの冬会議を、最後
までやり遂げたことは会にとってもメン

バー一人ひとりにとっても大きな自信となりました。
　また、この取り組みが、平成21年度から始まった復興デザイン
策定事業、復興デザイン先導事業などへの大きな弾みとなったこ
とは間違いありません。
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◦山菜ふれ愛ツアーの開催
　� 山菜採り、料理教室などを通して、木沢の自然を満喫してもらう

◦木沢流防災体験塾の開催・雪かき道場の開催
　� 震央を有する集落であることを自覚し、震災など自然災害の
経験や防災について伝えていく

名
称

やまぼうし
プロジェクト

山と虹
プロジェクト

道
プロジェクト

目
的

体験交流センター
「やまぼうし」を
ヤマの核施設にする

ヤマの自然を
活かす

ヤマを
居心地が良く

楽しめる場にする

事
業

◦�駐車場側に花壇を
整備し、集落内外
の人が集まれる場
にする
◦�グラウンドへ続く
導線として枕木舗
装と階段を設置
◦�グラウンド県道側に
展望テラスを設置
◦やまぼうしの植樹
◦�情報発信するため、
パソコンの整備や
HPを開設 など

◦�二子山山頂付
近に、展望台、
広場を設置。
◦�二子山ふもと
に森林浴の広
場を整備
◦�二子山の資源
調査と活用

◦集落看板。
　�見どころ看板
を整備する
◦�景観整備のた
め検討を進め
る

全体のイメージ

デザイン策定の理念（目標）

ヤマの匠プロジェクト

やまぼうしプロジェクト
山と虹プロジェクト
道プロジェクト

※ヤマ＝木沢集落

定住促進と永住促進

定住促進と永住促進

柱の1

柱の2

環境整備事業（ハード事業）

体験交流事業 （ソフト事業・
今までの継続事業）

木
沢
学
・
復
興
七
か
条

＝

活
動
を
支
え
る
要
素

ずっと住める

木沢に住む

大切に守る

ずっと住める

体
験
交
流
事
業

環
境
整
備
事
業

　新潟県中越大震災復興基金を活用し、集落の復興を目指すた
めの計画策定（＝復興デザイン策定事業）とその計画に基づく
事業の実施（＝復興デザイン先導事業）に取り組みました。こ
の復興デザイン計画が今のフレンドシップ木沢の活動ベースと
なっています。

　復興デザインの策定は、㈱新潟博報堂に業務を委託し行いま
した。平成21年7月から本格的に進め、集落や関係者へのヒア
リング、フレンドシップ木沢の定例会や冬季間に集中して計画
作りに取り組んだ「冬会議」、村上市や上越市などへの視察研
修を経て、平成23年3月に完成しました。

▶復興デザイン策定
　発表会（平成21年5月）
　�基金申請に当たって、
策定の方針などを発表。

◀▼フレンドシップ木沢への
　　�初期計画案のプレゼンテー
ション

◀デザイン策定最終報告会
　（平成23年3月）

地域復興デザイン策定事業及び
地域復興デザイン先導事業の実施

ヤマの匠プロジェクト

地域復興デザイン策定事業（平成21年度～22年度）

地域復興デザイン策定の概要

「ヤマの匠
プロジェクト」と命名

　震災を受け深まった集落の絆や一体感、また、これまで行っ
てきた体験交流事業などにより集落を訪れた人々との交流を通
し、今まで木沢（ヤマ）で暮らし培ってきた「技」や「知恵」の伝承、
棚田や横井戸技術、養鯉業や牛の飼育など、ヤマで生活するため
の年間を通して行われている様々な営みの大切さに気づきまし
た。そしてこのヤマの暮らしを活かしていくことが、自分たちの
身の丈にあった、持続が可能な事業実施が行えると思います。
　ヤマで暮らす人以外に、「やまぼうし」を拠点にして木沢にし
かない「ヤマの暮らし」を体験していただく、地域の人と交流の
輪を広げ「訪れた人」も「住む人」も互いに元気になれる、将来像
をデザインすることを目指しました。
　⇒・地域に住む人全員が「ヤマの匠」になる
　　・�「やまぼうし」を含め、集落全体を資源として活用する
　　・事業による互助互立の取り組み

促
進

木沢に住んでいる人

よその人

地域の宝

木沢で生まれた人

事業の実施
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　二子山周辺の自然を活かすため山頂
への展望台の設置や広場の整備、また、
森林浴の広場などの整備を行いました。
整備に当たっては多くの大学生の皆さ
んなどからご協力いただきました。

　集落を訪れた人に楽しんでもらう仕掛けとして、集落中心部
にある共同車庫（16台分）に木沢の懐かしい四季の風景などを
描く「シャッターアート事業」に取り組みました。平成23年度
から平成25年度までの3年間に渡り、長岡大学の学生を中心に
集落の人と一緒に作成をして、見事に完成しました。

山と虹プロジェクト

道プロジェクト

　やまぼうしを木沢集落の核施設として、集落全員が関われる
場所、集落内外の人が気軽に寄り合える場所を目指し、駐車場
側への花壇整備やグラウンドまでの枕木舗装、展望テラスの整
備の他、情報発信を行うためホームページを作成しました。

やまぼうしプロジェクト

　平成23年度から2年間、復興デザイン策定事業に掲載された「ヤマ
の匠プロジェクト」の各事業を実施しました。
　川口体験交流センター「やまぼうし」の周辺整備、二子山の山頂付

地域復興デザイン先導事業（平成23年度～24年度）
近やふもとに展望台や広場整備した他、県道沿いにある共同車庫に木
沢の懐かしい四季を描く「シャッターアート」の取り組みを行いまし
た。施工には県内の大学生から大きな力を発揮していただきました。

▲さまざまな情報を掲載したホームページ
※「ようこそ木沢へ」で検索

全景

展望台完成

山頂広場の様子

森林浴の広場

展望台の工事  測量中

展望テラス
枕木舗装

花壇

1年目　夏
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木沢区の活動
賽ノ神
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三志会

ベルフラワーの会

ぎしばりの会

老人会

　

三
志
会
は
前
か
ら
あ
っ
た
青
年
会
を
引

き
継
ぐ
形
で
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
す
。
メ
ン

バ
ー
の
平
均
年
齢
は
六
十
歳
程
度
で
す
。
み

ん
な
仲
が
良
く
活
動
の
時
は
直
ぐ
に
集
ま
っ

て
く
れ
る
の
で
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い
組

織
だ
と
思
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
夏
の
「
盆
踊
り
」
や
、
冬

の
「
さ
い
の
神
」
で
、
そ
の
準
備
で
毎
年

大
変
で
す
。
だ
か
ら
、
活
動
自
体
は
震
災

前
も
今
も
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
震
災
か
ら
十
年
が
経
ち
、
勤
め

人
も
定
年
を
迎
え
、
近
く
の
田
ん
ぼ
や
畑

を
や
っ
て
い
る
人
や
仕
事
が
無
い
人
も

増
え
、
み
な
木
沢
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

時
間
が
増
え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
自
体
は
今
も
震
災
前
と
原
則
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
地
域
、
家
族
の
た

め
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

普
段
の
活
動
は
、
日
帰
り
旅
行
や
施
設
見
学
、
勉

強
会
、
ほ
か
に
も
草
刈
り
な
ど
地
域
貢
献
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
草
刈
り
で
は
、
昔
か
ら
の
農
作
業

で
培
っ
て
き
た
技
術
が
あ
る
の
で
慣
れ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
を
若
い
人
た
ち
へ
伝
え
て
行
く
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
み
ん
な
で
外
へ
出
て
作
業
を

し
た
り
顔
を
合
わ
せ
て
飲
ん
だ
り

す
る
こ
と
で
張
り
合
い
が
出
て

き
ま
す
。

　

組
織
の
名
前
の
由
来
は
花
の
名
前
で
、
星

野
忠
明
さ
ん
が
震
災
前
に
役
場
の
働
き
か
け

で
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
時
に
、
小
学
校
の

上
村
か
お
り
先
生
に
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
集
落
内
や
体
験
交
流
館
「
杜

の
か
た
ら
い
」
前
の
花
植
え
や
花
の
周
り

の
除
草
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
震

災
直
後
の
一
年
は
、
雪
も
多
く
苗
も
育
て

ら
れ
な
い
た
め
、
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち

に
も
な
れ
ず
活
動
が
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
活
動
す
る
人
は
減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
花
を
見
て
通
り
す
が
り
の

人
が
『
綺
麗
に
咲
い
て
い
る
ね
』
と
話
し

か
け
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
く
、
こ
れ
か
ら

も
こ
れ
ま
で
通
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

元
々
「
若
妻
会
」
の
名
称
で
、
外
部
か
ら
嫁
い

で
集
落
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
若
い
お
嫁
さ
ん
た

ち
を
対
象
に
し
た
交
流
会
が
始
ま
り
で
、
月
一
回

お
茶
会
を
開
い
た
り
、
み
ん
な
で
旅
行
の
計
画
な

ど
を
立
て
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
皆
が
歳
を

重
ね
「
若
妻
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
き
た
？
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
現
会
長
が
「
ぎ
し
ば
り
の
会
」

に
改
名
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
ぎ
し
ば
り
」
と
い
う
名
前
は
「
ジ
シ
バ
リ
」
と

い
う
、
木
沢
に
多
く
見
ら
れ
地
に
へ
ば
り
つ
き
な

が
ら
目
立
つ
こ
と
な
く
力
強
く
生
え
て
い
る
、
小

さ
な
タ
ン
ポ
ポ
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
雑
草
か
ら

と
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
集
落
の
行
事
な
ど
の
要
を
担
っ
て
い

る
ほ
か
、
月
一
回
、
会
館
よ
ろ
み
の
定
期
的
な
清

掃
奉
仕
活
動
を
行
い
、
や
ま
ぼ
う
し
オ
ー
プ
ン
以

降
は
「
賄
い
班
」
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

運
動
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
担
当
、よ
り
あ
い
っ

こ
で
は
女
性
た
ち
の
先
頭
に
立
ち
、
川
口
ま
つ
り

の
総
に
わ
か
、
二
十
村
郷
盆
踊
り
で
は
踊
り
手
と

し
て
、パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

盆踊り

神社の清掃

やまぼうし下の花植え
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す
み
れ
会
は
震
災
か
ら
一
～
二

年
後
に
つ
く
ら
れ
た
組
織
で
す
。

　

二
～
三
時
間
の
お
茶
会
を
月

二
回
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
、
お
団
子
づ
く
り

な
ど
を
し
な
が
ら
お
喋
り
も
し

て
い
ま
す
。
家
か
ら
出
て
、
み

ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
こ
そ
、
震
災
が
無
か
っ

た
ら
出
来
な
か
っ
た
組
織
で
、

今
ま
で
は
あ
い
さ
つ
程
度
の
付

き
合
い
だ
っ
た
人
と
も
、
互
い

に
顔
を
見
れ
ば
話
せ
る
仲
に
も

な
り
ま
し
た
。
活
動
の
お
か
げ

で
、
知
ら
な
か
っ
た
人
と
の
交

流
が
生
ま
れ
て
ま
し
た
。

木沢棚田保全
連絡協議会

里山食堂

すみれ会

木
沢
陶
芸
の
会

　

木
沢
棚
田
保
全
連
絡
協
議
会
は
平

成
十
九
年
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

木
沢
集
落
で
の
主
な
役
割
は
草
刈

り
や
農
道
の
整
備
だ
け
で
な
く
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
い
、
県
内
か
ら
だ
け

で
な
く
県
外
か
ら
も
人
を
集
め
木
沢

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。
子
供
た

ち
の
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
や
震
災

を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で

入
っ
て
く
る
若
者
と
会
話
を
す
る
こ

と
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま
す
。

　

十
年
後
の
展
望
と
し
て
は
集
落
か

ら
集
落
全
体
、
市
、
県
へ
と
規
模
を

大
き
く
し
て
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
す
。
若
い
世
代
に
木
沢
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

里
山
食
堂
は
外
か
ら
木
沢
に
人

を
呼
ぼ
う
と
思
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
平
成
二
十
三
年
頃
始
め
ま

し
た
。

　

初
め
は
補
助
金
だ
け
で
は
足
り

ず
苦
労
も
し
ま
し
た
が
、
お
客
さ

ん
が
沢
山
来
て
く
れ
る
こ
と
で
今

も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

蕎
麦
は
和
南
津
、
天
ぷ
ら
に
な

る
山
菜
や
野
菜
も
地
元
で
と
れ
た

も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
か
っ

た
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
嬉
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
そ
う
し

た
お
客
さ
ん
が
い
る
限
り
続
け
て

い
き
た
い
し
、
続
け
て
い
く
た
め

に
も
そ
ろ
そ
ろ
若
い
人
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
特
色
あ
る
教
育
を
進

め
る
た
め
昭
和
六
十
二
年
、
学
校

と
地
域
が
一
緒
に
な
り
集
落
内
の

陶
芸
に
あ
う
粘
土
を
探
し
制
作
を

始
ま
し
た
。
同
年
小
型
ガ
ス
窯
を

購
入
し
、
学
校
、
公
民
館
で
木
沢

陶
芸
教
室
を
開
く
こ
と
に
な
り
、

会
員
数
も
多
く
週
二
回
程
度
開
催

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
作
品
も
多
く
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
穴
窯
を

作
る
計
画
と
な
り
、
平
成
元
年
に

現
在
の
場
所
を
借
り
レ
ン
ガ
等
は

東
芝
さ
ん
よ
り
い
た
だ
き
完
成
し

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
会
員
で
行
っ

た
初
め
て
の
マ
キ
割
り
、
焼
成
に

大
変
苦
労
し
た
こ
と
を
今
も
思
い

出
し
ま
す
。
平
成
七
年
に
は
、
宝

く
じ
の
助
成
を
い
た
だ
き
木
沢
公

民
館
に
大
き
な
ガ
ス
窯
も
入
り
ま

し
た
。

　

穴
窯
用
の
マ
キ
を
集
め
る
こ
と

で
多
く
の
皆
様
の
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
も
い
ろ

い
ろ
な
団
体
と
体
験
を
通
し
交
流

を
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
も
変
わ
ら
な
い
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
会
員
も
少
な
い

の
で
ぜ
ひ
入
会
い
た
だ
き
、
世

に
一
つ
し
か
な
い
自
分
の
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら

も
大
切
な
木
沢
の
宝
と
し
て
守
っ

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

お茶会
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一人ひとりの復復復興興興と
未未未来来来へのメッセージ



　
　
木
　
沢

	
四
郎
右
エ
門
家
持	

星　

野　

秀　

雄

復
興
に
向
っ
て

　
未
曾
有
の
激
震
を
受

け
て
早
や
十
年
を
向
え

ま
し
た
。

　
返
り
思
え
ば
よ
く
ぞ

頑
張
っ
た
な
あ
と
思
い

起
し
ま
す
。
ま
た
、
恐

怖
も
思
い
浮
び
ま
す
。

そ
れ
に
は
当
時
の
集
落

の
一
致
団
結
は
勿
論
の
事
、
県
内
外
か
ら
の
限
り
無
い
多
く
の
方
々
の

助
け
を
戴
き
ま
し
た
。
今
こ
そ
思
い
改
め
お
礼
の
言
葉
を
申
し
様
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
互
い
の
助
け
合
う
事
に
勝
る
物
は
無
き
と
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
以
来
復
興
に
向
け
私
達
集
落
活
動
団
体
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
と
し

て
地
域
集
落
の
活
性
化
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
!!
　
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き

な
が
ら
元
気
な
生
涯
へ
と
必
死
に
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
し
て
旧
木
沢
小
学
校
を
、
廃
校
利
用
と
し
て
大
改
修
工
事
が

竣
工
。
平
成
二
十
一
年
十
月
に
川
口
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー 

や
ま
ぼ
う

し
と
し
て
利
用
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
巾
広
く
多
く
の
交
流
を
深
め

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
更
に
絆
を
深
め
元
気
な
生
活
に
導
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
十
年
間
復
旧
復
興
に
向
け
た
長
岡
地
域

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
致
し
、
私
達
へ
の
活
動
の
大
き
な
支
援
と

な
っ
た
事
は
事
実
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
同
様
な
支
援
制
度
を
是
非
継
続
戴
け
れ
ば
、
益
々
へ
と
活
性

化
致
し
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

喜
右
エ
門	

星　

野　

菊　

代

ふ
る
さ
と
へ
帰
る

　
四
十
数
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
故
郷
に
帰
っ
て
、
暮
す
事
に
な
り
、
月
日

の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
五
年
が
過
ぎ
た
。

　
母
親
が
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
父
親
と
の
二
人
ぐ
ら
し
、
少
し
ば
か

り
の
田
ん
ぼ
と
畑
で
す
が
、
春
に
な
る
と
何
か
と
毎
日
が
忙
し
い
。

　
田
ん
ぼ
の
準
備
と
畑
に
野
菜
の
苗
を
植
え
た
り
と
、
父
親
に
聞
き
な

が
ら
、
よ
う
や
く
一
人
で
何
と
か
食
べ
ら
れ
る
物
が
取
れ
る
様
に
な
り

感
動
。

　
子
供
の
頃
、
母
が
作
っ
て
く
れ
た
物
を
当
り
前
の
様
に
食
べ
て
い
た

野
菜
も
自
分
で
作
っ
て
み
る
と
、
大
変
さ
が
良
く
わ
か
っ
て
、
ち
ょ
っ
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し
と
し
て
利
用
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
巾
広
く
多
く
の
交
流
を
深
め

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
更
に
絆
を
深
め
元
気
な
生
活
に
導
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
十
年
間
復
旧
復
興
に
向
け
た
長
岡
地
域

復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
致
し
、
私
達
へ
の
活
動
の
大
き
な
支
援
と

な
っ
た
事
は
事
実
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
同
様
な
支
援
制
度
を
是
非
継
続
戴
け
れ
ば
、
益
々
へ
と
活
性

化
致
し
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

喜
右
エ
門	

星　

野　

菊　

代

ふ
る
さ
と
へ
帰
る

　
四
十
数
年
ぶ
り
に
生
ま
れ
故
郷
に
帰
っ
て
、
暮
す
事
に
な
り
、
月
日

の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
五
年
が
過
ぎ
た
。

　
母
親
が
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
父
親
と
の
二
人
ぐ
ら
し
、
少
し
ば
か

り
の
田
ん
ぼ
と
畑
で
す
が
、
春
に
な
る
と
何
か
と
毎
日
が
忙
し
い
。

　
田
ん
ぼ
の
準
備
と
畑
に
野
菜
の
苗
を
植
え
た
り
と
、
父
親
に
聞
き
な

が
ら
、
よ
う
や
く
一
人
で
何
と
か
食
べ
ら
れ
る
物
が
取
れ
る
様
に
な
り

感
動
。

　
子
供
の
頃
、
母
が
作
っ
て
く
れ
た
物
を
当
り
前
の
様
に
食
べ
て
い
た

野
菜
も
自
分
で
作
っ
て
み
る
と
、
大
変
さ
が
良
く
わ
か
っ
て
、
ち
ょ
っ

と
位
形
が
悪
く
て
も
と

て
も
美
味
し
い
。

　
田
ん
ぼ
も
種
蒔
き
か

ら
や
っ
て
い
る
の
で
二

人
で
は
と
て
も
出
来

ず
、
幸
い
近
く
に
私
の

兄
弟
が
住
ん
で
い
る
の

で
、
そ
の
度
、
応
援
を

頼
ん
で
休
み
返
上
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
お
か
げ
で
秋
に
は
美
味
し
い
お
米
が
食
べ
ら
れ
る
。

　
ほ
っ
と
す
る
の
も
つ
か
の
間
で
、
又
、
長
い
冬
の
始
ま
り
で
す
。
三
、

四
メ
ー
ト
ル
も
雪
が
積
も
り
、
さ
す
が
に
び
っ
く
り
。

　
雪
カ
キ
も
朝
に
晩
に
と
疲
れ
だ
け
が
残
る
、
そ
れ
で
も
、
又
、
春
が

来
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
、
田
ん
ぼ
に
畑
に
忙
し
い
毎
日
を
送
る
。

　
こ
の
歳
に
な
っ
て
四
季
を
感
じ
て
生
活
で
き
る
事
に
感
謝
し
た
い
と

思
う
。

	

鹿　
　

蔵	

小　

林　

四　

郎

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢

　
中
越
地
震
に
よ
り
、
木
沢
集
落
の
世
帯
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
自

分
自
身
は
震
災
前
と
後
で
は
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
前
は

畑
で
、
マ
メ
や
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
震
災

に
よ
っ
て
畑
仕
事
は
辞
め
ま
し
た
が
、
震
災
が
起
き
て
い
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
高
齢
の
た
め
畑
仕
事
は
辞
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
震
災
に

よ
り
家
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
一
年
程
度
で
直
っ
た
の
で
大
変
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
地
震
は
本
当
に
怖
か
っ
た
で
す
。
自
然
災
害
の
中
で
一
番

怖
い
と
思
い
ま
す
。
地
震
は
人
間
が
ど
う
に
か
で
き
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
後
に
残
っ
た
人
間
が
頑
張
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
息

子
と
娘
が
会
い
に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。

　
今
後
も
木
沢
集
落
の
人
口
は
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
十
年
後

も
木
沢
集
落
に
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
自
身
も
生
き
て
い
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
、
集
落
で
最
高
齢
の

九
十
六
歳
を
目
標
に
し

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
今
ま
で
通
り
新
聞

と
テ
レ
ビ
を
見
て
、
木

沢
で
自
由
に
暮
ら
し
て

い
き
た
い
で
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
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福　
　

松	

星　

野　

幸　

一

生
き
て
居
る
幸
せ

　
震
度
七
の
地
震
。
今
は
忘
れ
か
け
て
居
る
。
家
の
中
は
物
が
落
ち
、

物
が
た
お
れ
居
場
所
が
な
く
、
外
に
出
れ
ば
屋
根
瓦
が
落
ち
、
上
を
見

れ
ば
電
線
が
今
に
も
切
れ
そ
う
に
ゆ
れ
て
、
道
路
に
出
れ
ば
舗
装
が
陥

没
、
通
行
が
不
能
と
な
り
家
は
全
壊
、
棚
田
も
く
ず
れ
田
に
行
く
道
路

も
陥
没
。

　
大
震
災
か
ら
十
年
。
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
復
興
復
旧
に
本
当
に
感
謝

を
し
て
居
ま
す
。

　
今
で
は
地
元
業
者
か

ら
棚
田
を
復
旧
し
て
も

ら
い
、
高
齢
な
が
ら
米

作
り
に
野
菜
作
り
に
頑

張
っ
て
居
ま
す
。

	

富
蔵
家
持	

間　

野　

慶　

作

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢

　
地
震
が
起
こ
っ
た
当

時
、
私
は
ま
だ
田
ん
ぼ

で
稲
作
の
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。
自
宅
は
震

災
の
揺
れ
に
よ
り
瓦
が

落
ち
、
歪
ん
で
斜
め
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
の
家
を
修
理
し
、

現
在
で
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
七
十
代
後
半
に
な
っ
て
い
た
自
分

の
身
体
と
今
後
の
こ
と
を
考
え
、
震
災
を
機
に
稲
作
を
や
め
る
決
断
を

し
、
今
は
畑
一
本
で
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
見
慣
れ

た
木
沢
の
道
や
山
が
崩
れ
、
家
も
壊
れ
て
し
ま
い
残
念
に
感
じ
て
い
ま

す
。
正
直
、
町
に
下
り
よ
う
か
、
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
日
々
の
中
、
私
に
は
今
現
在
で
も
続
け
て
い
る
楽
し
み
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
本
を
読
ん
だ
り
、
歌
を
詠
ん
だ
り
写
し
た
り
す
る
こ

と
。
若
い
頃
、
横
浜
の
方
に
土
方
と
し
て
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
に
一
緒
に
い
た
方
が
大
変
な
読
書
好
き
だ
っ
た
た
め
影
響
さ
れ
て
本

を
読
み
始
め
ま
し
た
。
今
で
も
小
千
谷
の
古
本
屋
に
行
く
と
十
数
冊
ほ

ど
購
入
し
自
宅
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
好
き
な
書
籍
や
歌
を
見
つ
け
て
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は
書
き
写
し
た
り
、
自
前
の
ノ
ー
ト
に
好
き
な
作
家
に
つ
い
て
ま
と
め

た
り
し
て
い
ま
す
。
越
後
山
脈
が
ず
っ
と
見
え
る
美
し
い
木
沢
の
景
色

が
大
好
き
で
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

峰
蔵	
星 
野 

春 

吉
・
和 

子

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢

　
震
災
に
よ
っ
て
集
落

の
人
が
ま
ち
の
方
へ
下

り
て
行
き
戸
数
が
少
な

く
な
っ
た
こ
と
が
残
念

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
来
て
く
れ
、
中

で
も
大
阪
か
ら
来
た
看

護
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
震
災
直
後
は
道

路
が
寸
断
さ
れ
薬
に
困
っ
た
り
二
日
間
よ
ろ
み
の
前
で
野
宿
し
た
り
と
大

変
で
し
た
が
、
避
難
所
の
体
育
館
で
は
ご
馳
走
が
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。
自

宅
は
半
壊
の
被
害
判
定
を
受
け
、
小
出
か
ら
来
た
大
工
さ
ん
に
修
理
し
て

も
ら
い
木
沢
集
落
の
中
で
も
家
の
復
旧
は
早
い
段
階
で
完
了
し
ま
し
た
。

　
震
災
を
機
に
田
ん
ぼ
は
や
め
今
は
畑
の
み
を
や
っ
て
い
ま
す
。
畑
で

の
作
業
が
終
わ
っ
た
後
に
一
服
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
木
沢
で
過
ご

せ
る
こ
と
が
幸
せ
で
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
土
地
だ
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。

の
ん
き
に
生
活
で
き
る
山
の
環
境
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。（
春
吉
さ
ん
）

　
私
は
、
旅
行
と
歌
が
好
き
で
す
。
特
に
旅
行
は
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
日

帰
り
旅
行
の
ほ
か
、
一
人
で
よ
く
温
泉
に
行
き
ま
す
。
木
沢
の
み
ん
な

は
心
優
し
く
て
仲
が
良
い
と
こ
ろ
が
自
慢
で
す
。（
和
子
さ
ん
）

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

長
兵
衛	

星　

野　

正　

夫

十
年
の
想
い

　
中
越
地
震
か
ら
十
年
の
時
が
過
ぎ
、こ
の
間
に
も
中
越
沖
地
震
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
あ
り
で
被
災
者
は
私
達
だ
け
で
は
な
い
事
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
べ
物
に
な
ら
な
い
程
の
災
害
を
体
験
し
、

そ
れ
で
も
前
を
向
い
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
と
向
き

合
う
姿
を
テ
レ
ビ
の
画
面
で
見
る
と
自
分
達
は
な
ん
て
恵
ま
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
何
時
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
余
震
に
怯
え
、
枕
元
に
懐
中
電
灯
を
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置
い
て
ふ
だ
ん
着
の
ま

ま
玄
関
の
近
く
で
眠
っ

た
事
。
車
の
中
で
二
週

間
以
上
夜
を
過
ご
し
た

事
。
復
旧
工
事
が
な
か

な
か
終
わ
ら
な
く
て
二

年
以
上
も
過
ぎ
忘
れ
ら

れ
て
し
ま
っ
た
か
と
不

安
に
な
っ
た
事
。
ど
れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
震
災
を
機
に
実
に
多
く
の
方
々
が
木
沢
を
訪
れ
、
私
達

を
多
方
面
か
ら
支
え
て
く
れ
た
事
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
自
分
達
が
忘

れ
ら
れ
て
い
な
い
有
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
村
民
が
年
々
歳
を
重
ね

て
い
く
中
で
、
決
し
て
明
る
い
未
来
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
そ

の
時
を
少
し
で
も
前
向
き
に
過
ご
す
事
が
で
き
た
様
に
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

勝
兵
衛	

平　

澤　

勝　

幸

中
越
大
震
災
か
ら
十
年
。こ
れ
か
ら
の
十
年
。

　
中
越
大
震
災
後
も
日
本
各
地
に
度
々
起
こ
る
地
震
。
震
災
に
よ
り
奪

わ
れ
た
「
モ
ノ
」
は
各
地
で
異
な
り
ま
す
が
、
得
た
「
モ
ノ
」
は
ど
の

土
地
で
も
同
じ
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
受
け
止
め
方

が
あ
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、
こ
の
十
年

間
震
災
に
よ
り
う
ま

れ
た
人
と
の
出
逢
い

や
繋
が
り
は
少
な
く
と
も
復
旧
・
復
興
に
繋
が
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
で
は
壊
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
と
の
繋
が
り
や
絆
が
こ
れ
か

ら
の
十
年
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
震
災
前
よ
り
も
良
い
環
境
を
作
り
残

し
て
い
く
事
が
私
達
世
代
の
役
目
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
の
十
年
。
復
旧
し
た

田
ん
ぼ
を
使
っ
て
木
沢
棚
田
保

全
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
県
内
外

か
ら
十
六
組
の
オ
ー
ナ
ー
を
受
け

入
れ
た
事
か
ら
始
ま
り
、
被
害
に

あ
っ
た
家
を
解
体
せ
ず
に
時
間
を

か
け
て
修
復
し
農
家
民
宿
と
し
て

建
て
直
し
、
多
く
の
人
達
の
受
け

入
れ
を
行
い
な
が
ら
多
世
代
交
流

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
十
年
。
木
沢
集
落
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も
過
疎
化
が
進
み
世
帯
が
激
減
し
て
し
ま
う
そ
の
前
に
、
越
後
三
山
や

四
季
折
々
の
景
観
が
ど
こ
よ
り
も
美
し
い
木
沢
へ
一
人
で
も
多
く
の
人

達
に
訪
れ
て
も
ら
い
集
落
の
良
さ
を
伝
え
な
が
ら
残
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
次
の
世
代
へ
受
け
継
ぎ
集
落
の
存
続
を
強
く
願
い
な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
こ
の
土
地
と
共
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

甚
平
家
持	
星　

野　

藤　

一

あ
れ
か
ら
十
年

　
地
震
は
他
の
国
か
ら
始
ま
る
。
オ
レ
達
の
所
へ
地
震
な
ん
て
来
る
事

で
は
な
い
感
じ
が
す
る
が
、
十
年
前
の
中
越
地
震
は
思
い
出
し
た
だ
け

怖
い
経
験
だ
っ
た
。
学
校
に
退
避
し
村
・
町
か
ら
の
炊
き
出
し
、
道
路

の
寸
断
、
連
絡
道
路
の
確
保
、
様
々
の
支
援
応
援
を
頂
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
大
変
な
お

世
話
様
に
な
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

此
方
お
か
げ
様
で
還
暦

よ
り
七
十
一
歳
に
な
り

ま
し
た
。
あ
と
十
年
は

ど
う
か
？
　
考
え
ま
す
。

大
阪
の
沢
田
さ
ん
大
変

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
も
お
礼
を
し

な
く
て
す
み
ま
せ
ん
。
今
年
も
農
作
業
を
頑
張
り
ま
す
。
元
気
で
さ
よ

う
な
ら
。

　
全
国
か
ら
の
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

観
音
堂	

阿　

部　

義　

夫

地
震
の
大
き
さ
を
数
値
で
知
る

　
甚
大
な
被
害
を

被
っ
た
中
越
大
震
災

か
ら
今
年
は
十
年
目

と
い
う
節
目
を
迎
え

る
。
復
興
記
念
誌

制
作
部
会
各
位
が
、

真
っ
向
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
姿
に
感
銘

す
る
。

　
地
震
大
国
、
日
本
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
位
に
、
情
報
等
が
た
び
た

び
報
道
さ
れ
る
が
、
中
越
大
震
災
を
体
験
し
た
私
た
ち
は
、
情
報
を
聞

く
こ
と
に
よ
っ
て
度
合
い
が
想
像
で
き
る
。

　
二
〇
〇
七
年
に
発
生
し
た
中
越
沖
地
震
直
後
に
、
お
ぢ
や
元
気
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
理
事
長
若
林
和
枝
さ
ん
よ
り
被
災
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

さ
れ
た
話
を
聞
き
、
で
き
た
ら
木
沢
の
知
り
合
い
仲
間
に
、
お
声
か
け

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
…
で
き
た
ら
一
緒
に
支
援
活
動
に
行
け
な
い
か

と
の
相
談
だ
。
中
越
地
震
の
時
は
、
私
た
ち
も
大
き
な
支
援
を
頂
い
た

…
ご
恩
返
し
の
気
持
ち
で
即
座
に
Ｏ
Ｋ
サ
イ
ン
。
被
災
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
木
沢
か
ら
数
名
づ
つ
、
交
代
で
二
日
間
活
動

を
共
に
し
た
。

◦�

一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
二
の
、
と
て
も
大
き
な
地
震
。
こ
の
冬
、
集
落
内
の
道
路
除
雪

を
担
当
、
下
村
か
ら
順
に
進
め
旧
ト
ン
ネ
ル
路
線
で
除
雪
中
運
転
室

内
の
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
で
知
っ
た
。

◦
中
越
大
震
災
・
中
越
沖
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
八
。

◦�

東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｍ
九
・
〇
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
地
震
で

大
津
波
が
発
生
し
、
海
岸
平
野
部
を
次
々
と
襲
い
、
驚
く
べ
き
あ
り

さ
ま
で
し
た
。
今
年
三
月
十
二
日
の
農
業
共
済
新
聞
、
特
集
面
で
復

興
へ
の
思
い
！
を
拝
読
し
た
。

　
・
岩
手
県
女
性
…
大
切
な
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て

　
・
宮
城
県
男
性
…
結
果
を
残
し
て
恩
返
し
し
た
い

　
・
宮
城
県
女
性
…
本
気
の
酪
農
で
搾
乳
続
け
る

　
・
福
島
県
男
性
…
何
年
掛
け
て
も
農
業
を
再
開

　
・
福
島
県
女
性
…
福
島
で
農
業
続
け
ま
す

　�

復
興
へ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
・
復

興
が
前
進
さ
れ
ま
す
事
祈
願
い
た
し
ま
す
。

◦�

我
が
家
で
は
地
震
発
生
時
、
川
口
温
泉
厨
房
で
熱
湯
ヤ
ケ
ド
を
負
っ

た
妻
が
多
く
の
方
々
に
助
け
て
頂
い
た
。
妻
の
ヤ
ケ
ド
跡
の
回
復
を

願
っ
て
、
家
族
皆
で
話
し
合
い
家
は
改
築
を
諦
め
新
築
し
た
。

◦�

大
震
災
で
全
国
か
ら
の
支
援
で
復
興
が
進
ん
だ
こ
と
に
感
謝
。
繋
が

り
が
で
き
た
多
く
の
皆
様
方
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

◦�

僅
か
な
田
圃
も
復
旧
を
終
え
、
今
年
か
ら
全
面
作
付
け
で
き
た
。

　�

稲
穂
が
、
少
し
づ
つ
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
病
気
せ
ぬ
よ
う

心
が
け
、
農
業
を
続
け
て
行
く
。

	

四
郎
八	

阿　

部　

和　

雄

中
越
地
震
か
ら
今
年
で
十
年
　
十
月
二
十
三
日

　
年
々
住
民
が
歳
を
と

り
こ
の
先
何
年
生
き
て

い
け
る
か
、
五
年
、
十

年
、
二
十
年
…
？

　
地
震
か
ら
少
し
は
な

れ
て
木
沢
の
四
季
を
書

き
ま
す
。

　
　
地
に
花
、
人
に
心
、
木
沢
の
四
季
　
　
阿
部
和
雄

　
春
は
桜
の
花
が
咲
き
、
夏
は
涼
し
い
風
は
吹
く

一人ひとりの復興と未来へのメッセージ　30



　
秋
に
は
美
し
い
月
が
輝
き
、
冬
に
は
雪
が
舞
い
降
る

　
木
沢
に
は
美
し
い
四
季
の
移
ろ
い
が
あ
り
ま
す
。
一
年
中
す
ば
ら
し

い
時
期
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
の
は
、
私

た
ち
の
心
が
ほ
か
の
雑
多
な
こ
と
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
夏
は
暑

い
、
冬
は
寒
い
と
嫌
な
と
こ
ろ
ば
か
り
に
目
を
向
け
て
い
た
ら
、
せ
っ

か
く
の
す
ば
ら
し
い
季
節
も
楽
し
め
な
い
ま
ま
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
だ
っ
て
す
ば
ら
し
い
時
だ
か
ら

　
　
そ
れ
を
楽
し
め
る
気
持
で

　
　
　
毎
日
を
す
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

十
二
ノ
脇	

星　

野　

正　

良

十
年
目
の
想
い

　
あ
の
日
、
突
然
お
そ
っ
て
き
た
大
地
震
。
被
害
の
大
き
さ
に
、
こ
れ

ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
だ
っ
た
と
は
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
。
心
の
奥
底

に
は
未
だ
あ
の
恐
怖
や
引
き
さ
か
れ
た
集
落
減
少
の
淋
し
さ
は
消
え
て

い
な
い
。
当
時
は
や
む
を
え
ず
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
人
達
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
自
分
も
折
れ
そ
う
な
気
持
や
集
落

の
存
続
を
案
じ
て
き
た
が
、
あ
れ
か
ら
十
年
と
い
う
月
日
を
迎
え
た
。

　
今
は
行
政
や
全
国
か
ら
支
援
応
援
を
い
た
だ
き
、
家
屋
や
道
路
、
田

畑
の
復
旧
が
終
り
見
た
目
は
元
の
姿
に
も
ど
っ
た
。
住
み
な
れ
た
こ
の

地
で
再
び
生
活
が
出
来
る
喜
び
、
お
か
げ
さ
ま
で
今
日
ま
で
家
族
が
元

気
で
こ
れ
た
の
で
平
凡
な
日
々
を
送
ら
れ
て
る
こ
と
が
何
よ
り
と
思
っ

て
い
る
。

　
復
旧
か
ら
復
興
へ
の
合
言
葉
に
は
地
域
復
興
支
援
員
を
は
じ
め
全
国

各
地
か
ら
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
」
の
活

動
に
参
加
し
、
集
落
再
生
に
向
け
て
数
々
の
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
こ

と
が
自
分
に
と
っ
て
も
集
落
の
人
達
に
と
っ
て
も
少
な
か
ら
ず
日
々
の

元
気
の
源
に
な
り
活
気
づ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
現
在
も
「
や
ま
ぼ
う
し
」
に
は
、
大
勢
の
御
利
用
を
い
た
だ
き
、
い

ろ
ん
な
活
動
を
通
じ
て
も
た
く
さ
ん
の
人
が
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
て
る
。
震
災
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
け
ど
、
得
た
も
の
も
ま
た
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
多
く
の
人
達
と
の
出
逢
い
、
人
と
人
と
の
絆
の
大
切
さ

を
知
り
、
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
き
た
。
今
日
ま

で
支
え
て
く
れ
た
た
く

さ
ん
の
人
達
に
感
謝
を

申
し
上
げ
、
時
々
顔
を

見
せ
て
い
た
だ
き
集
落

を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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坊　
　

村	

星　

野　
　
　

靖

考 
察
　
～
集
落
復
興
の
形
～

　
震
災
か
ら
十
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
何
か
遠
い
昔
の
出
来

事
の
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
い
い
意
味
で
の
風
化
が
自
分
の
中

で
は
進
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
た
っ
た
一
人
で
は
あ
っ
て
も
人
命
が
失
わ
れ
た
事
実
は

し
っ
か
り
記
憶
に
留
め
重
く
捉
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
屋
を
失
っ
て
木
沢
を
離
れ
る
し
か
な
か
っ
た
人
た
ち
の
思
い
も

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
木
沢
に
残
っ
て
復
興
の
道
を
歩
ん
だ
多
く
の
住
民
に
と
っ
て

も
、
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、
困
難
の
連
続
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
順
調
に
復
興
が
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
行
政
や
国
民
の
皆

様
の
支
援
の
お
か
げ
と
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
個
々
人
の
復
興
は
悲
喜
こ
も
ご
も
、
一
概
に
そ
の
結
果
を
論

ず
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
集
落
の
復
興
は
行
政
と
共
に
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
木
沢
（
以
降
Ｆ
木
沢
）
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
Ｆ
木
沢
は
大
学
生
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠

点
と
し
て
再
活
動
を
始
め
、
学
生
や
地
域
復
興
支
援
員
ら
と
共
に
集
落

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
十
年
間
で
復

興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
Ｆ
木
沢
の
活
動
は

内
外
に
認
め
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
と
は
裏
腹
に
集
落
の
世
帯
数
は
減
少

し
続
け
、
震
災
前
（
二
〇
〇
四
年
）
は
五
十
六
軒
だ
っ
た
の
に
対

し
、
二
〇
〇
六
年
は
四
十
二
軒
、
現
在
（
二
〇
一
四
年
）
に
至
っ
て
は

三
十
二
軒
と
、
十
年
間
で
二
十
四
軒
（
四
二
・
九
％
）
の
減
少
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
過
疎
化
、
高
齢
化
は
長
年
中
山
間
地
共
通
の

深
刻
な
問
題
と
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り
一
気
に
加
速
さ
れ

た
こ
と
で
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
訳
で
す
。
残
念
な
が
ら
Ｆ
木
沢

の
活
動
も
そ
の
流
れ
を
間
近
で
見
な
が
ら
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
と
は
言
え
、
そ
の
活
動
は
交
流
人
口
を
確
実
に
増
や
し
続
け
、
集
落

の
復
興
が
集
落
の
人
口
を
増
や
す
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
言
う
新
た
な

概
念
を
作
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
集
落
の
復
興
＝
交
流
人
口

を
含
め
た
人
口
増
」
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
現
実
的
な
復
興
で
あ
り
、
Ｆ
木
沢
の
活
動
が
無
駄
で

は
な
い
と
い
う
証
明
に
も
な
る
と
思
う
の
で
す
。

　
最
後
に
、
や
が
て
か
つ
て
の
百
軒
の
集
落
は
伝
説
と
な
り
、
震
災
を

乗
り
越
え
木
沢
と
言
う

集
落
を
世
に
発
信
し
続

け
た
三
十
軒
余
り
の
集

落
は
歴
史
に
残
り
、
そ

し
て
、
山
の
暮
ら
し
に

生
き
が
い
を
求
め
て
僅

か
な
人
々
が
こ
の
木
沢

に
移
り
住
み
、
ま
た
語
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り
継
い
で
い
く
、
そ
ん
な
未
来
の
形
を
想
像
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
一
握

り
の
移
住
者
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
私
た
ち
の
活
動
は
続
い
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
故
に
復
興
は
道
半
ば
で
す
。

	

蟹　
　

原	
星　

野　

正　

孝

中
越
地
震
か
ら
十
年

　
地
震
国
日
本
。
新
潟
県
も
新
潟
地
震
か
ら
五
十
年
、
昭
和
三
十
九
年

の
六
月
に
新
潟
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
年
後
中
越
地
震
に
私

達
が
遭
い
ま
し
た
。
思
え
ば
早
く
も
十
年
の
月
日
が
た
ち
ま
し
た
。

　
震
度
七
の
震
源
地
に

な
る
な
ど
思
い
も
よ
ら

ぬ
出
来
事
で
し
た
。
ま

し
て
避
難
所
の
指
示
指

定
も
ま
ま
な
ら
な
い
有

り
よ
う
で
し
た
。
そ
の

後
集
落
セ
ン
タ
ー
前
に

集
り
セ
ン
タ
ー
前
で
の

避
難
生
活
と
あ
い
な
り

ま
し
た
。
あ
い
つ
ぐ
余

震
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
集
落
民
必
死
に
な
り
不
安
な
何
日
で
し

た
。
不
幸
に
一
人
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
前
野

宿
が
二
日
続
き
ま
し
た
。
夜
の
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
ま
き
を
焚
き
暖
を

取
り
な
が
ら
過
し
、よ
う
や
く
小
学
校
体
育
館
に
避
難
生
活
が
始
ま
り
、

集
落
民
皆
協
力
し
あ
い
不
自
由
な
生
活
を
し
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な

経
験
は
わ
す
れ
ら
れ
ぬ
思
い
で
今
日
で
も
目
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
全
国
か
ら
の
支
援
や
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
に
助
け
ら
れ
て

今
日
が
あ
る
と
思
う
日
々
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
阪
神
大
震
災
か
ら

東
日
本
大
震
災
、
長
野
北
部
震
災
、
た
て
つ
づ
け
震
災
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

	

伴　
　

蔵	

小　

林　

恵　

子

も
う
十
年
も
過
ぎ
た
な
ん
て

　
地
震
後
の
一
年
目
か
ら
三
年
目
く
ら
い
ま
で
は
、
す
ご
く
長
い
長
い

一
年
間
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
余
震
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
？
　
揺
れ
る
と
あ
の
時
を
思
い
出
し
恐
怖
を
ず
ー
っ
と
感
じ

ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
揺
れ
な
く
な
っ
た
ら
思
い
出
す
こ
と
も
な
く
な
り
、

他
の
事
に
目
を
む
け
る
事
が
で
き
て
少
し
落
ち
つ
い
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　
で
も
地
震
で
家
が
こ
わ
れ
た
人
、
池
が
だ
め
に
な
っ
た
人
、
田
ん
ぼ

33　一人ひとりの復興と未来へのメッセージ



が
く
ず
れ
お
ち
た
人
、
亡
く
な
っ
た
人
、
木
沢
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
人
、
本
当
に
人
生
が
か
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
家
を
壊
し
て
遠
く
の
知
ら
な
い
土
地
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
人
、
や
っ

ぱ
り
か
わ
い
そ
う
で
す
ね
。
何
十
年
も
住
み
な
れ
た
こ
の
木
沢
を
離
れ

る
の
は
辛
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
新
し
い
生

活
に
な
れ
た
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
震
災
の
時
、
避
難
所
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
木
沢
小
学
校
が
今
は
、
宿
泊
施
設
「
や
ま
ぼ
う
し
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
木
沢
集
落
の
観
光
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

る
べ
く
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
地
震
後
み
ん
な
も
頑
張
っ
た
け
ど
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
の
人
達
に

は
頭
が
さ
が
り
ま
す
。
毎
月
の
会
議
、
決
め
た
事
へ
の
作
業
、
実
行
、

自
分
の
家
の
事
も
い
そ
が
し
い
の
に
村
の
人
達
が
住
み
や
す
く
な
り
、

元
気
が
出
る
よ
う
そ
れ
だ
け
を
考
え
ず
ー
っ
と
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
木
沢
に
く
れ
ば
民
宿
が
あ
り
、
遊
歩
道
が
あ
り
雄
大
な
自
然
が
あ

り
と
、
大
勢
の
人
か
ら
き
て
も
ら
い
、
ま
た
き
た
い
な
あ
…
と
思
っ
て

も
ら
え
る
事
を
ず
ー
っ

と
、
話
し
合
っ
て
き
ま

し
た
ね
。

　
私
達
も
地
震
の
時
は

五
十
代
、
そ
れ
か
ら
十

年
過
ぎ
今
は
六
十
代
、

そ
の
間
に
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
亡
く
な
り
、
孫
が
四

人
も
産
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
後
は
、
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん

が
、で
も
大
好
き
な
木
沢
で
、ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

	

四
郎
右
エ
門
家
持	

星　

野　

隆　

一

あ
れ
か
ら
十
年

　
震
災
後
我
が
家
で
大
き
く
変
わ
っ
た
事
と
い
え
ば
、
父
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。
震
災
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
、
病
気
が
原
因
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
い
も
の
で
、
昨
年
の
七
月
で
七
回
忌
を
迎
え

ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
農
業
を
始
め
る
こ
と
と

な
り
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
自
分
の
会
社
で
も
、
復
興
事
業
に
関
わ
り
、
水
源
確
保
の
た
め
の
、

井
戸
掘
削
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
が
忙
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間

の
十
年
間
で
し
た
。

　
つ
い
先
日
、
二
子
山
で
の
ん
び
り
山
の
景
色
を
見
て
い
る
と
、
地
震

当
時
に
比
べ
山
が
緑
に
染
ま
っ
て
い
る
事
に
感
動
し
、
自
然
の
力
は
す

ご
い
な
ー
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
十
年
、
震
災
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
と
め

ぐ
り
合
う
事
が
で
き
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
普
通

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
一
生
の
宝
物
だ
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人
も
産
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
後
は
、
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん

が
、で
も
大
好
き
な
木
沢
で
、ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

	

四
郎
右
エ
門
家
持	

星　

野　

隆　

一

あ
れ
か
ら
十
年

　
震
災
後
我
が
家
で
大
き
く
変
わ
っ
た
事
と
い
え
ば
、
父
が
亡
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。
震
災
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
、
病
気
が
原
因
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
早
い
も
の
で
、
昨
年
の
七
月
で
七
回
忌
を
迎
え

ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
自
分
が
農
業
を
始
め
る
こ
と
と

な
り
、
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
自
分
の
会
社
で
も
、
復
興
事
業
に
関
わ
り
、
水
源
確
保
の
た
め
の
、

井
戸
掘
削
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
が
忙
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間

の
十
年
間
で
し
た
。

　
つ
い
先
日
、
二
子
山
で
の
ん
び
り
山
の
景
色
を
見
て
い
る
と
、
地
震

当
時
に
比
べ
山
が
緑
に
染
ま
っ
て
い
る
事
に
感
動
し
、
自
然
の
力
は
す

ご
い
な
ー
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
十
年
、
震
災
を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
と
め

ぐ
り
合
う
事
が
で
き
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
普
通

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
、
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
一
生
の
宝
物
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
り
一
層
頑

張
り
、
木
沢
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
移

住
者
が
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
あ
と
十
年
も
す
れ

ば
、
自
分
も
七
十
近

く
に
な
り
、
そ
の
時

集
落
は
ど
う
な
る
の
か
、
今
は
と
て
も
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、こ
の
木
沢
を
い
つ
ま
で
も
愛
し
、

こ
の
自
然
豊
か
な
地
を
守
り
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
、
い
つ
も
笑

い
の
絶
え
な
い
人
生
を
、
こ
の
木
沢
で
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

	

木　
　

挽	

小　

林　

正　

利

あ
れ
か
ら
の
十
年

　
平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
中
越
地
震
発
生
か
ら
十
年
を
迎
え
、
私

は
何
を
し
て
来
た
だ
ろ
う
か
。

　
ま
さ
に
我
が
家
の
復
興
と
地
域
活
動
に
つ
き
る
だ
ろ
う
。
生
業
で
あ
る

稲
作
り
が
山
、
沢
、
田
の
ヒ
ビ
割
れ
に
よ
る
水
脈
低
下
に
よ
り
水
が
無
い
、

田
直
し
と
用
水
確
保
、
よ
う
や
く
三
年
目
に
作
付
が
出
来
、
や
っ
と
元
に

戻
っ
た
、
そ
の
後
悪
い
所
を
手
直
し
を
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
地
域
活
動
、
無
料
奉
仕
作
業
、
木
沢
集
落
の
再
生
や
如
何
に

　
若
者
、
中
高
年
の
仲
間
が
真
剣
に
考
え
、
楽
し
い
明
る
い
、
元
気
の

出
る
集
落
に
し
よ
う
、
学
校
閉
校
平
成
十
五
年
。
体
験
宿
泊
施
設
「
や

ま
ぼ
う
し
」
開
設
管
理
運
営
、
二
子
山
整
備
、
遊
歩
道
、
展
望
台
、
森

林
浴
広
場
開
拓
、
砂
利
敷
、
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
敷
き
、
屋
号
看
板
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
ア
ー
ト
絵
画
完
成
作
業
と
大
勢
の
仲
間
と
共
に
な
し
と
げ
た
。
こ

こ
に
木
沢
の
団
結
の
力
、
現
わ
れ
る
。
良
く
や
っ
た
。

　
大
自
然
に
恵
ま
れ
た
木
沢
を
外
部
に
発
信
、
多
く
の
人
々
が
来
村
、

共
に
楽
し
み
、
ス
ト
レ
ス
発
散
。
思
い
出
の
地
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
い

ま
ま
で
こ
ん
な
事
が
出

来
た
で
あ
ろ
う
か
。
地

震
か
ら
の
意
識
改
革
の

変
化
だ
と
思
う
。

　
や
れ
ば
出
来
る
、
み

ん
な
の
仲
間
の
力
で
大

い
な
る
成
果
が
出
来
た

と
思
う
。

　
十
年
の
歳
月
は
長
く

も
あ
り
、
目
の
前
に
来

た
。
十
年
一
昔
、
余
り
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に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
悲
し
み
と
苦
悩
、
立
ち
上
が
る
気
力
、
年
令

と
共
に
体
力
は
落
ち
る
、
今
後
は
静
か
な
る
晴
耕
雨
読
の
老
後
に
入
り

た
い
も
の
で
あ
る
。

　
震
災
か
ら
得
た
も
の
、
一
度
し
か
な
い
人
生
を
、
如
何
に
生
き
る
か
。

	

銀　
　

蔵	
星 

野 

幸
一
郎
・
イ 

ツ 

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

　
震
災
当
時
は
家
が
傾

き
、
自
分
た
ち
が
や
っ

て
い
た
田
ん
ぼ
ま
で
の

道
も
崩
れ
る
な
ど
の
被

害
を
受
け
、
先
の
見
通

し
が
立
た
ず
将
来
の
こ

と
を
考
え
る
ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
外
部
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
暖
か
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
で
協
力
し
て

過
ご
し
て
い
く
う
ち
に
集
落
の
人
の
良
い
と
こ
ろ
も
見
え
て
き
て
以
前

よ
り
も
人
付
き
合
い
が
深
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
余
震
が
続
い
た
と

き
は
、
集
落
の
人
と
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
心
強
く
思
え
、
不
安
が
和

ら
ぎ
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
や
家
の
修
理
な
ど
大
変
な
こ
と
は
沢
山
あ

り
ま
し
た
が
思
い
返
せ
ば
、
震
災
か
ら
現
在
ま
で
は
あ
っ
と
い
う
間
の

十
年
間
で
し
た
。

　
現
在
は
、
六
匹
の
猫
に
癒
さ
れ
な
が
ら
夫
婦
揃
っ
て
毎
日
元
気
に
生

活
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
。 

畑
仕
事
も
生
き
が
い
の
一
つ

で
、
季
節
ご
と
に
旬
の
野
菜
を
収
穫
し
、
お
隣
さ
ん
に
も
お
裾
分
け
を

し
て
い
ま
す
。
十
年
後
も
、
こ
こ
木
沢
で
集
落
内
最
年
長
者
で
あ
る
福

太
郎
さ
ん
の
よ
う
に
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

万　
　

七	

星 

野 

計
次
郎
・
智
恵
子

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

　
地
震
の
時
は
家
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
や
貯
水
池
、
田
ん
ぼ
も
全

部
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

元
の
生
活
に
戻
れ
る
か
心
配
で
し
た

が
、
今
後
の
生
活
を
考
え
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
震
災
後

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
娘
と
そ
の
知
人
た
ち
に
随
分
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
家
は
人
の
繋
が
り
の
お
か
げ
も
あ
り
、
震
災
後
一
年
で
建
て

直
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
家
に
戻
る
こ
と
が
出
来
た
時
は
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
田
ん
ぼ
は
震
災
か
ら
三
年
目
の
時
に
直
す
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ら
ぎ
ま
し
た
。
避
難
所
生
活
や
家
の
修
理
な
ど
大
変
な
こ
と
は
沢
山
あ

り
ま
し
た
が
思
い
返
せ
ば
、
震
災
か
ら
現
在
ま
で
は
あ
っ
と
い
う
間
の

十
年
間
で
し
た
。

　
現
在
は
、
六
匹
の
猫
に
癒
さ
れ
な
が
ら
夫
婦
揃
っ
て
毎
日
元
気
に
生

活
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
。 

畑
仕
事
も
生
き
が
い
の
一
つ

で
、
季
節
ご
と
に
旬
の
野
菜
を
収
穫
し
、
お
隣
さ
ん
に
も
お
裾
分
け
を

し
て
い
ま
す
。
十
年
後
も
、
こ
こ
木
沢
で
集
落
内
最
年
長
者
で
あ
る
福

太
郎
さ
ん
の
よ
う
に
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

万　
　

七	

星 

野 

計
次
郎
・
智
恵
子

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

　
地
震
の
時
は
家
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
や
貯
水
池
、
田
ん
ぼ
も
全

部
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

元
の
生
活
に
戻
れ
る
か
心
配
で
し
た

が
、
今
後
の
生
活
を
考
え
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
震
災
後

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
娘
と
そ
の
知
人
た
ち
に
随
分
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
家
は
人
の
繋
が
り
の
お
か
げ
も
あ
り
、
震
災
後
一
年
で
建
て

直
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
家
に
戻
る
こ
と
が
出
来
た
時
は
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
田
ん
ぼ
は
震
災
か
ら
三
年
目
の
時
に
直
す

こ
と
が
出
来
、
復
旧
の
た

め
に
行
政
が
お
金
を
出
し

て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

復
旧
す
る
に
も
「
直
し
て

二
年
以
上
は
農
業
を
続
け

て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
」

と
条
件
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
、
既
に
七
十

歳
を
過
ぎ
た
頃
で
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
十
年
経
っ
た
今
で
も
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
歳
も
歳
だ
か
ら
生
活
自
体
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
は

い
ま
す
が
、
田
ん
ぼ
づ
く
り
は
生
き
が
い
の
一
つ
で
す
。

　
震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
思
い
や
り
や
助
け
合
い
と
い
っ
た
、
今

ま
で
気
付
け
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
二
人
で
今
ま
で
頑
張
っ
て
来
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

与
五
郎	

星　

野　

伸　

一

震
災
か
ら
今
日
ま
で

　
忘
れ
も
し
な
い
十
年
前
十
月
二
十
三
日
午
後
五
時
五
十
六
分
あ
の
大

地
震
は
起
き
た
。
我
が
家
は
全
壊
。
集
落
内
で
も
七
十
％
を
超
え
る
大

被
害
を
受
け
た
。
田
ん
ぼ
は
跡
形
も
な
く
地
震
に
も
っ
て
ゆ
か
れ
、
見

る
影
も
な
い
。
田
ん
ぼ
の
復
興
は
あ
き
ら
め
た
。
田
ん
ぼ
は
あ
き
ら
め

て
も
家
の
復
興
は
ど
う
す
る
か
そ
の
冬
中
考
え
た
。
そ
の
結
果
小
さ
い

な
が
ら
も
新
築
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
翌
年
の
五
月
に
棟
上
、
七
月
に

は
引
っ
越
し
の
運
び
と
な
っ
た
。
我
が
家
が
再
建
出
来
た
の
も
全
国
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
そ
の
後
、
部
落

の
家
も
、
道
も
、
田
畑
も
復
興
し
今
に
至
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
こ
の
震
災
で
思
っ
た
事
は
、
一
人
や
二
人
の
力
で
は
何
も
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
。
道
路
の
復
旧
に
し
て
も
、
だ
れ
と
も
な
く
迂
回
路

を
作
っ
て
、
生
活
道
路
を
作
ろ
う
と
始
ま
り
、
自
分
た
ち
だ
け
で
直
し

た
と
い
う
話
は
川
口
町
内
で
も
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
何
年
後
か

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
が
復
活
、
そ
の
働
き
が
集
落
の
復
興
に
と
て
も

貢
献
し
た
と
い
う
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
で
も
各
部
会
で
年
間
を

通
し
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
村
お
こ
し
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
。

　
私
も
今
後
よ
り
一
層

木
沢
集
落
が
栄
え
る
事

を
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

木
沢
の
一
員
と
し
て

願
っ
て
い
る
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。
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政
兵
衛	

星　

野　

国　

樹

雑
　
　
感

　
地
震
な
ん
て
他
人

事
、
地
震
で
被
害

を
受
け
た
人
々
は
大

変
だ
ね
、
可
哀
想
だ

ね
、
よ
も
や
自
分
達

が
地
震
の
被
害
に
遭

う
と
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
と
言
う
の

が
本
音
だ
ろ
う
。

　
十
月
二
十
三
日
　
十
七
時
五
十
六
分

　
あ
の
時
の
事
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
す
さ
ま
じ
い
上

下
動
、
夢
々
地
震
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
二
度
目
の
揺
れ
で
や
っ
と
地

震
だ
と
気
が
つ
い
た
。
恐
ろ
し
さ
、
ぶ
き
み
さ
、
そ
し
て
暗
さ
が
一
段

と
恐
怖
心
を
か
き
た
て
る
。
ま
ず
命
を
守
る
事
、
自
分
そ
し
て
家
族
、

そ
し
て
回
り
の
人
々
、
し
か
し
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
自
分
自
身
の

決
断
力
の
な
さ
に
心
細
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。
集
落
の
人
々
が
集

ま
っ
て
来
て
い
ろ
い
ろ
話
合
っ
た
。
そ
し
て
力
を
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ

前
を
向
け
る
様
に
成
っ
て
来
た
。
お
互
い
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
皆

わ
か
っ
て
い
る
、
こ
れ
こ
そ
木
沢
の
底
力
だ
と
思
っ
た
。
マ
キ
を
用
意

す
る
人
、
水
を
確
保
に
走
り
回
る
人
、
朝
ゴ
ハ
ン
の
準
備
を
す
る
人
、

被
災
し
た
家
々
を
回
っ
て
電
源
を
切
り
水
道
の
バ
ル
ブ
を
止
め
灯
油
タ

ン
ク
な
ど
を
見
回
り
火
元
を
見
て
ま
わ
る
。
木
沢
衆
の
力
は
誰
に
も
ど

こ
に
も
負
け
る
事
の
無
い
も
の
だ
と
思
う
。「
自
分
達
の
出
来
る
事
は

自
分
た
ち
で
や
ろ
う
」
こ
の
心
意
気
が
「
命
の
道
」
自
力
開
通
に
向

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
た
だ
残
念
で
な
ら
な
い
の
は
尊
い
人
命
が
地
震

に
依
っ
て
う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
だ
。

　
も
う
す
ぐ
十
年
が
経
つ
、
す
ぐ
前
に
起
こ
っ
た
様
な
長
年
経
っ
た
様

な
複
雑
な
心
境
だ
。
地
震
の
一
ケ
月
前
に
産
ま
れ
た
初
孫
が
こ
の
春
小

学
校
四
年
生
に
成
っ
た
。
十
年
と
言
う
年
月
が
流
れ
去
っ
た
の
だ
と
つ

く
づ
く
思
う
昨
今
で
あ
る
。

	

四
郎
右
エ
門	

星　

野　

隆　

則

震
災
か
ら
十
年

　
い
ま
思
う
と
復
興
記
録
誌
を
読
ま
な
い
と
思
い
だ
せ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

◦�
震
災
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過
。

◦�
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
自
宅
が
全
壊
で
し
た
の
で
翌
年
に
住
め
る
状
態

に
し
て
今
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◦
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
父
と
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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す
る
人
、
水
を
確
保
に
走
り
回
る
人
、
朝
ゴ
ハ
ン
の
準
備
を
す
る
人
、

被
災
し
た
家
々
を
回
っ
て
電
源
を
切
り
水
道
の
バ
ル
ブ
を
止
め
灯
油
タ

ン
ク
な
ど
を
見
回
り
火
元
を
見
て
ま
わ
る
。
木
沢
衆
の
力
は
誰
に
も
ど

こ
に
も
負
け
る
事
の
無
い
も
の
だ
と
思
う
。「
自
分
達
の
出
来
る
事
は

自
分
た
ち
で
や
ろ
う
」
こ
の
心
意
気
が
「
命
の
道
」
自
力
開
通
に
向

か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
た
だ
残
念
で
な
ら
な
い
の
は
尊
い
人
命
が
地
震

に
依
っ
て
う
ば
わ
れ
て
し
ま
っ
た
事
だ
。

　
も
う
す
ぐ
十
年
が
経
つ
、
す
ぐ
前
に
起
こ
っ
た
様
な
長
年
経
っ
た
様

な
複
雑
な
心
境
だ
。
地
震
の
一
ケ
月
前
に
産
ま
れ
た
初
孫
が
こ
の
春
小

学
校
四
年
生
に
成
っ
た
。
十
年
と
言
う
年
月
が
流
れ
去
っ
た
の
だ
と
つ

く
づ
く
思
う
昨
今
で
あ
る
。

	

四
郎
右
エ
門	

星　

野　

隆　

則

震
災
か
ら
十
年

　
い
ま
思
う
と
復
興
記
録
誌
を
読
ま
な
い
と
思
い
だ
せ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

◦�

震
災
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
過
。

◦�

大
変
だ
っ
た
こ
と
、
自
宅
が
全
壊
で
し
た
の
で
翌
年
に
住
め
る
状
態

に
し
て
今
も
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◦
つ
ら
か
っ
た
こ
と
、
父
と
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

◦�

よ
か
っ
た
こ
と
、
両
親
の
墓
を
建
て
直
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
も
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
復
旧
し
て
人
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

◦
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
野
菜
の
収
穫
で
す
。

◦�

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
自
分
の
車
で
真
冬
の
国
道
十
七
号
線
を
車
が
滑
り
、

反
対
車
線
に
で
て
雪
壁
に
衝
突
し
て
ケ
ガ
も
無
く
、
車
が
少
し
壊
れ

て
し
ま
い
対
向
車
に
当
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
。

◦�

十
年
間
で
一
番
変
わ
っ
た
こ
と
、
二
十
七
年
間
勤
め
た
会
社
を
辞
め

ま
し
た
。

◦�

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
十
年
後
の
集
落
、
あ
る
て
い
ど
過
疎
化
が

進
み
集
落
の
イ
ベ
ン
ト
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
有
る
か
も
し
れ
な

い
。

◦�

自
分
、
医
者
の
お
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
。
で
も
元
気
で
木
沢
に
い
る

と
思
い
ま
す
。

◦�

復
興
に
関
連
す
る
こ
と
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
の
事
業
計
画
に
、

二
子
山
周
辺
と
木
沢
集
落
に
あ
る
共
同
車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー

ト
（
絵
画
）
な
ど
に
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
、
大
学
生
な
ど
復
興

に
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
を
い
た
だ

き
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

	

長
左
エ
門	

星　

野　

総
一
郎

こ
れ
か
ら
や
り
ま
す

　
震
災
か
ら
十
年
経
っ

た
。

　
災
害
を
他
人
事
の
よ

う
に
考
え
て
い
た
の
が

自
分
事
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
何
か
落
ち
着

か
な
い
、
ふ
わ
ふ
わ
し

た
よ
う
な
、
現
実
で
は

無
い
よ
う
な
気
分
で
い
た
事
を
憶
え
て
い
る
。

　
震
災
に
遭
い
、
そ
の
中
で
、
人
に
助
け
ら
れ
、
は
げ
ま
さ
れ
、
そ
し

て
協
力
し
合
う
と
い
う
、
普
段
で
は
出
来
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
た
。

　
し
か
し
、
今
の
自
分
を
見
る
と
、
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

の
ど
元
も
か
な
り
下
に
過
ぎ
た
せ
い
か
、
危
機
感
な
ど
が
薄
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
気
構
え
は
必
要
だ
。
せ
め
て
、
非
常
時
の
品
物
を
揃
え
る
、

と
い
う
よ
う
な
事
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

　
最
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
支
え
て
下
さ
っ
た
方
に
感
謝
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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音　
　

三	

小　

林　

美
知
江

随
　
　
想

　
あ
れ
か
ら
十
年
、
も

う
十
年
、
そ
し
て
つ
ら

か
っ
た
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と

の
別
れ
。
出
会
い
が
あ

れ
ば
別
れ
も
あ
る
。
出

会
い
と
別
れ
は
常
に
背

中
合
せ
…
全
壊
の
家
も

マ
ッ
チ
箱
の
様
に
小
さ

い
乍
ら
も
夫
婦
二
人
な
ら
何
と
か
住
め
る
家
も
出
来
た
。
こ
れ
も
全
国

の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
の
お
蔭
と
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
多

く
の
人
達
と
の
横
の
つ
な
が
り
、
絆
も
出
来
我
儘
い
っ
ぱ
い
を
受
け
止

め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
し
ば
ら
く
し
て
「
や
ま
ぼ
う
し
」
が
始
ま
っ
た
。

ど
こ
で
ど
う
な
っ
た
の
か
賄
い
を
担
当
す
る
事
に
な
っ
た
。
献
立
、
人

数
、
品
揃
え
と
全
く
未
知
の
世
界
の
一
つ
か
ら
始
ま
っ
た
。
身
体
が
就

い
て
い
か
ず
、
ス
ト
レ
ス
、
疲
れ
眠
れ
な
い
と
言
っ
た
日
々
で
「
メ
ニ

エ
ー
ル
病
」
と
い
う
の
に
な
っ
た
。
現
在
も
薬
だ
け
は
継
続
中
。
と
に

か
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
一
番
大
切
だ
と
言
う
事
を
改
め
て
感
じ
た
。
お

客
さ
ん
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
下
さ
る
事
が
一
番
の
励
み
に
な

り
作
り
が
い
も
あ
る
。
中
に
は
作
り
方
を
教
え
て
と
か
、
ど
う
し
て
保

存
し
て
お
く
と
か
色
々
だ
。
至
福
の
ひ
と
時
を
感
ず
る
。
た
だ
後
を
継

い
で
く
れ
る
若
い
人
達
が
い
な
い
の
が
心
配
だ
。
今
の
メ
ン
バ
ー
で
ま

あ
余
り
先
の
事
を
考
え
ず
や
れ
る
所
迄
や
る
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決
め

て
い
る
。
愚
痴
を
親
身
に
聞
い
て
下
さ
る
人
が
い
る
だ
け
自
分
は
幸
せ

だ
。
そ
し
て
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
の
山
菜
、
野
菜
が
一
番
嬉
し
い
、
と

に
か
く
新
鮮
だ
か
ら
、
捨
て
る
所
が
な
く
全
部
使
わ
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
あ
と
は
夫
婦
二
人
で
無
病
息
災
で
過
ご
せ
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た
事

は
な
い
し
倖
せ
に
思
う
。

	

子
ノ
兵
衛	

星　

野　

達　

也

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

東
日
本
の
大
津
波
を
テ
レ
ビ
で
見
た
時

十
年
前
の
中
越
大
震
災
を

思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
　
出
来
る
事
な
ら

思
い
出
し
た
く
な
い
が
!!

言
葉
に
出
来
な
い
位
こ
わ
か
っ
た

家
の
周
り
見
る
物
す
べ
て
が
こ
わ
れ

道
は
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た

愛
犬
の
「
ラ
ン
」
は
こ
わ
く
て
ふ
る
え
て
い
る
ば
か
り

セ
ン
タ
ー
の
前
で
二
晩
過
ご
し
た
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空
に
は
星
が
す
ご
く
き
れ
い
に
光
っ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
る

や
が
て
は
旧
小
学
校
体
育
館
に
村
中
の

人
達
と
一
緒
に
二
十
五
日
程
暮
し
た

家
に
帰
っ
た
時
あ
た
り
こ
わ
れ
た
家
に
心
細
い

思
い
を
し
た
　
冬
の
大
雪
は
大
変
だ
っ
た

そ
し
て
寒
い
冬
が
す
ぎ

春
が
来
て

家
を
直
す
た
め
大
工
さ

ん
が
来
て
く
れ
た
時
は

「
ホ
ッ
」
と
し
た  

何
と

か
木
沢
の
地
で
生
き
て

行
け
る
と
そ
の
時
思
っ

た

	

万
平
家
持	

星　

野　

光　

治

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

　
我
が
家
で
は
、
作
業
場
兼
物
置
が
倒
壊
し
住
宅
は
傾
き
ま
し
た
。
突

然
起
こ
っ
た
震
災
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
震
災
後
に
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
、
作
業
場
も
家
も
合
板
を
張
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
一
方
で
、
屋
内
に
散
乱
し

た
家
具
の
片
づ
け
に
県
外
に
い
た

息
子
た
ち
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
震
災
時

に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
田
ん
ぼ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
残
っ
た
田
ん
ぼ
の

お
米
を
収
穫
で
き
た
の
は
良
い
出

来
事
で
し
た
。

　
震
災
か
ら
十
年
経
ち
ま
す
が
、

震
災
後
、
無
我
夢
中
で
田
ん
ぼ
・

作
業
場
・
住
い
を
直
し
た
こ
と
が

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て

く
れ
た
方
と
の
交
流
が
続
い
て
い
て
、
毎
年
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
顔
を

見
せ
に
来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

　
木
沢
は
空
気
が
お
い
し
く
景
色
も
良
く
、
天
気
の
い
い
日
が
特
に
素

晴
ら
し
く
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
八
十
歳
代
の
人
た

ち
が
多
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
外
に
出
た
若
い
人
た
ち
に
Ｕ
タ
ー
ン
で

戻
っ
て
き
て
も
ら
い
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
木
沢

に
活
気
が
戻
っ
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

存
し
て
お
く
と
か
色
々
だ
。
至
福
の
ひ
と
時
を
感
ず
る
。
た
だ
後
を
継

い
で
く
れ
る
若
い
人
達
が
い
な
い
の
が
心
配
だ
。
今
の
メ
ン
バ
ー
で
ま

あ
余
り
先
の
事
を
考
え
ず
や
れ
る
所
迄
や
る
し
か
な
い
と
覚
悟
を
決
め

て
い
る
。
愚
痴
を
親
身
に
聞
い
て
下
さ
る
人
が
い
る
だ
け
自
分
は
幸
せ

だ
。
そ
し
て
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
の
山
菜
、
野
菜
が
一
番
嬉
し
い
、
と

に
か
く
新
鮮
だ
か
ら
、
捨
て
る
所
が
な
く
全
部
使
わ
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
あ
と
は
夫
婦
二
人
で
無
病
息
災
で
過
ご
せ
れ
ば
こ
れ
に
越
し
た
事

は
な
い
し
倖
せ
に
思
う
。

	

子
ノ
兵
衛	

星　

野　

達　

也

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

東
日
本
の
大
津
波
を
テ
レ
ビ
で
見
た
時

十
年
前
の
中
越
大
震
災
を

思
い
出
し
て
し
ま
っ
た
　
出
来
る
事
な
ら

思
い
出
し
た
く
な
い
が
!!

言
葉
に
出
来
な
い
位
こ
わ
か
っ
た

家
の
周
り
見
る
物
す
べ
て
が
こ
わ
れ

道
は
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
た

愛
犬
の
「
ラ
ン
」
は
こ
わ
く
て
ふ
る
え
て
い
る
ば
か
り

セ
ン
タ
ー
の
前
で
二
晩
過
ご
し
た
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清　
　

八	

小　

林　

清
一
郎

震
災
か
ら
現
在
に
至
る

　
地
震
後
、
木
沢
の
集

落
の
件
数
は
減
っ
た
け

れ
ど
絆
は
さ
ら
に
強

ま
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
全
国
の

方
々
か
ら
支
援
を
い
た

だ
き
十
年
の
月
日
が
経

ち
、
我
が
家
で
は
家
屋

は
全
壊
で
し
た
が
何
と
か
持
ち
こ
た
え
頑
張
っ
た
。

　「
あ
り
が
と
う
我
が
家
よ
」
四
年
前
母
が
、
そ
し
て
今
年
四
月
に
父

が
他
界
し
今
は
三
人
で
お
互
い
に
体
に
気
を
つ
け
て
多
く
の
人
達
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い

震
災
は
孫
達
に
は
体
験
し
て
ほ
し
く
な
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
し
た
学
校
が
今
「
や
ま
ぼ
う
し
」
と
言
う
名
で
民
泊
で
甦
り
全

国
の
皆
様
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
震
災
後
、
集
落
の

軒
数
も
減
り
さ
ら
に
多
く
の
方
か
ら
来
て
い
た
だ
き
、
木
沢
集
落
が

益
々
賑
や
か
に
な
る
事
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

	

益
次
郎	

星　

野　
　
　

晋

前
　
進

　
自
然
災
害
の
中
越
地
震
か
ら
早
十
年
と
云
う
月
日
が
過
ぎ
、
長
い
よ

う
で
去
っ
て
み
れ
ば
短
く
感
じ
ま
す
。
あ
の
時
（
十
月
二
十
三
日
）
の

事
は
、
皆
様
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。

　
思
い
出
し
た
く
も
な
い
で
し
ょ
う
。
誰
も
が
、
そ
う
思
い
ま
す
。
で

も
全
国
の
皆
様
か
ら
の
心
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
復
旧
、
復
興
と
進

み
、
今
で
は
こ
う
や
っ
て
集
落
の
人
達
と
元
気
で
、
笑
顔
で
い
ら
れ
る

事
が
出
来
て
、
本
当
に
有
り
が
た
く
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
な
り
に
、
毎
日
を
感
謝
し
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
今
迄
の
集
落
の
戸
数
よ
り
も
半
数
に
な
り
、
老
人
家

庭
も
多
く
、
若
い
人
達
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
く
あ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
な
り
の
努
力
を
し
集
落
の
皆
様
と
一
緒
に

幸
せ
を
作
り
、
最
高
の

集
落
に
し
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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圓　

柳　

寺	

古
田
島　

祐　

豐

守
る
こ
と
が
未
来
に
繋
が
る

　「
み
ん
な
町
へ
出
て
、
寂
し
い
て
。」

　「
寺
は
ど
こ
に
も
い
き
ま
せ
ん
よ
。」

　
こ
れ
は
、
中
越
地
震
後
多
く
の
人
が
離
村
し
た
地
区
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
寺
の
院
代
と
の
会
話
で
あ
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
寺
に
来
ら
れ

た
時
、

「
院
代
さ
ん
の
言
葉
で
安
心
し
た
て
。」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

　
里
山
だ
け
で
な
く
、
平
場
の
町
で
も
若
者
が
都
会
へ
と
流
れ
寂
し
く

な
っ
て
い
る
現
象
が
多
い
。
五
十
年
後
の
木
沢
の
集
落
の
姿
は
想
像
で

き
な
い
の
が
現
実
だ
。
し
か
し
、
絆
を
強
め
る
集
落
の
人
々
、
温
か

い
支
援
を
惜
し
ま
な

い
地
区
外
の
人
た
ち

が
、
木
沢
の
豊
か
な

自
然
を
守
り
続
け
て

い
く
こ
と
が
未
来
に

繋
が
る
と
信
じ
て
い

る
。

　
寺
は
檀
家
さ
ん
の

ご
先
祖
を
し
っ
か
り

と
守
り
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、
日
々
を
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
寺
に
務
め
る
者
と
し
て
は
、
寺
を
守
る

こ
と
が
未
来
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

　
中
越
地
震
か
ら
十
年
。
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
、
あ
っ
と
言
う
間
の
感
が

強
い
。
し
か
し
、
こ
の
十
年
に
は
復
興
へ
の
知
恵
と
多
大
な
努
力
・
協

力
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
バ
ネ
に
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

	

弥　
　

吉	

渡　

辺　

サ　

チ

我
が
家
の
復
興
と
こ
れ
か
ら
の
木
沢
へ

　
私
は
木
沢
で
生
ま
れ
、
木
沢
と
と
も
に
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
中
越
地
震
は
と
て
も
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
恐
ろ
し
い
揺
れ

に
襲
わ
れ
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
、
家
の
修
理
に
も
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
こ
の
木
沢
の
人
た
ち
で

す
。

　
幼
い
頃
か
ら
共
に
暮
ら
し
て
き
た
友
人
が
こ
の
土
地
に
は
沢
山
い

て
、
こ
う
し
て
地
震
の
あ
と
も
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
で
き

る
こ
と
が
楽
し
く
、
そ
し
て
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
し
ゃ
べ

り
も
、
毎
日
み
そ
汁
と
ご
飯
と
漬
け
物
を
食
べ
る
よ
う
に
日
常
の
一
つ

に
と
け
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
一
向
に
飽
き
の
こ
な
い
幸
せ
な
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時
間
で
す
。
友
人
が
一

緒
に
い
て
く
れ
る
か
ら

木
沢
が
大
き
く
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
先
も
ず
っ

と
長
生
き
し
て
、
も
っ

と
沢
山
の
人
に
出
会
っ

て
、
も
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
が
し
た
い
で
す
。

　
地
震
で
大
変
な
思
い
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
震
災
前
と
変
わ
ら
な
い
こ
の
場
所
で
生
活
を
続
け
ら
れ
て
い
る
の

は
私
の
中
で
木
沢
が
一
番
の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

※
こ
の
文
章
は
、
常
葉
大
学
の
学
生
が
本
人
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

	

忠　
　

吉	

星　

野　

忠　

明

震
災
か
ら
の
出
来
事

　
震
災
か
ら
も
う
十
年
　
早
い
も
の
で
す
。

　
震
災
が
な
か
っ
た
ら
逢
う
事
の
な
い
人
た
ち
も
多
数
い
ま
し
た
。
感

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
程
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
十
年
た
っ
て
今
思
う
事
は
今
か
ら
三
年
前
に
平
沢
勝
幸
、
阿

部
義
夫
、
私
と
三
人
で
震
災
で
あ
き
家
に
な
っ
た
星
野
忠
雄
宅
を
改
築

し
て
そ
ば
屋
里
山
食
堂
を
は
じ
め
た
事
で
す
。
週
末
し
か
営
業
出
来
な

か
っ
た
け
ど
多
数
の
人
達
が
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や
チ
ラ
シ

を
見
て
き
た
と
小
千
谷
、

三
条
、
新
潟
な
ど
遠
方

か
ら
も
場
所
が
わ
か
ら

ず
や
っ
と
着
い
た
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
震
災
か
ら
大

き
く
変
っ
た
出
来
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
峠
　

	

富　
　

蔵	

星　

野　

広　

吉

十
年
振
り
か
え
っ
て

　
あ
の
大
き
な
地
震
か
ら
十
年
目
、
長
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
。
今
ま
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で
経
験
し
た
事
の
な

か
っ
た
大
き
な
揺
れ

だ
っ
た
。
あ
の
日
ま

で
ま
さ
か
こ
こ
川
口

に
大
き
な
地
震
が
起

き
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
。
当
時

八
十
四
才
、
多
少
元

気
が
あ
っ
た
。 

多
少
の
養
鯉
業
わ
ず
か
ば
か
り
の
畑
そ
れ
が
一
変
し
た
。

　
遠
い
親
戚
よ
り
も
近
く
の
他
人
と
い
わ
れ
る
が
、
村
の
人
木
沢
の
人

に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
震
か
ら
十
年
た
ち
ま
す
が
今
年
の
関
東
甲
信
の
大
雪
、
又
三
年
前

の
東
日
本
大
震
災
大
変
な
被
害
で
あ
っ
た
。
毎
日
日
本
の
何
処
か
で
大

雨
や
、
異
常
気
象
が
さ
け
ば
れ
る
な
か
今
ま
で
こ
ん
な
事
が
起
き
た
事

は
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
や
っ

て
来
る
、
暑
さ
も
喉
元
過
ぎ
れ
ば
忘
れ
る
と
い
う
事
の
な
い
よ
う
日
々

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
越
地
震
か
ら
十
年
身
体
も
心
も
弱
く
な
っ
た
。 

今
年
で
九
十
四

才
、
内
の
バ
サ
（
家
内
）
も
九
十
二
才
、
二
人
揃
っ
て
よ
う
長
生
き
し

た
も
の
だ
。
だ
が
二
人
と
も
や
っ
と
歩
い
て
い
る
。
足
が
痛
い
腰
が
痛

い
な
ど
毎
日
何
処
か
痛
い
と
い
っ
て
い
る
。
で
も
こ
こ
数
年
前
ま
で
は

わ
ず
か
ば
か
り
の
畑
で
と
れ
る
野
菜
を
作
る
の
が
楽
し
み
で
も
あ
っ

た
。
今
は
子
供
の
世
話
位
な
り
食
べ
る
の
が
専
門
。
歳
の
わ
り
に
は
二

人
と
も
沢
山
食
べ
る
し
若
い
者
に
は
負
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
私
の
他
に

あ
と
兄
弟
三
人
い
る
が
三
人
と
も
夫
婦
健
在
で
あ
る
（
小
千
谷
、
山
古

志
、
そ
れ
と
横
浜
に
と
）。
し
か
し
皆
身
体
に
は
ガ
タ
が
き
て
い
る
よ

う
だ
。

　
と
こ
ろ
で
峠
集
落
も
三
軒
に
な
っ
ち
ま
っ
た
。
人
も
家
も
少
な
く
な

り
限
界
集
落
だ
。
で
も
故
郷
は
い
い
。
冬
大
雪
に
な
ら
な
け
れ
ば
天
国
、

春
の
山
菜
、
山
の
緑
そ
し
て
い
い
空
気
と
　
峠
バ
ン
サ
イ

　
木
沢
バ
ン
ザ
イ
だ
。

　
　
乱
筆
乱
文
お
許
し
下
さ
い
　
　
終
り

	

亀　
　

三	

星　

野　
　
　

勇

我
が
家
の
復
興

　
震
災
当
時
は
、
こ
の

先
ど
う
な
る
の
か
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
、
毎
日

毎
日
余
震
が
く
る
た
び

に
私
達
は
パ
ニ
ッ
ク
に

な
り
、
毎
日
毎
日
な
に

か
に
お
び
え
て
大
変
で

し
た
。
け
ど
、
一
歩
一

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
程
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
十
年
た
っ
て
今
思
う
事
は
今
か
ら
三
年
前
に
平
沢
勝
幸
、
阿

部
義
夫
、
私
と
三
人
で
震
災
で
あ
き
家
に
な
っ
た
星
野
忠
雄
宅
を
改
築

し
て
そ
ば
屋
里
山
食
堂
を
は
じ
め
た
事
で
す
。
週
末
し
か
営
業
出
来
な

か
っ
た
け
ど
多
数
の
人
達
が
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
や
チ
ラ
シ

を
見
て
き
た
と
小
千
谷
、

三
条
、
新
潟
な
ど
遠
方

か
ら
も
場
所
が
わ
か
ら

ず
や
っ
と
着
い
た
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
震
災
か
ら
大

き
く
変
っ
た
出
来
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
峠
　

	

富　
　

蔵	

星　

野　

広　

吉

十
年
振
り
か
え
っ
て

　
あ
の
大
き
な
地
震
か
ら
十
年
目
、
長
い
よ
う
な
短
い
よ
う
な
。
今
ま
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歩
と
復
興
に
向
か
っ
て
行
く
ま
わ
り
の
姿
を
見
て
ま
た
は
げ
ま
さ
れ
ま

し
た
。

　
私
達
は
十
年
た
っ
た
今
、
ま
だ
あ
の
日
の
事
は
忘
れ
る
事
は
で
き
な

い
け
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
か
今
は
普
通
の
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
の
姿
を
見
る
た
び
に
明
る
く
な
っ
た
な

あ
と
思
う
毎
日
で
す
。

	

権　
　

平	

星　

野　

寅　

吉

ふ
り
返
っ
て
！

　
も
う
十
年
、
ま
だ
十
年
と
そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。
あ
の
時
、「
地
震
」

は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
家
は
つ
ぶ
れ
て
、
住
め
る
状
態
で
は
な
く
、
小
屋
に
ふ
と
ん
を
運
び
、

ナ
ベ
、
カ
マ
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
の
か
た
が
っ
た

家
か
ら
、
よ
く
い
ろ
い

ろ
運
ん
だ
も
の
と
感
心

し
ま
す
。

　
今
で
も
こ
の
小
屋
に

住
ん
で
い
る
の
が
不
思

議
で
す
。

　
ふ
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
じ
い
さ
ん
が
元
気
で
、
何
も
か
も
や
っ
て
く

れ
る
（
？
）
お
か
げ
か
ナ
「
フ
フ
」

　
こ
の
土
地
が
、
一
番
お
ち
つ
き
ま
す
。

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
こ
こ
に
帰
っ
て
く
る
と

　
　「
ホ
ッ
」
と
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

　
　
　
こ
こ
に
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
…

　
　
　
　
　
七
十
代
の
じ
い
さ
ん
と
ば
あ
さ
ん
で
す

　
　
木
沢
を
離
れ
た
方
　

	

小　
　

山	

星　

野　

キ　

ヨ
（
東
川
口
在
住
）

あ
の
お
っ
か
な
い
地
震
か
ら
十
年

　
日
も
暮
れ
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
玄
関
の
所
で
、
今
年
取
れ
た

里
芋
を
か
た
づ
け
て
い
ま
し
た
。
さ
あ
て
と
戸
締
り
で
も
し
て
、
風
呂

に
で
も
入
ろ
う
か
な
と
思
っ
た
時
に
突
然
「
ガ
ラ
ガ
ラ
、
バ
ー
ン
」
と

壁
は
く
ず
れ
、
玄
関
の
戸
は
外
に
ふ
っ
と
び
ま
し
た
。
幸
い
に
も
戸
が

開
い
て
く
れ
た
の
で
無
我
夢
中
で
外
に
出
ま
し
た
。

　「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
だ
け
」
と
真
っ
先
に
長
左
エ
門
の
長
男
総

一
郎
さ
ん
が
、
声
を
か
け
な
が
ら
私
の
家
の
方
に
か
け
寄
っ
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。
一
人
暮
し
を
し
て
い
る
私
の
身
を
案
じ
て
長
左
エ
門
の
長
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男
親
子
が
来
て
く
れ
た
時
は
、
と
て
も
心
強
い
も
の
で
し
た
。
私
の
顔

を
見
て
額
か
ら
血
は
出
て
い
る
し
、
顔
も
紫
色
に
は
れ
て
い
る
し
、
ひ

ど
く
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
集
落
セ
ン
タ
ー
に
行
こ
う

と
い
う
事
に
な
り
、
長
左
エ
門
の
か
あ
ち
ゃ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
集
落

セ
ン
タ
ー
ま
で
坂
道
を
上
っ
て
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
集
落
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
ま
た
す
ご
い
地
震
が
襲
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ
も
あ
ぶ
な
い
外
に
出
よ
う
。
そ
れ
か
ら
二
日
間
は
集

落
セ
ン
タ
ー
の
前
で
野
宿
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
逃
げ
て
き
た
の
で
布

団
を
貸
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
近
所
の
方
の
親
切
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
も
の
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
雪
が
降
る
前
ま
で
の
間
、
廃
校
に
な
っ
た
木
沢
小
学
校
で

避
難
生
活
が
始
ま
り
、
余
震
が
続
く
な
か
、
集
落
の
人
達
に
は
げ
ま
さ

れ
な
が
ら
、
全
国
の
方
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
な
ら
が
、
仮
設
住
宅
生

活
を
木
沢
で
二
年
、
西
川
口
に
降
り
て
一
年
続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
の
川
口
の
市
営
住
宅
に
落
ち
着
き
、
春
か
ら
秋
ま
で
は

野
菜
作
り
を
、
黄
色
い
バ
ス
に
乗
り
な
が
ら
今
は
も
う
な
い
木
沢
の
自

宅
跡
に
通
っ
て
い
ま
す
。
体
が
動
く
か
ぎ
り
は
木
沢
の
人
達
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
今
の
生
活
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
今
の
生
活
が
出
来
る
の
も
、
集
落
の
方
、
全
国
の
方
に
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

	

砲　
　

平	

星　

野　

邦　

子
（
富
山
県
永
見
町
在
住
）

　
地
震
の
時
、
長
男
の
嫁
の
お
腹
に
い
た
孫
が
小
学
三
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
十
年
は
ず
っ
と
先
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
に
、
も
う
十
年
過

ぎ
た
の
で
す
ね
。

　
各
地
の
災
害
を
目
に
す
る
と
、
自
分
達
の
あ
の
時
の
事
が
、
昨
日
の

よ
う
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。〝
絶
望
し
な
い
で
頑
張
っ
て
〟
と
思

い
ま
す
。

　
木
沢
を
離
れ
て
木
沢
の
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
一
年
に
一
・
二
回
墓
参

り
や
、
兄
弟
・
姉
妹
に
逢
い
に
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
春
は
山
菜
、

秋
は
紅
葉
と
長
い
ス
ス
キ
の
穂
が
、
す
が
す
が
し
い
空
気
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
皆
さ
ん
が
、
会
え
ば
以
前
と
変
ら
な

い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
事
で
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
畑
の
作
物
や
お
米
の
美
味
し
さ
は
、
こ
ち
ら
と
比
べ
も
の
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
私
達
も
畑
を
借
り
て
芋
類
や
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、少
し
づ
つ
作
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
カ
ラ
ス
、
む
じ
な
、
う
さ
ぎ
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
、
全
て
網
で
囲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
ス
イ

カ
、
メ
ロ
ン
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、
お
い
し
い
も
の
は
作
れ
ま
せ
ん
。

木
沢
の
カ
ラ
ス
や
獣
よ
り
、
少
し
ど
う
猛
な
よ
う
で
す
。

　
私
達
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
車
で
五
分
も
走
れ
ば
海
で
す
。
こ
ち
ら

の
良
い
所
は
、
朝
取
れ
の
新
鮮
な
魚
を
食
べ
ら
れ
る
事
で
す
。
今
は
、

ト
ビ
ウ
オ
、
小
ア
ジ
な
ど
の
魚
で
季
節
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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私
も
夫
も
、
仕
事
や
職
場
の
仲
間
に
恵
ま
れ
、
毎
日
張
り
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
言
葉
（
方
言
）
で
不
自
由
し
た
母
も
今
は
週
二
回

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
い
楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
て
来
ま
す
。
孫
の
め
ん

ど
う
を
み
る
つ
も
り
で
来
た
の
に
、
孫
に
い
や
さ
れ
、
生
き
が
い
と
な

り
、
心
の
さ
さ
え
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
孫
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
時

間
を
与
え
て
も
ら
え
た
ん
だ
と
前
向
き
に
考
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
前
を

見
つ
め
て
生
き
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

常葉大学学生の皆さんから聞き取りにご協力いただきました。
大変ありがとうございました。
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宮
　
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
す
。
今

日
は
、
復
興
記
念
誌
に
載
せ
る
復

興
車
座
談
議
で
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
集
落
の

復
興
と
未
来
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
、

震
災
か
ら
今
ま
で
の
十
年
間
を
振

り
返
り
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
つ

ら
か
っ
た
こ
と
、
良
か
っ
た
こ
と
、

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、
震
災

当
時
や
震
災
前
と
変
わ
っ
た
な
と

い
う
こ
と
を
伺
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
木
沢
・
峠
集
落

が
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て
行
っ
て

ほ
し
い
か
お
話
い
た
だ
き
、
最
後

に
、
十
年
後
の
木
沢
・
峠
集
落
へ

向
け
て
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
中
の
方
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

宮
　
最
初
に
震
災
か
ら
今
ま
で
十

年
間
の
振
り
返
り
と
い
う
こ
と
で
。

ど
う
で
す
か
、
年
の
功
で
九
六
歳

の
福
太
郎
さ
ん
。

福
　
良
く
な
っ
た
こ
と
っ
て
い
え

ば
な
ん
だ
ろ
う
ね
ぇ
。
改
め
て
ば

か
げ
て
良
く
な
っ
た
な
ん
て
事
は

ね
ぇ
ど
も
。

宮
　
福
太
郎
さ
ん
は
米
を
や
め
よ

う
と
思
わ
な
か
っ
た
で
す
か
。

福
　
米
な
ん
て
や
め
よ
う
と
思
わ

ん
こ
っ
て
。
や
め
れ
ば
食
っ
て
い

が
ん
ね
が
。

宮
　
今
も
米
や
め
よ
う
と
思
わ
な

い
で
す
か
。
そ
ろ
そ
ろ
年
だ
し
。

福
　
ま
ぁ
ま
ぁ
生
き
て
い
る
う
ち

は
な
。

宮
　
生
き
て
い
る
う
ち
。
じ
ゃ
ぁ
、

あ
と
五
十
年
く
ら
い
は
。

福
　
そ
う
そ
う
そ
う
。

正
　
い
や
ぁ
赤
字
で
も
な
ん
で
も

働
け
る
う
ち
は
や
ら
ね
ば
。
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
赤
字
な
ん
だ
け
ど
動

い
て
い
る
方
が
健
康
に
な
る
し
。

宮
　
十
年
間
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
と
か
、
ど
う
で
す
か
文
江

さ
ん
。

文
　
う
ち
瓦
屋
根
が
直
っ
た
の
は

震
災
か
ら
実
に
二
年
後
で
し
た
。

宮
　
そ
れ
ま
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
か

な
ん
か
張
っ
て
た
ん
で
す
か
。

文
　
直
後
に
、
床
下
に
あ
っ
た

余
っ
た
瓦
を
入
れ
て
、
と
り
あ
え

ず
雨
が
漏
ら
な
い
よ
う
に
し
て
。

そ
れ
で
も
う
漏
ら
な
か
っ
た
の
で
、

業
者
か
ら
す
ぐ
に
来
て
も
ら
え
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
。

宮
　
今
日
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
は

ほ
ぼ
、
お
家
が
被
害
に
あ
わ
れ
て

い
る
方
々
な
ん
で
す
か
ね
。

文
　
何
に
も
被
害
が
無
か
っ
た
っ

て
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

あ
と
、
田
ん
ぼ
、
一
割
か
二
割
負

担
で
直
し
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、

参
加
者
：
星
野
福
太
郎
＝
福

　
　
　
　
　
星 
野 
正 

良
＝
正

　
　
　
　
　
星
野
総
一
郎
＝
総

　
　
　
　
　
星 

野 

　 
勇
＝
勇

　
　
　
　
　
星 

野 

　 

誠
＝
誠

　
　
　
　
　
星 

野 

文 

江
＝
文

　
　
　
　
　
間 

野 

光 

晴
＝
間

司
会
進
行
：
宮 

本 

　 

匠

平
成
26
年
８
月
９
日

よ
ろ
み
会
館

復
興
車
座
談
議
　

老人クラブ代表
星野福太郎

フレンドシップ木沢
震災復興記念誌

制作部会長
星 野 正 良

フレンドシップ木沢
会長

星野総一郎
峠総代

星 野 　 勇

女性代表
星 野 文 江

若者代表
星 野 　 誠

進　行
宮 本 　 匠
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多
分
自
力
復
旧
な
ら
ほ
と
ん
ど
の

人
が
や
め
て
た
と
思
い
ま
す
よ
。

確
か
に
田
ん
ぼ
は
生
き
が
い
な
ん

で
す
け
ど
、
収
入
、
利
益
が
上
が

ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
中

の
方
の
お
世
話
に
な
っ
て
あ
り
が

た
か
っ
た
な
ぁ
っ
て
。
あ
と
、
地

震
前
は
知
ら
な
か
っ
た
人
が
今

通
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

そ
れ
は
木
沢
に
と
っ
て
い
ろ
ん
な

意
味
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
る
と
思

い
ま
す
。

宮
　
や
っ
ぱ
り
福
太
郎
さ
ん
み
た

い
な
人
が
い
る
と
、
ま
た
行
き
た

い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
も
ん
ね
。

文
　
そ
う
で
す
よ
ね
。

福
　
お
れ
地
震
の
時
は
あ
れ
だ
っ

た
い
や
。
家
が
お
っ
壊
れ
て
へ
ぇ

ど
う
に
も
こ
う
に
も
な
ら
ん
で
。

ぼ
っ
こ
さ
ん
き
ゃ
な
ら
ん
こ
と
に

な
っ
て
が
、
銭
が
い
ら
ん
で
町
が

み
ん
な
片
づ
け
て
く
れ
た
で
、
あ

れ
良
か
っ
た
っ
た
な
。
あ
れ
み
ん

な
個
人
が
負
担
な
ん
て
言
う
と
大

変
だ
っ
た
ん
が
。

宮
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な

再
建
に
あ
た
る
支
援
が
良
か
っ
た

で
す
よ
ね
。

文
　
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
よ
ね
。

自
分
た
ち
見
捨
て
ら
れ
て
な
い
ん

だ
な
と
。
本
当
に
。

宮
　
お
金
だ
け
で
な
く
て
。
見
捨

て
ら
れ
て
い
な
い
っ
て
い
う
。
ん

ん
、
な
る
ほ
ど
。

塩
谷
集
落
を
見
て
、

道
の
自
力
復
旧
を
決
断

正
　
ま
ぁ
、
十
年
振
返
っ
て
地
震

か
ら
忙
し
か
っ
た
よ
の
。

総
　
何
が
つ
ら
い
と
か
な
ん
か
、

そ
う
い
う
の
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
よ
。

宮
　
忙
し
か
っ
た
で
す
か
。

総
　
考
え
て
る
暇
な
か
っ
た
。

正
　
い
や
ぁ
そ
れ
が
あ
っ
た
ん
だ

ん
が
、
割
と
悩
ま
ん
で
き
た
ん
だ

ね
ぇ
か
。

文
　
忙
し
い
と
ほ
ら
、
考
え
て
い

る
時
間
が
な
い
か
ら
。

総
　
地
震
の
次
の
日
だ
っ
け
。
道

の
修
理
と
り
か
か
っ
た
の
。

文
　
三
日
目
だ
よ
ね
。
二
日
目
に

ど
う
す
る
っ
て
。
塩
谷
の
人
が
次

の
日
に
ヘ
リ
で
移
送
さ
れ
る
の
見

て
、
木
沢
の
人
も
こ
の
ま
ま
で
い

た
ら
同
じ
状
態
に
な
る
っ
て
。
で
、

「
道
が
ど
っ
け
な
っ
て
る
か
見
て

こ
い
や
っ
」
て
言
わ
れ
て
、
孝
さ

ん
と
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
「
こ
こ

は
こ
う
し
て
直
そ
う
か
ね
っ
」
て

言
い
な
が
ら
武
道
窪
の
方
ま
で
。

夏
に
雨
が
降
っ
て
復
旧
工
事
の
途

中
だ
っ
た
か
ら
、
木
沢
の
山
に
重

機
が
い
て
、
そ
れ
を
使
わ
せ
て
も

ら
っ
た
て
。

誠
　
そ
う
、
道
が
崩
れ
て
る
分
運

び
出
せ
な
い
か
ら
、
結
局
使
っ
て

く
れ
っ
て
こ
と
に
な
る
か
ら
さ
。

総
　
そ
の
お
か
げ
で
忙
し
か
っ
て
、

悩
む
時
間
と
か
無
か
っ
た
か
ら
さ
。

文
　
三
日
目
の
日
か
ら
、
男
の

人
は
毎
日
朝
ご
飯
食
べ
て
か
ら
、

「
さ
ぁ
道
普
請
行
こ
う
」っ
て
言
っ

て
、
皆
が
さ
ー
っ
と
出
て
っ
た
の

が
、
私
す
ご
い
印
象
的
で
。

正
　
ど
う
せ
あ
そ
こ
で
避
難
し
て

て
も
、
仕
事
は
な
い
か
ら
暇
だ
か

ら
さ
。

総
　
そ
れ
で
や
る
こ
と
は
ね
ぇ
し
。

誠
　
物
資
も
来
な
い
か
ら
、
だ
っ

た
ら
自
分
た
ち
で
作
っ
て
、
と
り

あ
え
ず
車
が
一
台
通
れ
る
よ
う
に

し
よ
う
っ
て
。

宮
　
あ
れ
っ
て
道
と
お
っ
て
な

か
っ
た
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
状
況
違
い

ま
す
よ
ね
。

文
　
あ
の
道
作
ら
な
か
っ
た
ら
、

本
当
に
塩
谷
と
同
じ
。
あ
の
道
が

で
き
た
次
の
朝
、
も
う
自
衛
隊
の

ご
飯
が
来
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
よ

ね
。
お
米
が
い
っ
ぱ
い
要
っ
て
、

み
ん
な
の
家
か
ら
出
て
く
る
っ
て

い
っ
て
も
、
一
年
中
の
お
米
以
外

に
そ
ん
な
ど
こ
の
家
も
残
し
て
お

か
な
い
で
す
よ
ね
。「
今
度
誰
が

お
米
出
す
ん
だ
」
っ
て
言
っ
て
た

と
こ
ろ
に
自
衛
隊
の
お
米
が
来
た

か
ら
、
す
っ
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。

福
　
井
戸
水
が
み
ん
な
絶
え
た
ん
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だ
ん
が
、
で
も
最
初
、
十
二
ノ
脇

が
三
日
く
ら
い
出
て
た
ん
が
な
。

文
　
徳
助
の
水
も
こ
ん
な
、
き
っ

た
な
い
色
だ
っ
た
け
ど
生
で
飲
ま

な
き
ゃ
大
丈
夫
だ
か
ら
っ
て
言
っ

て
、
ご
飯
を
た
い
た
り
、
洗
い
物

し
た
り
し
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
れ

は
そ
れ
で
良
か
っ
た
な
っ
て
す
っ

ご
く
思
う
け
ど
。

宮
　
体
育
館
に
は
ど
れ
く
ら
い
居

て
は
っ
た
ん
で
す
か
。

福
　
あ
れ
一
か
月
く
ら
い
。
四
日

目
か
ら
入
っ
た
ん
だ
よ
の
。

文
　
仮
設
住
宅
が
一
か
月
半
後
く

ら
い
に
で
き
た
。

宮
　
家
を
直
す
ま
で
の
間
は
み
な

さ
ん
、
ど
な
い
し
て
は
っ
た
ん
で

す
か
。

正
　
だ
い
た
い
翌
年
か
ら
、
直
す

の
は
。

文
　
直
さ
な
い
で
住
ん
で
た
、
結

局
。

誠
　
補
強
は
し
て
、
何
と
か
住
め

る
よ
う
に
し
て
。

正
　
木
沢
の
人
は
こ
こ
だ
ん
が
、

良
か
っ
た
ん
だ
よ
の
。
こ
こ
だ
か

ら
す
ぐ
雪
堀
で
き
た
ど
も
。
塩
谷

全
部
出
ち
ゃ
た
ん
だ
ん
が
。

福
　
本
当
に
ダ
メ
ん
な
っ
た
家
っ

て
、
そ
っ
げ
ど
う
ど
な
か
っ
た
よ

の
。

宮
　
そ
う
で
す
か
。
み
な
さ
ん
な

ん
だ
か
ん
だ
離
れ
ず
に
い
れ
っ
た

い
う
の
は
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

福
　
で
も
集
落
の
人
ま
と
ま
っ
て

い
ら
れ
た
ん
は
良
か
っ
た
ん
さ
。

あ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
け
、
な

じ
ょ
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
ん
か
っ

た
が
ね
。

地
震
で
集
落
が
変
わ
っ
た

正
　
地
震
が
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ

て
た
か
。
今
い
ろ
ん
な
人
と
こ
う

付
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、

外
人
さ
ん
か
ら
、
教
授
か
ら
大
学

生
か
ら
、
自
信
が
つ
い
て
の
。

文
　
そ
う
そ
う
そ
う
。
多
分
（
地

震
が
）
な
か
っ
た
ら
、
そ
う
い
う

人
た
ち
が
木
沢
に
来
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

宮
　
い
や
ど
う
な
ん
で
す
か
。
僕

が
大
学
生
で
来
始
め
た
最
初
、
大

阪
の
言
葉
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

う
い
う
よ
そ
も
ん
が
や
っ
て
き
て
、

あ
い
つ
ら
な
に
し
て
ん
ね
ん
っ
て

思
わ
な
か
っ
た
で
す
か
。

文
　
あ
の
ね
。
一
緒
に
急
に
み
ん

な
で
暮
ら
す
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

そ
う
す
る
と
悪
い
と
こ
ろ
が
目
立

つ
っ
て
い
う
か
。
だ
け
ど
他
人
が

入
っ
て
く
る
と
冷
静
に
な
れ
て
嬉

し
か
っ
た
。
だ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
が
来
て
仕
事
を
手
伝
っ
て

も
ら
う
と
い
う
よ
り
も
空
気
が
ね
、

す
ご
く
有
難
か
っ
た
で
す
。
は
い
。

福
　
あ
れ
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
た

と
き
は
よ
か
っ
た
い
や
。
ト
イ
レ
。

宮
　
ト
イ
レ
。
狛
江
市
か
ら
き
た
。

福
　
女
の
人
が
そ
、
か
わ
い
そ
う

だ
っ
た
。
あ
れ
い
っ
か
く
ら
い
も

い
て
か
ら
来
た
？
　
割
合
早
く

た
っ
た
か
。

文
　
次
の
日
。
だ
っ
て
、
土
曜
日

の
日
地
震
が
あ
っ
て
、
日
曜
日
役

場
に
狛
江
市
か
ら
仮
設
ト
イ
レ
が

届
い
て
っ
た
言
っ
て
ま
し
た
も
ん
。

宮
　（
牛
ケ
首
の
）
道
路
が
落
ち

た
と
こ
ろ
、
こ
う
や
っ
て
ト
イ
レ

運
ん
で
る
写
真
あ
り
ま
し
た
。

総
　
早
く
て
び
っ
く
り
し
た
。

福
　
や
っ
と
人
間
が
渡
る
ぐ
ら
い

だ
っ
た
ん
だ
ね
、
あ
こ
。

正
　
町
政
と
か
の
悪
口
い
う
け
ど
、

あ
あ
い
う
震
災
の
は
早
か
っ
た
よ

の
。
道
路
も
早
か
っ
た
し
、
田
ん

ぼ
や
農
地
も
割
合
早
か
っ
た
こ
っ

つ
ぉ
。
あ
れ
が
、
一
年
も
ほ
っ
た

ら
か
し
な
ら
木
沢
の
人
み
ん
な
出

た
こ
て
や
。

宮
　
よ
う
直
り
ま
し
た
よ
ね
。

正
　
あ
れ
だ
こ
っ
て
や
の
、
み
ん

な
移
転
な
ん
か
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な

る
が
そ
れ
で
も
残
っ
た
ん
だ
ん
が
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さ
ぁ
。
お
ら
も
行
き
場
所
も
ね
ぇ

し
、
金
も
ね
ぇ
け
ど
さ
。

宮
　
あ
の
幸
一
さ
ん
も
こ
の
前
の

聞
き
取
り
で
、
な
ん
で
幸
一
さ
ん

木
沢
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
か
っ

て
聞
か
れ
て
、
い
や
金
が
あ
れ
ば

す
ぐ
に
で
も
出
た
い
と
か
、
台
無

し
に
す
る
話
し
て
ま
し
た
よ
。

正
　
い
や
で
も
ほ
ら
、
離
れ
た
く

な
い
人
も
離
れ
た
。
こ
の
間
、
砲

平
の
邦
子
さ
ん
が
電
話
で
そ
う

い
っ
た
ん
だ
け
ど
そ
。

宮
　
村
が
な
く
な
る
か
も
み
た
い

な
。

正
　
未
だ
に
お
ふ
く
ろ
も
見
て
る
。

あ
、
こ
の
家
ま
だ
電
気
つ
か
ん
と

か
さ
、
な
し
て
暗
く
し
て
る
ん
だ

ろ
う
か
と
か
さ
。

文
　
で
も
木
沢
の
人
っ
て
そ
う

や
っ
て
ほ
ら
、
な
に
げ
に
よ
そ
の

家
の
こ
と
見
て
、
三
日
も
電
気
つ

か
な
か
っ
た
ら
非
常
事
態
に
な
っ

て
る
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
て
っ
て
。

こ
れ
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
っ
て
思
い

ま
す
よ

宮
　
そ
う
思
い
ま
す
よ
。

文
　
た
と
え
急
に
病
気
で
亡
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
一
年
も
知
ら

な
い
で
い
ま
す
。
な
ん
て
こ
と
は

あ
り
え
な
い
か
ら
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
は
地
域
の
繋
が
り
っ
て
す
ご

い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

小
学
校
が
や
ま
ぼ
う
し
へ

宮
　
や
ま
ぼ
う
し
も
こ
の
十
年
で

大
き
い
変
化
で
す
よ
ね
。
あ
の
廃

校
に
な
っ
た
小
学
校
が
宿
泊
施
設

に
っ
て
の
は
、
想
像
し
て
た
ん
で

す
か
。

総
　
い
や
全
然
思
わ
な
か
っ
た
よ

ね
。

誠
　
す
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
の
は

あ
っ
た
け
ど
、
ま
さ
か
あ
ん
な
な

る
と
は
ね
。

宮
　
地
震
直
前
で
し
ょ
。
廃
校
に

な
っ
た
の
。

正
　
春
（
廃
校
）
し
て
、
秋
地
震
。

ち
ょ
う
ど
空
い
た
年
だ
っ
た
。
だ

か
ら
木
沢
の
人
は
運
が
良
か
っ
た

の
。

宮
　
そ
れ
こ
そ
直
後
は
避
難
で
き

た
し
、
今
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
き
は
集
ま
れ
る
し
。

総
　
学
校
や
っ
て
い
て
も
避
難
所

に
な
っ
た
ろ
う
け
ど
ね
。

宮
　
で
も
こ
ん
な
山
の
中
っ
て

言
っ
た
ら
あ
れ
で
す
け
ど
、
学
校

あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
だ
け
人
が

お
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
で
す
も
ん

ね
。

総
　
昔
は
ね
。

宮
　
こ
こ
に
学
校
が
な
い
と
あ
か

ん
く
ら
い
。

文
　
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
い
た

時
、
小
学
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

百
七
十
人
く
ら
い
。

子
供
の
声
が
す
る
集
落
に

宮
　
ち
ょ
っ
と
復
興
談
義
に
も
ど

り
ま
す
か
。
こ
れ
か
ら
の
木
沢
・

峠
集
落
。
ど
ん
な
集
落
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
ね
。

福
　
お
ら
み
て
ん
が
な
ん
か
、

へ
ぇ
先
が
ね
ぇ
が
な
ん
だ
ん
が
、

な
ん
の
あ
れ
も
ね
ぇ
ど
も
に
、
こ

れ
か
ら
家
が
減
っ
て
も
ら
っ
ち
ゃ

困
る
が
だ
ど
も
に
。

宮
　
い
や
一
番
先
が
あ
り
そ
う
。

正
　
あ
や
か
っ
て
の
。

宮
　
そ
ん
な
こ
と
言
い
だ
し
て
、

も
う
二
、三
十
年
た
っ
て
る
わ
け

で
し
ょ
。
お
ら
も
う
先
が
な
い
と

か
。「
先
が
な
い
詐
欺
」。

正
　
そ
の
う
ち
世
界
長
寿
で
一
位

く
ら
い
な
る
よ
。

宮
　
福
太
郎
さ
ん
、
な
ん
か
夢
と

か
な
い
ん
で
す
か
ね
。

福
　
ま
ぁ
あ
れ
だ
こ
っ
て
や
の
、

人
の
世
話
な
ら
ん
で
コ
ロ
ッ
と
死

ま
っ
て
ば
、
そ
れ
だ
け
さ
ね
ぇ

こ
っ
つ
ぉ
。

宮
　
朝
げ
起
き
て
み
た
ら
、
お
い

死
ん
で
た
い
や
ぁ
。
が
夢
。
ま
ぁ
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で
も
そ
れ
は
最
高
で
す
よ
ね
。

文
　
そ
れ
は
最
高
だ
と
思
う
。
多

分
み
な
さ
ん
の
夢
だ
と
思
い
ま
す

よ
。

宮
　
福
太
郎
さ
ん
が
い
な
く
な
れ

ば
大
シ
ョ
ッ
ク
で
す
よ
ね
。

福
　
そ
げ
っ
ご
た
ね
ぇ
。

宮
　
誠
さ
ん
、
ど
う
な
ん
で
す
か
、

一
番
若
手
と
し
て
。

誠
　
や
っ
ぱ
一
番
は
嫁
不
足
と
か

そ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
ね
。
嫁
来
て
、

子
ど
も
も
じ
ゃ
ね
ぇ
か
な
っ
て
思

う
け
ど
さ
。
来
た
い
っ
て
い
う
嫁

が
い
れ
ば
来
て
も
ら
っ
て
、
活
性

化
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ

ね
ぇ
か
っ
て
。

文
　
子
ど
も
の
声
が
あ
る
と
な
ん

か
未
来
が
あ
る
っ
て
い
う
か
、
活

性
化
と
し
て
る
っ
て
い
う
か
。

誠
　
そ
い
う
の
が
全
く
な
い
わ
け

じ
ゃ
ん
。
親
戚
の
子
が
き
て
騒
い

で
る
声
っ
て
の
し
か
聞
こ
え
な
い

か
ら
さ
。

正
　
あ
れ
何
島
だ
っ
け
、
ほ
ら
、

佐
渡
の
上
。

総
　
粟
島
か
。

正
　
あ
れ
有
名
だ
よ
ね
、
留
学
。

誠
　
県
外
か
ら
呼
ん
で
き
て
、
一

年
だ
か
二
年
住
ん
で
、
そ
し
て
卒

業
し
て
っ
て
い
う
。

宮
　
そ
う
い
う
の
も
あ
れ
で
す
よ

ね
、
木
沢
・
峠
に
子
ど
も
、
も
ち

ろ
ん
お
っ
た
ら
い
い
で
す
け
ど
、

同
時
に
留
学
系
と
か
イ
ン
タ
ー
ン

生
と
か
そ
う
い
っ
た
形
で
も
ね
。

正
　
あ
そ
こ
も
ほ
ら
、
泊
め
る
と

こ
ろ
が
ね
、
寄
宿
舎
あ
る
ん
だ
ろ

う
け
ど
。
今
回
（
十
日
町
市
）
池

谷
も
ね
始
ま
っ
て
る
し
。
積
極
的

だ
か
ら
さ
。

宮
　
木
沢
も
ね
、
使
え
る
空
き
家

が
あ
っ
た
ら
ね
。

正
　
木
沢
は
使
え
る
空
き
家
は

ね
ぇ
ん
だ
が
、
空
き
部
屋
は
あ
る

ん
だ
ん
が
ど
う
ぞ
っ
て
。

宮
　
そ
れ
め
っ
ち
ゃ
い
い
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。「
空

き
家
は
ね
ぇ
け
ど
空
き
部
屋
あ
り

ま
す
！
」

正
　
そ
れ
多
分
、
上
手
く
い
け
ば

定
住
に
な
る
。
空
き
部
屋
で
一
年

間
住
ん
で
、
親
し
く
な
っ
て
住
も

う
か
な
っ
て
い
う
。

宮
　
木
沢
空
き
部
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
ち
ゃ
ん
と
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
い
よ
。

正
　
イ
ン
タ
ー
ン
生
み
た
い
に
一

年
間
対
面
し
て
。

宮
　
イ
イ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

間
　
や
っ
ぱ
り
あ
れ
だ
よ
の
、
木

沢
の
や
ま
ぼ
う
し
を
ね
、
ず
っ
と

集
落
の
人
が
管
理
で
き
る
よ
う
で

あ
れ
ば
い
い
よ
の
。
あ
そ
こ
に
外

か
ら
人
が
来
る
か
ら
。

正
　
そ
う
、
や
ま
ぼ
う
し
さ
え
残

れ
ば
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
も

ま
た
後
継
ぎ
と
か
の
問
題
が
さ
。

間
　
ま
ぁ
最
悪
木
沢
の
人
じ
ゃ
な

く
て
も
、
ず
っ
と
あ
あ
い
う
形
で

つ
な
が
っ
て
い
け
ば
、
誰
か
が
来

る
と
思
う
け
ど
。

宮
　
木
沢
を
目
指
し
て
く
れ
る
方

た
ち
が
い
ま
す
も
ん
ね
。
あ
れ
が

あ
る
お
か
げ
で
。

正
　
ま
ぁ
八
月
は
ね
。
今
満
タ
ン

に
入
っ
て
、
今
日
も
お
客
さ
ん

入
っ
て
い
る
し
。

宮
　
ち
ょ
っ
と
し
た
収
入
に
な
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
し
。
例

え
ば
あ
あ
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
戻
っ
て
み
よ
う
か
な
っ

て
い
う
せ
が
れ
さ
ん
と
か
ね
。

間
　
あ
と
一
番
は
あ
れ
だ
よ
の
。

大
学
。
大
学
生
の
み
な
さ
ん
が

い
っ
ぱ
い
来
た
っ
て
い
う
の
が
大

き
な
。

宮
　
ま
ぁ
ね
、
そ
の
人
た
ち
が
ま

だ
通
っ
て
る
っ
て
い
う
の
す
ご
い

で
す
よ
ね
。

間
　
つ
な
が
っ
て
る
。

正
　
今
日
の
（
常
葉
）
大
学
と
か

だ
っ
た
て
毎
年
先
生
が
連
れ
て
き

て
る
し
。

宮
　
昔
来
て
い
っ
た
奴
ら
が
ど
ん

ど
ん
家
族
が
増
え
て
い
っ
て
。

正
　
昔
子
供
が
い
っ
ぱ
い
い
た
こ

ろ
は
の
ぅ
、
学
校
が
な
く
な
る
な

ん
て
の
は
夢
に
も
思
わ
ん
か
っ
た

の
。

福
　
お
ら
も
そ
う
だ
の
、
な
く
な

る
と
思
わ
ん
か
っ
た
の
。

総
　
全
国
的
に
今
は
少
子
化
。

宮
　
大
体
学
校
が
な
く
な
る
と

急
に
村
寂
れ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
こ
こ
の
場
合
違
う
形
で
あ
そ

こ
（
や
ま
ぼ
う
し
）
が
賑
や
か
に

な
っ
て
る
時
間
が
あ
る
っ
て
こ
と
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大
事
で
す
よ
ね
。

正
　
体
育
館
や
教
室
の
電
気
つ
い

て
る
と
、
一
つ
明
か
り
が
増
え
る

ん
だ
ん
が
い
い
よ
。

十
年
後
の
木
沢
・
峠
集
落
へ

宮
　
最
後
に
十
年
後
の
木
沢
峠
集

落
に
む
け
て
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

お
一
人
ず
つ
頂
こ
う
か
な
と
。
福

太
郎
さ
ん
百
六
歳
。
い
い
す
ね
。

十
年
前
と
唯
一
変
わ
っ
て
な
い
の

が
福
太
郎
さ
ん
。
他
の
み
な
さ
ん

ち
ょ
っ
と
年
取
っ
て
る
ん
で
す
け

ど
ね
。
こ
う
順
番
に
い
き
ま
し
ょ

う
。
ど
う
で
す
か
、
な
ん
か
一
言

で
い
い
ん
で
文
江
さ
ん
。

文
　
自
分
が
元
気
で
い
れ
ば
い
い

な
っ
て
。
み
な
さ
ん
が
元
気
で
い

な
き
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
け
ど
、
と

り
あ
え
ず
自
分
が
元
気
で
い
な

き
ゃ
だ
め
だ
と
。
元
気
で
百
姓
し

て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
　
超
い
い
言
葉
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
正
良
さ
ん
。

正
　
お
れ
も
だ
ん
だ
ん
年
取
っ
て
、

楽
し
た
い
が
ど
も
に
だ
ん
だ
ん
年

取
る
ね
。
総
一
郎
さ
ん
も
親
が
い

な
が
ら
一
人
で
頑
張
っ
て
る
ん
だ

ん
が
、
お
ら
も
一
人
だ
ど
も
に
何

と
か
頑
張
ば
っ
て
く
こ
っ
つ
ぉ
。

宮
　
総
一
郎
さ
ん
。

総
　
ま
ぁ
そ
う
だ
ね
、
木
沢
も
峠

も
軒
数
が
少
な
く
な
っ
て
も
何
と

か
生
き
て
い
け
る
ろ
う
か
ら
、
頑

張
っ
て
暮
ら
し
て
ほ
し
い
。

宮
　
誠
さ
ん
、
い
か
が
で
す
か
。

誠
　
ま
ぁ
ね
、
総
一
郎
さ
ん
も

言
っ
た
け
ど
、
軒
数
が
減
っ
て
る

と
は
思
う
ん
だ
け
ど
も
、
残
っ
て

る
人
た
ち
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い

け
れ
ば
い
い
か
な
と
。
そ
れ
で
ね
、

嫁
が
き
て
子
供
が
で
き
て
、
多
少

で
も
増
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
か
な

と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。
お
れ
も

実
際
ま
た
出
る
か
も
し
ん
ね
。
で

も
い
た
ら
ね
、
な
ん
と
か
嫁
連
れ

て
き
て
、
活
性
化
に
は
貢
献
し
た

い
な
と
思
っ
て
る
け
ど
ね
。

宮
　
勇
さ
ん
。

勇
　
十
年
後
、
峠
は
お
ら
っ
ち
ば

か
に
な
る
か
わ
か
ら
ん
け
ど
。
隣

に
木
沢
も
塩
谷
も
で
っ
け
ぇ
集
落

が
あ
る
ん
だ
ん
が
、
ま
ぁ
峠
は
そ

の
真
ん
中
だ
ど
も
に
、
木
沢
が
な

く
な
っ
て
も
峠
が
あ
る
よ
う
に
、

頑
張
ろ
う
か
と
思
っ
て
。

正
　
そ
う
だ
よ
の
、
木
沢
が
先
だ
。

宮
　
油
断
し
て
た
ら
。
木
沢
が
な

く
な
っ
て
も
峠
が
ね
。

誠
　
一
番
若
手
が
い
る
ん
だ
、
娘

が
。

宮
　
現
実
的
で
す
よ
ね
。
最
後
、

福
太
郎
さ
ん
。

福
　
十
年
後
に
な
れ
ば
家
の
数
は

ま
ぁ
多
少
減
る
ど
も
、
こ
こ
に
い

た
人
は
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
、
長

生
き
し
て
裕
福
な
暮
ら
し
た
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
っ
つ
ぉ
。

宮
　
あ
り
が
た
い
言
葉
を
頂
戴
し

て
。

間
　
宮
本
さ
ん
最
後
に
。

宮
　
じ
ゃ
僕
も
十
年
後
の
木
沢
へ
。

人
間
寿
命
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
亡

く
な
ら
れ
る
方
も
前
の
日
の
夜
ま

で
は
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
や
っ

て
、
こ
の
地
域
で
楽
し
ん
で
朝
起

き
て
た
ら
、
お
い
、
死
ん
で
た
い

や
と
な
る
よ
う
に
。
そ
し
て
元
気

な
方
は
変
わ
ら
ず
。
木
沢
・
峠
も

当
然
変
わ
っ
て
る
部
分
も
あ
る
ん

で
す
け
ど
、
良
い
と
こ
ろ
が
変
わ

ら
な
い
で
い
て
く
れ
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
し
。
十
年
後
も
僕
も

元
気
で
ま
た
こ
こ
に
や
っ
て
来
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

総
　
今
度
は
教
授
で
来
た
り
し
て
。

福
　
待
っ
て
る
こ
っ
つ
ぉ
。

誠
　
嫁
、
子
供
連
れ
て
こ
い
よ
。

福
　
へ
ぇ
ま
だ
結
婚
し
て
ね
ぇ
が
。

宮
　
し
て
ね
ぇ
っ
す
ね
。
十
年
後

は
、
じ
ゃ
期
待
し
て
て
く
だ
さ
い
。

今
日
は
長
時
間
に
な
り
ま
し
た
け

ど
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Message to Kizawa after 10 years

	

関
西
大
学　

教
授	

草
郷　

孝
好

　
木
沢
は
、
誰
も
が
幸
福
に
生
き
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
何
か
を
肌
で
感

じ
取
れ
る
特
別
な
場
所
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
木
沢
衆
の
幸
福
度
は
全
国
平

均
よ
り
も
高
く
、
幸
福
度
を
左
右
す

震
災
か
ら
十
年

こ
れ
か
ら
の
木
沢
・
峠
集
落

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

	
 

長
岡
技
術
科
学
大
学　

教
授	

上 

村 

靖 

司　

　
田
植
え
か
ら
一
ヶ
月
余
の
後
、稲
が
根
付
い
て
伸
び
始
め
た
頃
、

あ
え
て
水
を
止
め
て
水
田
を
干
す
。
水
を
求
め
て
稲
は
よ
り
地
中

深
く
根
を
伸
ば
す
。
茎
の
増
え
過
ぎ
も
防
げ
る
し
、
地
中
に
酸
素

も
供
給
さ
れ
る
。
稲
か
ら
み
れ
ば
、
地
面
が
ひ
び
割
れ
る
ほ
ど
に

干
さ
れ
る
の
だ
か
ら
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
死
ぬ
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
水
を
求
め
て
根
を
深
く
地
中
に
伸
ば
し
、
倒

伏
し
に
く
い
強
い
稲
と
な
る
。
生
命
は
「
困
難
」
を
乗
り
越
え
る

こ
と
で
よ
り
強
い
生
命
と
な
る
の
だ
。

　
人
の
一
生
で
一
度
や
二
度
の
困
難
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
ま
し

て
多
世
代
で
受
け
継
い
で
い
く
地
域
の
長
い
歴
史
で
は
、
幾
度
も

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
中
越
地
震
は
神
様
が

与
え
て
く
れ
た
「
困
難
」
だ
っ
た
。
困
難
に
向
き
合
い
、
乗
り
越

え
よ
う
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
き
た
十
年
で
あ
っ
た
。
見
た

目
に
は
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
間
違
い
な
く
根
張
り

は
良
く
な
り
、
茎
も
太
く
た
く
ま
し
く
な
っ
た
は
ず
だ
。
そ
し
て

し
っ
か
り
と
頭
を
垂
れ
る
金
色
の
稲
穂
を
実
ら
せ
る
だ
ろ
う
。
大

切
に
育
て
て
刈
り
取
っ
て
、
は
ざ
掛
け
し
て
天
日
干
し
し
よ
う
。

で
き
あ
が
っ
た
籾
は
次
の
世
代
の
種
籾
と
な
る
。
次
な
る
困
難
に

立
ち
向
か
い
、
乗
り
越
え
る
力
が
そ
の
遺
伝
子
に
刻
み
こ
ま
れ
て

い
る
は
ず
だ
。
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る
決
め
手
に
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
。
木
沢
で
は
、
全
国
調
査
で
は

最
下
位
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
」
が
「
健
康
、
経
済

力
、
家
族
」
と
同
様
に
上
位
に
並
ぶ
。
木
沢
流
の
幸
福
な
生
き
方

と
は
、
集
落
の
仲
間
や
集
落
を
訪
れ
る
人
々
を
大
切
に
す
る
こ
と

な
の
だ
。「
木
沢
は
都
会
と
は
違
う
か
ら
、
集
落
内
の
助
け
合
い

が
切
実
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
言
う
人
も
い
る
け
れ
ど
、
こ
の
結
果

は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
震
災
後
、
関
西
か
ら
た
く
さ
ん
の
学
生
が
木
沢
に
足
を
運

び
、
木
沢
か
ら
何
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
か
、
を
思
い
起
こ
す
と

見
え
て
く
る
。
彼
ら
、
彼
女
ら
は
、
積
雪
の
厳
し
い
冬
、
絶
景
の

越
後
三
山
と
い
う
雄
大
な
自
然
の
中
で
、
人
が
本
来
持
つ
暖
か
さ

や
困
難
に
立
ち
向
か
う
強
さ
を
、
木
沢
衆
か
ら
肌
で
感
じ
取
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
、
何
度
も
足
を
運
び
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
木

沢
を
忘
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
地
域
の
大
切
さ
を
木
沢
か
ら
気
づ
か

さ
れ
、
そ
の
関
わ
り
を
自
ら
ず
っ
と
育
て
て
い
き
た
い
と
感
じ
る

よ
う
に
な
る
か
ら
だ
と
思
う
。
木
沢
地
区
も
、
中
越
地
震
か
ら
十

年
の
間
、
よ
り
あ
い
っ
こ
、
や
ま
ぼ
う
し
、
手
打
ち
そ
ば
、
木
沢

焼
、
二
十
村
郷
の
絆
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
新
た
な
地
域
の
個
性

を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
木
沢
衆
の
生

き
方
と
木
沢
地
区
の
新
た
な
魅
力
で
多
く
の
訪
問
者
を
包
み
こ
ん

で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
私
も
一
人
の
木
沢
衆
の
友
と
し
て
の

お
つ
き
合
い
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
　

公
益
社
団
法
人　

中
越
防
災
安
全
推
進
機
構

	
	

阿
部　

巧
・
里
奈

　
木
沢
に
一
度
来
た
人
は
、
例
外
な

く
木
沢
を
大
好
き
に
な
っ
て
帰
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
地
域
な
か

な
か
な
い
で
す
よ
！
　
私
も
初
め

て
木
沢
に
足
を
運
ん
だ
震
災
一
周

年
の
震
央
探
索
ハ
イ
キ
ン
グ
以
来
、

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
木
沢
を
大
好
き
に
な
っ
た
人
が
い

つ
も
誰
か
来
て
い
る
の
で
、
私
も
木
沢
に
行
け
ば
、
色
ん
な
人
と

会
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
も
の
す
ご
く
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
木

沢
が
大
事
な
場
所
に
な
っ
た
十
年
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
木
沢
を
一
緒
に
楽
し
む
一
員
と
し
て
遊
び
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
（
巧
）

　
初
め
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
二
〇
一
二
年
の
二
十
村
郷

盆
踊
り
。
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
下
さ
り
、
そ
の
親
し
さ
と
明
る

さ
に
す
っ
か
り
木
沢
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
様
々

な
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い
出
深
い
の
は
盆
踊
り
の
太
鼓

で
す
。
熱
心
に
教
え
て
頂
き
、
川
口
ま
つ
り
や
木
沢
の
盆
踊
り
、

二
十
村
郷
盆
踊
り
で
叩
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
盆
踊
り
で
結
ば

れ
、
盆
踊
り
で
う
ん
と
強
く
な
っ
た
絆
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず

育
ま
せ
て
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。（
里
奈
）

57　10 年後の木沢へ



Message to Kizawa after 10 years
	　

　
　

京
都
大
学
防
災
研
究
所

	

特
定
研
究
員	

宮 

本 　

 

匠

　
木
沢
に
は
、
時
が
流
れ
て
変
わ
る

も
の
と
、
や
っ
ぱ
り
変
わ
ら
な
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
僕
も
そ
の
変
わ
ら
な
い
も

の
に
惹
か
れ
て
、
木
沢
に
ま
た
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の

お
か
げ
で
木
沢
で
過
ご
す
時
間
が
と
て
も
満
ち
足
り
た
も
の
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
春
の
土
の
匂
い
、
雪
解
け
水
の
音
、
新
緑
の
か
が
や
き
、

忙
し
く
動
き
回
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
と
ゆ
っ
た
り
動
く
押
し
車
、
そ
し
て

藤
の
花
と
桐
の
花
。
夏
の
道
路
の
照
り
返
し
と
対
照
的
に
涼
し
い
居

間
で
の
む
お
茶
、
夏
野
菜
、
盆
太
鼓
の
練
習
と
神
社
の
明
か
り
。
秋

の
黄
金
の
稲
穂
、残
暑
と
一
足
早
い
冬
の
風
、き
の
こ
ご
は
ん
、紅
葉
。

冬
の
銀
世
界
、
静
謐
、
ま
き
の
は
ぜ
る
音
、
ス
リ
ッ
パ
な
し
で
は
冷

た
い
学
校
の
床
。
そ
し
て
見
か
け
る
と
急
に
こ
こ
ろ
が
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
っ
て
、
く
だ
ら
な
い
冗
談
に
笑
っ
た
り
、
は
っ
と
さ
せ

ら
れ
る
言
葉
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
、
木
沢
の
○
○
さ
ん
（
字

数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
○
○
に
全
員
の
名
前
を
い
れ
て

く
だ
さ
い
！
）。
木
沢
に
出
会
え
た
縁
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

中
越
地
震
十
年
を
祈
念
し
て

	

兵
庫
県
西
宮
市	

飯 

干 

初 

子

　「
十
年
」
言
葉
で
は
長
く
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
現
実
に
は
も
う
十
年
が

来
た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
あ
の
忌
わ
し
い
阪
神

淡
路
大
震
災
で
私
自
身
が
心
も
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
脊
椎
の
損
傷
で
両
下
肢
の
麻
痺
、歩
く
事
の
出
来
な
い
、

ま
し
て
立
つ
こ
と
も
不
可
能
な
生
涯
車
椅
子
の
生
活
と
な
り
十
九

年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
の
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
間
中
越
の
人
と
の
交
流
が
あ
り
木
沢
へ
の
ツ
ア
ー
が
企
画

さ
れ
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

片
道
八
時
間
の
旅
で
し
た
が
、
疲
れ
も
出
ず
た
だ
感
動
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
手
作
り
の
料
理
で
の
お
も
て
な
し
、
村
の
中
を
坂
道

に
も
関
わ
ら
ず
一
生
懸
命
に
案
内
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
木
沢
焼
の
体
験
。 

今
で
も
そ
の
湯
の
み
大
事
に
使
っ
て
い
ま

す
。
色
々
と
企
画
を
さ
れ
日
々
村
興
し
の
為
努
力
を
重
ね
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
木
沢
を
し
っ
か
り
守
っ
て
欲
し

い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
私
は
、
コ
ー
ラ
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
た
ま
に
小
物
作
り
等
を
や
り

な
が
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

�

合
掌

被
災
集
落
か
ら
伝
説
の
集
落
へ

　
　

前
長
岡
地
域
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー　

川
口
サ
テ
ラ
イ
ト

	

地
域
復
興
支
援
員	

脇 
田 
妙 

子

　
地
域
復
興
支
援
員
と
し
て
木
沢
に

お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
皆
さ

ん
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
愛
知
か
ら
移

住
し
た
ば
か
り
で
言
葉
も
習
慣
も
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
。
支
援
を

す
る
仕
事
の
は
ず
が
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
特
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
は
、
多
く

を
話
し
合
い
共
に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
二
子
山

遊
歩
道
の
整
備
。 

楽
し
か
っ
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
。 

何
よ
り
大
変
だ
っ

た
の
が
冬
会
議
。
で
も
、
こ
の
冬
会
議
の
お
か
げ
で
皆
さ
ん
の
考

え
て
い
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
話
し
合

い
の
大
切
さ
を
今
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
自
由
で
建
設
的
な
意
見

は
木
沢
と
い
う
集
落
を
よ
り
魅
力
的
に
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
実
っ
て
、
木
沢
集
落
は
魅
力
が
一
杯
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
訪
れ
た
方
々
に
語
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
。

　
震
災
後
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
木
沢
集
落
は
ま
た
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
援
を

頼
る
の
で
は
な
く
、
頼
ら
れ
る
集
落
へ
。
い
ろ
ん
な
人
々
の
目
標

に
な
る
よ
う
な
伝
説
の
集
落
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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常
葉
大
学 
社
会
環
境
学
部

（
元 

富
士
常
葉
大
学 
環
境
防
災
学
部
）

一
同
（
卒
業
生
を
含
む
）

　
震
災
三
年
目
か
ら
お
邪
魔
し
て
い

ま
す
の
で
、
七
年
間
お
付
き
合
い
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
木
沢
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
巣

立
っ
て
い
っ
た
学
生
が
延
べ
九
十
名
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
木
沢
で
学
ぶ
学
生
を
是
非
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
美

し
い
棚
田
と
錦
鯉
が
い
て
雪
深
い
山
里
の
木
沢
で
な
け
れ
ば
経
験

で
き
な
い
こ
と
、こ
こ
で
し
か
会
え
な
い
か
け
が
え
の
無
い
人
々
、

こ
こ
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
十
年
後
に
は

〝
木
沢
の
卒
業
生
〟
の
同
窓
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

中
越
地
震
十
年
を
祈
念
し
て

	

兵
庫
県
西
宮
市	

飯 

干 

初 

子

　「
十
年
」
言
葉
で
は
長
く
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
現
実
に
は
も
う
十
年
が

来
た
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
言
う
の
も
、
あ
の
忌
わ
し
い
阪
神

淡
路
大
震
災
で
私
自
身
が
心
も
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
脊
椎
の
損
傷
で
両
下
肢
の
麻
痺
、歩
く
事
の
出
来
な
い
、

ま
し
て
立
つ
こ
と
も
不
可
能
な
生
涯
車
椅
子
の
生
活
と
な
り
十
九

年
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
の
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
間
中
越
の
人
と
の
交
流
が
あ
り
木
沢
へ
の
ツ
ア
ー
が
企
画

さ
れ
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

片
道
八
時
間
の
旅
で
し
た
が
、
疲
れ
も
出
ず
た
だ
感
動
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
手
作
り
の
料
理
で
の
お
も
て
な
し
、
村
の
中
を
坂
道

に
も
関
わ
ら
ず
一
生
懸
命
に
案
内
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
木
沢
焼
の
体
験
。 

今
で
も
そ
の
湯
の
み
大
事
に
使
っ
て
い
ま

す
。
色
々
と
企
画
を
さ
れ
日
々
村
興
し
の
為
努
力
を
重
ね
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
木
沢
を
し
っ
か
り
守
っ
て
欲
し

い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
私
は
、
コ
ー
ラ
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
た
ま
に
小
物
作
り
等
を
や
り

な
が
ら
生
か
さ
れ
て
い
る
喜
び
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

�

合
掌

被
災
集
落
か
ら
伝
説
の
集
落
へ

　
　

前
長
岡
地
域
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー　

川
口
サ
テ
ラ
イ
ト

	

地
域
復
興
支
援
員	

脇 

田 

妙 

子

　
地
域
復
興
支
援
員
と
し
て
木
沢
に

お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
皆
さ

ん
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
愛
知
か
ら
移

住
し
た
ば
か
り
で
言
葉
も
習
慣
も
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
。
支
援
を

す
る
仕
事
の
は
ず
が
、
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
特
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
は
、
多
く

を
話
し
合
い
共
に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
暑
か
っ
た
二
子
山

遊
歩
道
の
整
備
。 

楽
し
か
っ
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
。 

何
よ
り
大
変
だ
っ

た
の
が
冬
会
議
。
で
も
、
こ
の
冬
会
議
の
お
か
げ
で
皆
さ
ん
の
考

え
て
い
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
話
し
合

い
の
大
切
さ
を
今
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。
自
由
で
建
設
的
な
意
見

は
木
沢
と
い
う
集
落
を
よ
り
魅
力
的
に
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
実
っ
て
、
木
沢
集
落
は
魅
力
が
一
杯
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
訪
れ
た
方
々
に
語
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
素
晴
ら
し
い
。

　
震
災
後
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
木
沢
集
落
は
ま
た
新
し
い

ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
援
を

頼
る
の
で
は
な
く
、
頼
ら
れ
る
集
落
へ
。
い
ろ
ん
な
人
々
の
目
標

に
な
る
よ
う
な
伝
説
の
集
落
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

木
沢
の
お
も
い
で

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
ぢ
や
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト	

	
	

若 

林 

和 

枝

　
あ
る
日
、
久
々
に
お
ぢ
や
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
に
、

木
沢
の
義
夫
（
観
音
）
さ
ん
と
正
利
（
木
挽
）
さ
ん
が
二
人
で
訪

ね
て
き
て
く
れ
た
。
手
に
は
原
稿
用
紙
を
も
っ
て
「
若
林
さ
ん
木

沢
で
新
し
い
本
を
出
す
か
ら
、
一
筆
書
い
て
く
れ
と
」
嬉
し
そ
う
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Message to Kizawa after 10 years

　
　
　
名
誉
村
民
よ
り

な
笑
顔
。
私
も
木
沢
の
人
達
と
は
震
災
以
来
の
長
い
付
き
合
い
で
、

思
い
出
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
頭
の
中
で
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
ほ
ど
だ
。
何
を
書
こ
う
か
、
そ
の
中
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
思

い
出
は
、「
里
山
再
生
よ
り
み
ち
大
学
」
の
冬
の
講
座
、
北
海
道
か

ら
気
象
協
会
の
石
本
敬
志
さ
ん
と
プ
ロ
の
山
岳
ガ
イ
ド
の
今
井
晋

さ
ん
を
講
師
に
呼
び
、
木
沢
の
純
白
の
雪
で
イ
グ
ル
ー
を
造
っ
て
、

翌
日
に
は
賽
ノ
神
づ
く
り
、
賽
ノ
神
を
囲
ん
で
義
夫
さ
ん
が
唄
っ

て
く
れ
た
「
天
神
ば
や
し
」
の
歌
声
が
心
に
響
い
た
。
夜
は
木
沢

の
廃
校
に
宿
泊
し
て
木
沢
の
人
達
と
交
流
会
。
学
長
の
丸
山
暉
彦

先
生
は
「
か
ね
っ
こ
お
り
」
で
作
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
ロ
ッ
ク
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
時
も
多
く
の
時
間
を
木
沢
で
過

ご
し
た
。
木
沢
の
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
温
か
な
お
も
て
な
し
に
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
遅
く
ま
で

和
雄
さ
ん
の
隠
れ
家
で
飲
ん
だ
お
酒
や
、木
挽
さ
ん
家
の
薪
で
燻
っ

た
囲
炉
裏
端
で
、
み
ん
な
で
尽
き
な
い
夢
を
語
り
な
が
ら
食
べ
た

ウ
サ
ギ
汁
と
日
本
酒
は
美
味
し
か
っ
た
。
観
音
さ
ん
の
お
宅
に
も

幾
度
と
な
く
泊
め
て
い
た
だ
き
、
朝
夕
と
な
く
美
し
い
風
景
の
中

に
身
を
置
く
と
、
木
沢
の
人
達
の
暖
か
い
心
に
触
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
木
沢
の
人
々
は
こ
の
地
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
「
こ

こ
は
い
い
だ
ろ
う
」「
日
本
一
の
場
所
だ
か
ら
」
そ
う
い
う
の
は
木

挽
さ
ん
。
住
ん
で
い
る
人
も
日
本
一
の
気
概
を
感
じ
さ
せ
る
木
沢

な
の
だ
。
こ
れ
か
ら
も
木
沢
の
お
も
い
で
は
ま
だ
ま
だ
続
く
…
。

	

大
阪
大
学
Ｏ
Ｇ　

楠　
　
　

愛　

		

（
旧
姓 
長
谷
川
）　

　
遊
び
に
行
く
と
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

る
木
沢
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
。

　
み
な
さ
ん
が
大
阪
に
来
ら
れ
た
時
、
大
学
の
門

か
ら
入
っ
て
く
る
バ
ス
を
見
て
「
う
わ
ぁ
、
ほ
ん

ま
に
来
は
っ
た
…
！
」

　
あ
の
光
景
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

	

大
阪
大
学
Ｏ
Ｇ
　
久
保
恵
理
子

　
働
き
は
じ
め
て
か
ら
は
ご
無
沙
汰
し
て
し
ま
い
、

な
か
な
か
遊
び
に
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
で
も
、

木
沢
や
木
沢
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う

こ
と
で
元
気
に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん

な
人
を
笑
顔
に
さ
せ
る
木
沢
パ
ワ
ー
期
待
し
て
い
ま

す
！
　
ま
た
飲
み
ま
し
ょ
う
～
！
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長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｏ
Ｂ

	
	

川 

本 

浩 

介

　
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

　
い
つ
も
家
族
の
よ
う
に
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
木
沢
が
十
年
先
も
そ
の
先
も
良
い
意
味
で
変
わ
ら
ず
続
い
て
い

く
事
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
私
も
木
沢
の
魅
力
を
広
め
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
、
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

挑
戦
し
続
け
て

	　
　
長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｏ
Ｂ	

	

　
　
　
　
　
上　

野　
　
　

敦
	　

　
　

大
阪
大
学
Ｏ
Ｇ	

聡
子

	
	

（
旧
姓 

黒
田
）

　
四
メ
ー
ト
ル
超
の
積
雪
時
の
雪
掘

り
、 

山
菜
の
漬
物
の
味
、新
潟
銘
酒
の
酒
盛
り
―
―
。 「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
被
災
さ
れ
た
方
」
と
い
う
関
係
性
で
は
な
く
、
友
人
の
よ
う

に
時
を
共
有
し
、
私
た
ち
の
方
が
笑
顔
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
木
沢
は
〝
ふ
る
さ
と
〟
の
よ
う
に
思
え
る
場
所
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
集
落
の
良
さ
を
ど
ん
ど
ん
発
見
し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

木
沢
で
あ
り
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
木
沢
が
縁
に
な
り
、
夫
婦
に
な
っ
た
私
た
ち
は
、〝
ふ
る
さ
と
〟

を
応
援
し
続
け
ま
す
。

	　
　
　
　
　

長
岡
技
術
科
学
大
学
Ｏ
Ｂ

	
	

武 

澤 　

 

潤

　
ボ
ル
ナ
ツ
の
一
員
と
し
て
木
沢
と

出
会
っ
て
か
ら
、
キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ

キ
ャ
ン
プ
や
二
子
山
道
普
請
な
ど
木
沢
衆
の
方
々
に
は
多
く
の
技

術
や
元
気
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
先
い
つ
ま
で
も
元
気
な
木

沢
が
続
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
！

	　
　
岩
手
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	
	

楡 

井 

将 

真

　
木
沢
は
本
当
に
良
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。 

豊
か
な
自
然
、
お
い
し
い
食
べ

物
、
苦
労
は
す
る
け
ど
大
量
な
雪
、
そ
し
て
何
よ
り
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
木
沢
の
皆
さ
ん
。
私
に
と
っ
て
木
沢
は
今
の
自
分
を
つ
く
っ

て
く
れ
た
原
点
で
す
。こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
木
沢
で
い
て
く
だ
さ
い
。

61　10 年後の木沢へ



Message to Kizawa after 10 years

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
沢
の
み
な
さ
ん
へ
	　

　
　
上
越
教
育
大
学
Ｏ
Ｂ

	
	

高 

橋 　

 
要

　
木
沢
と
出
会
っ
て
四
年
目
の
二
〇
一
三
年
春
。
そ
れ
か
ら
の
一

年
間
を
、
木
沢
集
落
の
住
民
の
一
人
と
し
て
過
ご
せ
た
こ
と
を
僕

は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
木
沢
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
四
季

の
景
色
の
美
し
さ
。
村
に
溢
れ
る
人
び
と
の
温
か
さ
。
そ
れ
ら
に

囲
ま
れ
て
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
な
か
で
、
木
沢
は
僕
に
と
っ
て

も
う
ひ
と
つ
の
帰
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
愛
と
ぬ

く
も
り
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
に
と
っ
て
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
木
沢
は
き
っ
と
全
て
の
人
び
と

に
と
っ
て
の
ま
だ
見
ぬ
ふ
る
さ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
こ
と
、
木

沢
と
い
う
一
本
の
縄
が
い
つ
ま
で
も
美
し
く
綯
わ
れ
続
け
て
い
く

こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
々
、
帰
り
ま
す
。

	

常
葉
大
学
教
授	

池 

田 

浩 

敬

　
震
災
三
年
目
か
ら
お
邪
魔
し
て
い

ま
す
の
で
、
七
年
間
お
付
き
合
い
頂

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
木
沢
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
巣

立
っ
て
い
っ
た
学
生
が
延
べ
九
十
名

近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。
十
年
後
に
は
〝
木
沢
の
卒
業
生
〟
の
同

窓
会
を
や
り
ま
し
ょ
う
。	

常
葉
大
学
Ｏ
Ｇ	

柳 

原 

幸 

子

【
木
沢
】
と
は

　
美
し
い
景
観
や
山
の
幸
に
恵
ま

れ
、
温
か
い
人
柄
の
人
々
が
住
む
日

本
の
集
落
。
こ
の
集
落
の
人
々
は
、

驚
異
的
な
身
体
能
力
、
技
術
、
知
恵
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
血
液

の
九
〇
％
は
日
本
酒
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

【
柳
原
幸
子
】
と
は

　
木
沢
と
星
野
伸
一
を
愛
し
て
や
ま
な
い
名
誉
村
民
の
一
人
。

日
々
、
様
々
な
伝
説
を
残
し
続
け
て
い
る
ら
し
い
。（
写
真 

わ
ん

こ
そ
ば
百
杯
を
食
し
た
柳
原
）

	

大
阪
大
学
Ｏ
Ｇ	

谷 　

 

香 

織

　
私
に
と
っ
て
木
沢
は
、
日
本
で
一

番
特
別
な
場
所
で
す
。
木
沢
の
皆
様

が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
つ
職
人
並
み
の
経

験
や
知
識
を
、
お
茶
や
お
酒
を
頂
き

な
が
ら
、
新
鮮
な
季
節
の
野
菜
を
頂
き
な
が
ら
、
草
刈
り
を
し
な

が
ら
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
そ
り
遊
び
を
し
な
が
ら
…
様
々
な

形
で
伝
え
て
頂
き
、
木
沢
の
文
化
を
共
有
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
、

思
い
出
す
だ
け
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
十
年
後
も
き
っ
と
、
優

し
く
暖
か
い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
木
沢
で
い
て
く
だ
さ
い
。
私
も

そ
の
一
部
で
い
た
い
で
す
。
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木
沢
の
み
な
さ
ん
へ

	　
　
　
上
越
教
育
大
学
Ｏ
Ｂ

	
	

高 

橋 　

 

要

　
木
沢
と
出
会
っ
て
四
年
目
の
二
〇
一
三
年
春
。
そ
れ
か
ら
の
一

年
間
を
、
木
沢
集
落
の
住
民
の
一
人
と
し
て
過
ご
せ
た
こ
と
を
僕

は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
木
沢
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
四
季

の
景
色
の
美
し
さ
。
村
に
溢
れ
る
人
び
と
の
温
か
さ
。
そ
れ
ら
に

囲
ま
れ
て
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
な
か
で
、
木
沢
は
僕
に
と
っ
て

も
う
ひ
と
つ
の
帰
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
愛
と
ぬ

く
も
り
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
僕
に
と
っ
て
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
木
沢
は
き
っ
と
全
て
の
人
び
と

に
と
っ
て
の
ま
だ
見
ぬ
ふ
る
さ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く
こ
と
、
木

沢
と
い
う
一
本
の
縄
が
い
つ
ま
で
も
美
し
く
綯
わ
れ
続
け
て
い
く

こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
々
、
帰
り
ま
す
。

	

大
阪
大
学
Ｏ
Ｇ	

高 

森 

順 

子

　
木
沢
の
み
な
さ
ま
、
か
ま
く
ら

で
「
高
森
家
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？ 

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
、

ふ
き
味
噌
と
ご
飯
の
美
味
し
い
朝
食
…
私
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
木
沢
で
、
神
戸
で
、
お
会
い
し
た
い
で
す
。

	
常
葉
大
学
Ｏ
Ｇ	

山 

本 

桃 

子

　
二
〇
〇
四
年
の
中
越
地
震
か
ら
も

う
十
年
が
経
過
。
復
旧
・
復
興
す
る

ま
で
に
つ
ら
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と

…
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
で
も
私
が
そ
ち
ら
に
被
災

地
研
修
で
訪
れ
た
際
、
み
な
さ
ん
に
出
会
い
、
私
の
ほ
う
が
元
気

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
笑
顔
が
絶
え
ず
、
居
心
地
が
よ
く
、
第
二
の

ふ
る
さ
と
の
よ
う
で
す
。
被
災
当
初
と
今
と
で
は
景
色
な
ど
変
化

し
た
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
な
さ
ん
は
変

化
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！
「
み
ん
な
の
帰
る
場
所
は
こ
こ
！
」
と

胸
を
張
っ
て
今
後
も
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

　
行
こ
う
と
思
い
つ
つ
も
、
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
す

み
ま
せ
ん
…
。や
ま
ぼ
う
し
か
ら
見
る
景
色
が
私
は
大
好
き
で
す
。

食
べ
物
、
お
酒
、
温
泉
…
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
す
。
体
調
に
気

を
付
け
て
、
絆
を
大
切
に
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

	

関
西
大
学
Ｏ
Ｇ	

山 

中 

智 

恵

　
約
１
ヶ
月
、
木
沢
で
の
生
活
を
体

験
し
本
当
に
多
く
の
方
々
と
交
流
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

中
越
地
震
を
き
っ
か
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ

た
木
沢
。

　
最
後
に
木
沢
を
訪
れ
て
か
ら
長
い
月
日
が
経
ち
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
な
場
所
で
す
。
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Message to Kizawa after 10 years

	

長
岡
大
学
四
年	

小 

倉 

美 

樹

	

長
岡
大
学
Ｏ
Ｇ	

小
嶋
さ
や
か

　
今
、
遠
く
に
い
て
も
、
季
節
を
思

う
と
き
、
木
沢
の
自
然
と
、
木
沢
衆

の
笑
顔
が
浮
か
び
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ワ
フ
ル
な
木
沢
衆
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
私
も
元
気
を
持
っ

て
、
ま
た
木
沢
に
遊
び
に
行
き
ま
す
。

	　
　
　
　
　

新
潟
工
科
大
学
Ｏ
Ｇ

	
	

小
嶋
か
お
り

　
学
生
時
代
、
木
沢
は
第
二
の
学
校

で
、
そ
の
後
は
第
二
の
故
郷
に
な
り

ま
し
た
。

　
木
沢
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
人
と
の
出
会

い
を
沢
山
生
む
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
離
れ
て
い
て
も
木
沢
を
想
う
人
が
増
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
！ 

そ
ん
な
祈
り
と
感
謝
を
こ
め
て
。

す
。	

長
岡
大
学
Ｏ
Ｂ	

松 

沢 

知 

生

　
十
年
前
の
中
越
地
震
の
時
、
高
校

三
年
生
だ
っ
た
私
は
何
も
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
見
事
に
復
興
し
て
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
十
年
後
は
今
よ
り
も
活
気
付
い
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
！
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長
岡
大
学
Ｏ
Ｇ	

小
嶋
さ
や
か

　
今
、
遠
く
に
い
て
も
、
季
節
を
思

う
と
き
、
木
沢
の
自
然
と
、
木
沢
衆

の
笑
顔
が
浮
か
び
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ワ
フ
ル
な
木
沢
衆
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
私
も
元
気
を
持
っ

て
、
ま
た
木
沢
に
遊
び
に
行
き
ま
す
。

	　
　
　
新
潟
工
科
大
学
Ｏ
Ｂ	

	
	

大 

川 

慎 

吾

　
木
沢
の
豪
快
で
パ
ワ
フ
ル
な
皆
さ

ん
と
活
動
し
、
楽
し
く
お
酒
が
飲
め

た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。「
誰
も
が
分
け
隔
て
な
く
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。」
木
沢
は
い
つ
ま
で

も
そ
ん
な
す
て
き
な
集
落
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

	　
　
　
　
　

新
潟
工
科
大
学
Ｏ
Ｂ	

		


鷲 

尾 

雄 

紀

　
木
沢
で
は
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
イ
ベ
ン

ト
で
、『
無
心
で
遊
ぶ
』
事
が
出
来

ま
し
た
。
木
沢
の
人
々
、
土
地
の
雰

囲
気
、
何
よ
り
も
木
沢
衆
の
温
か
さ
…
ど
れ
か
、
ひ
と
つ
で
も
欠

け
た
ら
出
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　
十
年
後
、
集
落
の
高
齢
化
が
進
む
と
思
い
ま
す
が
…
変
わ
ら
ず

に
学
生
を
受
け
入
れ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
学
生
と
一
緒

に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

	

新
潟
大
学
四
年	

桑 

原 

咲 

子

　
十
年
後
も
、
元
気
な
木
沢
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
十
年
前
の
こ
と
を
、
十
年
後
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
が
知
っ
て
い
る
木
沢
は
、
ま
だ
ほ
ん
の
三
年
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
名
誉
村
民
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
か
ら
五

年
、十
年
、二
十
年
と
ず
っ
と
木
沢
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
末
長
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
‼

	　
　
　

新
潟
大
学
Ｏ
Ｂ 	

中 

澤 　

 

晃

　
木
沢
集
落
は
美
し
い
景
色
と
人
情

の
集
落
だ
と
思
い
ま
す
。
二
子
山
か

ら
見
た
絶
景
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
を
通
し
て

集
落
の
方
々
の
優
し
さ
、
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
十
年
後

も
美
し
い
景
色
と
人
の
あ
た
た
か
さ
に
溢
れ
る
木
沢
集
落
で
い
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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木
沢
に
関
す
る

新
聞
記
事

▶新潟日報
　平成20年3月11日付

▲新潟日報
　平成20年8月13日付

掲
載
記
事
は
新
潟
日
報
社
様
か
ら

ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。

◀新潟日報　平成20年8月26日付
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▼新潟日報　平成21年9月17日付

▶新潟日報
　平成20年10月24日付

▼新潟日報　平成21年8月28日付
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▲新潟日報　「県自治活動賞受賞」
　平成21年11月4日付

▼新潟日報　平成22年3月24日付

◀新潟日報
　平成21年12月7日付
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▶新潟日報
　平成22年5月1日付

◀新潟日報
　平成23年3月6日付
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◀新潟日報　平成23年7月19日付

▶新潟日報
　平成24年7月11日付
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▲新潟日報
　平成23年10月24日付
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▶新潟日報
　平成26年9月26日付

◀新潟日報
　平成25年8月14日付

▲新潟日報
　平成24年2月12日付
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平成17年平成18年

平成16年

平成16年

10
・
23

17
時
56
分

◦
中
越
地
震
発
生
（
震
度
階
級
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.8
）

19
時
30
分

◦
集
会
所
前
で
多
数
避
難
（
24
日
ま
で
）

◦
住
宅
の
下
敷
き
に
よ
り
一
名
が
犠
牲
と
な
る

10
・
25

◦
旧
木
沢
小
学
校
へ
避
難
場
所
を
移
動

◦
武
道
窪
へ
通
じ
る
県
道
の
自
力
復
旧
ス
タ
ー
ト
（
午
後
か
ら
作
業
開
始
）

◦
町
か
ら
の
炊
き
出
し
始
ま
る

8
時
30
分

◦
狛
江
市
が
持
参
し
た
仮
設
ト
イ
レ
二
基
が
搬
送
さ
れ
組
立
設
置
さ
れ
る

10
・
26

13
時
20
分

◦
峠
地
区
に
避
難
指
示
（
三
世
帯
、一
六
人
）

10
・
29

◦
避
難
所
用
の
ゴ
ザ
が
運
ば
れ
る

10
・
30

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
る

◦
避
難
所
用
テ
ン
ト
二
基
設
置
さ
れ
る

10
・
31

◦
電
気
の
復
旧

11
・
4

◦
家
屋
被
害
調
査
実
施
（
11
月
４
日
～
）

11
・
8

◦
川
口
小
学
校
で
授
業
再
開
。
木
沢
か
ら
通
学
（
11
日
か
ら
自
衛
隊
車
両
で
送
迎
）

10
時
30
分

◦
泉
田
新
潟
県
知
事
現
地
視
察　

木
沢
集
落
へ
も
訪
れ
る

11
・
10

◦
タ
レ
ン
ト
清
水
国
明
さ
ん
来
訪

11
・
11

10
時
30
分

◦
木
沢
水
道
復
旧

11
・
14

◦
旧
木
沢
小
学
校
避
難
所
へ
仮
設
風
呂
設
置
（
練
馬
区
）

11
・
16

14
時
00
分

◦
木
沢
地
区
避
難
勧
告
解
除　

８
～
９
割
自
宅
へ

新
潟
県
中
越
大
震
災
発
生
後
か
ら
の
軌
跡

11
・
19

◦
牛
ケ
首
経
由
県
道
開
通

11
・
20

◦
仮
設
住
宅
建
設
開
始

11
・
21

◦
木
沢
で
罹
災
証
明
発
行

◦
自
衛
隊
に
よ
る
演
奏
会
開
催

11
・
30

◦
木
沢
・
峠
地
区
の
住
宅
応
急
修
理
、
生
活
再
建
支
援
等
相
談
窓
口
開
設

12
・
1

◦
峠
地
区
の
避
難
指
示
解
除
（
三
世
帯
・
一
六
人
）

12
・
2

◦
仮
設
住
宅
の
入
居
開
始

1
・
1

◦
合
同
年
始
中
止
（
地
震
災
害
の
為
）

2
・
3

◦
初
午　

大
雪
で
中
止

2
・
12

◦
十
二
講　

大
雪
で
中
止

2
・
18

◦
タ
レ
ン
ト 

杉
良
太
郎
さ
ん
・
歌
手 

伍
代
夏
子
さ
ん　

震
災
見
舞
で
来
訪

2
・
20

◦
復
興
ま
つ
り
「
が
ん
ば
ろ
う
木
沢
」

4
・
24

◦
大
震
災
復
興
支
援
「
春
の
民
謡
ま
つ
り
」（
体
育
館
）

6
・
12

◦
復
興
祈
念
「
運
動
会
」
開
催

8
・
19

◦
中
越
地
震
慰
問
公
演　

松
田
隆
行
（
津
軽
三
味
線
奏
者
）
コ
ン
サ
ー
ト

9
・
21

◦
狛
江
市
民
と
の
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
開
催

10
・
22

～
23

◦
'05
か
わ
ぐ
ち
体
験
防
災
キ
ャ
ン
プ

◦
本
震
震
源
探
索
ハ
イ
キ
ン
グ
地
区
参
加

12
・
7

◦
第
一
回
「
復
興
地
域
づ
く
り
」
懇
談
会

12
・
11

◦
震
災
復
興
祈
念
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
開
催

1
・
27

◦
第
二
回
「
復
興
地
域
づ
く
り
」
懇
談
会

2
・
11

◦
雪
灯
り
回
廊
や
雪
灯
り
ア
ー
ト
で
希
望
の
灯
り
を
点
灯

4
月

◦
本
格
的
な
道
路
復
旧
始
ま
る（
４
月
～
12
月
）

５
・
25

◦
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
畑
づ
く
り
（
５
月
25
日
～
11
月
末
ま
で
）
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平成18年平成19年

平成20年平成21年

6
・
17

◦「
視
察
研
修
」
長
岡
市
法
末
集
落
（
空
校
舎
の
活
用
）

7
・
17

◦
ま
ち
歩
き
「
木
沢
探
検
ウ
ォ
ー
ク
」

8
・
20

◦
二
子
山
遊
歩
道
自
力
復
旧
作
業

8
・
24

◦「
木
沢
い
い
と
こ
ど
り
マ
ッ
プ
」
の
作
成
（
８
月
24
日
～
11
月
20
日
）

9
・
15

◦
県
地
域
づ
く
り
研
修
ツ
ア
ー
で
の
昼
食
提
供

10
・
11

◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
80
ち
ゃ
ん
」
木
沢
で
収
録

10
・
14

　
～
15

◦
'06
か
わ
ぐ
ち
体
験
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
「
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
」
受
け
入
れ

10
・
29

◦「
運
動
会
」
開
催

12
・
10

◦
木
沢
・
峠
集
落
「
復
興
祭
」
開
催

12
・
23

◦
震
災
で
水
源
が
枯
渇
、
木
沢
簡
易
水
道
を
中
央
簡
易
水
道
に
統
合

2
・
14

◦
女
性
お
茶
の
み
座
談
会

2
・
17

　
～
18

◦「
中
越
復
興
交
流
会
議
」
へ
の
参
加
（
長
岡
市
）

3
・
25

◦
豆
お
と
し
の
会

◦
第
二
回
「
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
」
参
加
（
和
南
津
集
会
所
）

4
・
7

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
交
流
打
ち
合
わ
せ

5
・
27

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流

　
「
畑
づ
く
り
ツ
ア
ー
」
開
催

8
・
1

◦
桜
華
女
学
院
中
学
校
の
自
然
体
験
学
習
（
８
月
１
日
～
３
日
）

8
・
2

◦
富
士
常
葉
大
学
、
視
察
で
集
落
を
来
訪

8
・
5

◦
二
子
山
遊
歩
道
の
自
立
復
旧
作
業
（
全
線
開
通
）

9
・
1

◦
第
二
回
「
地
域
復
興
交
流
会
議
」
へ
参
加
（
中
山
・
杜
の
か
た
ら
い
）

9
・
2

◦
上
越
市
安
塚
区
坊
金
集
落
・
細
野
集
落
を
視
察
研
修

9
・
7

◦
狛
江
市
と
の
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
に
参
加
（
中
山
・
遊
亀
庵
）

9
・
14

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
13

　
～
14

◦
’07
か
わ
ぐ
ち
体
験
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
「
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
in
木
沢
」

10
・
19

◦
狛
江
市
の
市
長
と
議
会
の
方
が
木
沢
を
訪
問

11
・
24

◦「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
の
開
催

12
・
14

◦
第
一
回
「
復
興
デ
ザ
イ
ン
」
会
議

12
・
18

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流
「
し
め
縄
づ
く
り
」（
長
岡
市
）

1
・
9

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流
「
も
ち
つ
き
大
会
」（
長
岡
市
）

1
・
16

　
～
17

◦
復
興
支
援
感
謝
で
大
阪
・
兵
庫
を
訪
問

1
・
22

◦
第
二
回
「
復
興
デ
ザ
イ
ン
」
会
議
（
以
降
毎
週
月
曜
日
に
会
議
）

※
こ
こ
ま
で
「
中
越
大
震
災
記
録
集
『
前
に
』」
収
録
分

3
・
6

◦
中
越
大
震
災
記
録
集
「
前
に
」
完
成

3
・
8

　
～
9

◦
中
越
復
興
交
流
会
議
参
加
（
湯
之
谷
村
）

3
・
9

◦
第
一
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
30

◦
第
三
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
参
加
（
荒
谷
集
落
）

4
・
13

◦
20
年
度
第
一
回
定
例
会

　
（
新
体
制
で
最
初
の
会
）

5
・
8

◦
に
な
ニ
ー
ナ

　

山
菜
採
り
交
流

5
・
18

◦
西
宮
か
ら
の
地
蔵
菩
薩
の

　

お
堂
建
立
地
鎮
祭

6
・
1

◦
視
察
研
修
（
小
国
町
法
末
集
落
・

　

森
光
集
落
、
小
千
谷
市
若
栃
集
落
）

6
・
4

◦
二
十
村
郷
集
落
交
流
会

　

打
合
せ
（
第
一
回
目
・
よ
ろ
み
）

7
・
1

◦
視
察
研
修
（
お
母
さ
ん
た
ち
・

　

小
国
町
法
末
集
落
）

7
・
5

◦
地
蔵
菩
薩
お
堂
へ
安
置

7
・
8

◦
地
蔵
菩
薩
開
眼
祭

◦
二
十
村
郷
集
落
交
流
会

　
（
現
や
ま
ぼ
う
し
体
育
館
）

7
・
21

　
～
23

◦
農
家
民
泊
受
け
入
れ

　
（
東
京
都
江
戸
川
区
立
葛
西
第
二
中
学
校
）

8
・
11

　
～
12

◦
防
災
体
験
キ
ャ
ン
プ

　
（
狛
江
市
と
川
口
町
の
子
供
た
ち
が
参
加
）

8
・
24

◦
第
一
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
雨
の
た
め
現
や
ま
ぼ
う
し
体
育
館
）

9
・
13

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
23

　
～
24

◦
兵
庫
県
西
宮
市
復
興
住
宅

　

入
居
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

11
・
2

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
旧
木
沢
小
学
校
）

11
・
9

◦
第
四
回
集
落
夢
づ
く
り

　

交
流
会
参
加
（
田
麦
山
集
落
）

11
・
17

◦
に
な
ニ
ー
ナ
郷
土
料
理
教
室

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

11
・
29

　
～
30

◦
中
越
復
興
交
流
会
議
参
加

　
（
六
日
町
）

11
・
29

◦
立
川
市
で
震
央
米
の
販
売

12
・
17

◦
第
一
回
冬
会
議

　
（
以
降
三
月
ま
で
週
に
一
回
程
度
開
催
）

1
・
8

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

1
・
16

　
～
17

◦
兵
庫
県
西
宮
市
復
興
住
宅
入
居
者
の

　

皆
さ
ん
と
の
交
流
（
西
宮
へ
）

2
・
11

◦
木
沢
・
田
麦
山
交
流
（
よ
ろ
み
）

2
・
13

　
～
14

◦
越
後
雪
か
き
道
場

3
・
20

◦
冬
会
議
反
省
会

3
・
22

　
～
23

◦
大
阪
青
山
大
学
交
流

4
・
22

◦
に
な
ニ
ー
ナ

　

山
菜
採
り
交
流

4
・
26

◦
第
一
回
山
菜
満
喫
ツ
ア
ー
開
催

5
・
26

◦
に
な
ニ
ー
ナ
山
菜
料
理
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

5
・
31

◦
木
沢
学
（
ま
ち
あ
る
き
） 

7
・
19

◦
二
子
山
遊
歩
道
階
段
整
備
（
一
回
目
）

8
・
7

　
～
9

◦
富
士
常
葉
大
研
修

8
・
24

　
～
26

◦
兵
庫
県
舞
子
高
校
被
災
地
視
察
交
流

8
・
29

◦
第
二
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催
（
小
千
谷
市
塩
谷
集
落
）

9
・
13

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
18

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
初
参
加　
（
新
潟
市
）

10
・
24

　
～
25

◦
防
災
体
験
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・

　

キ
ャ
ン
プ
㏌
木
沢
２
０
０
９
開
催

11
・
12

◦
あ
し
た
の
新
潟
県
を
創
る
運
動
協
会

　

よ
り
新
潟
県
自
治
活
動
賞
を
受
賞

11
・
14

◦
二
子
山
遊
歩
道
階
段
整
備
（
二
回
目
）

11
・
22

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ
（
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
24

◦
第
五
回
集
落
夢
づ
く
り

　

交
流
会
（
木
沢
集
落
）
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平成19年平成20年

平成21年

6
・
17

◦「
視
察
研
修
」
長
岡
市
法
末
集
落
（
空
校
舎
の
活
用
）

7
・
17

◦
ま
ち
歩
き
「
木
沢
探
検
ウ
ォ
ー
ク
」

8
・
20

◦
二
子
山
遊
歩
道
自
力
復
旧
作
業

8
・
24

◦「
木
沢
い
い
と
こ
ど
り
マ
ッ
プ
」
の
作
成
（
８
月
24
日
～
11
月
20
日
）

9
・
15

◦
県
地
域
づ
く
り
研
修
ツ
ア
ー
で
の
昼
食
提
供

10
・
11

◦
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
80
ち
ゃ
ん
」
木
沢
で
収
録

10
・
14

　
～
15

◦
'06
か
わ
ぐ
ち
体
験
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
「
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
」
受
け
入
れ

10
・
29

◦「
運
動
会
」
開
催

12
・
10

◦
木
沢
・
峠
集
落
「
復
興
祭
」
開
催

12
・
23

◦
震
災
で
水
源
が
枯
渇
、
木
沢
簡
易
水
道
を
中
央
簡
易
水
道
に
統
合

2
・
14

◦
女
性
お
茶
の
み
座
談
会

2
・
17

　
～
18

◦「
中
越
復
興
交
流
会
議
」
へ
の
参
加
（
長
岡
市
）

3
・
25

◦
豆
お
と
し
の
会

◦
第
二
回
「
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
」
参
加
（
和
南
津
集
会
所
）

4
・
7

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
交
流
打
ち
合
わ
せ

5
・
27

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流

　
「
畑
づ
く
り
ツ
ア
ー
」
開
催

8
・
1

◦
桜
華
女
学
院
中
学
校
の
自
然
体
験
学
習
（
８
月
１
日
～
３
日
）

8
・
2

◦
富
士
常
葉
大
学
、
視
察
で
集
落
を
来
訪

8
・
5

◦
二
子
山
遊
歩
道
の
自
立
復
旧
作
業
（
全
線
開
通
）

9
・
1

◦
第
二
回
「
地
域
復
興
交
流
会
議
」
へ
参
加
（
中
山
・
杜
の
か
た
ら
い
）

9
・
2

◦
上
越
市
安
塚
区
坊
金
集
落
・
細
野
集
落
を
視
察
研
修

9
・
7

◦
狛
江
市
と
の
「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
に
参
加
（
中
山
・
遊
亀
庵
）

9
・
14

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
13

　
～
14

◦
’07
か
わ
ぐ
ち
体
験
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
「
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
in
木
沢
」

10
・
19

◦
狛
江
市
の
市
長
と
議
会
の
方
が
木
沢
を
訪
問

11
・
24

◦「
よ
り
あ
い
っ
こ
」
の
開
催

12
・
14

◦
第
一
回
「
復
興
デ
ザ
イ
ン
」
会
議

12
・
18

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流
「
し
め
縄
づ
く
り
」（
長
岡
市
）

1
・
9

◦
長
岡
子
育
て
ラ
イ
ン
「
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
」
と
の
交
流
「
も
ち
つ
き
大
会
」（
長
岡
市
）

1
・
16

　
～
17

◦
復
興
支
援
感
謝
で
大
阪
・
兵
庫
を
訪
問

1
・
22

◦
第
二
回
「
復
興
デ
ザ
イ
ン
」
会
議
（
以
降
毎
週
月
曜
日
に
会
議
）

※
こ
こ
ま
で
「
中
越
大
震
災
記
録
集
『
前
に
』」
収
録
分

3
・
6

◦
中
越
大
震
災
記
録
集
「
前
に
」
完
成

3
・
8

　
～
9

◦
中
越
復
興
交
流
会
議
参
加
（
湯
之
谷
村
）

3
・
9

◦
第
一
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
30

◦
第
三
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
参
加
（
荒
谷
集
落
）

4
・
13

◦
20
年
度
第
一
回
定
例
会

　
（
新
体
制
で
最
初
の
会
）

5
・
8

◦
に
な
ニ
ー
ナ

　

山
菜
採
り
交
流

5
・
18

◦
西
宮
か
ら
の
地
蔵
菩
薩
の

　

お
堂
建
立
地
鎮
祭

6
・
1

◦
視
察
研
修
（
小
国
町
法
末
集
落
・

　

森
光
集
落
、
小
千
谷
市
若
栃
集
落
）

6
・
4

◦
二
十
村
郷
集
落
交
流
会

　

打
合
せ
（
第
一
回
目
・
よ
ろ
み
）

7
・
1

◦
視
察
研
修
（
お
母
さ
ん
た
ち
・

　

小
国
町
法
末
集
落
）

7
・
5

◦
地
蔵
菩
薩
お
堂
へ
安
置

7
・
8

◦
地
蔵
菩
薩
開
眼
祭

◦
二
十
村
郷
集
落
交
流
会

　
（
現
や
ま
ぼ
う
し
体
育
館
）

7
・
21

　
～
23

◦
農
家
民
泊
受
け
入
れ

　
（
東
京
都
江
戸
川
区
立
葛
西
第
二
中
学
校
）

8
・
11

　
～
12

◦
防
災
体
験
キ
ャ
ン
プ

　
（
狛
江
市
と
川
口
町
の
子
供
た
ち
が
参
加
）

8
・
24

◦
第
一
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
雨
の
た
め
現
や
ま
ぼ
う
し
体
育
館
）

9
・
13

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
23

　
～
24

◦
兵
庫
県
西
宮
市
復
興
住
宅

　

入
居
者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

11
・
2

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
旧
木
沢
小
学
校
）

11
・
9

◦
第
四
回
集
落
夢
づ
く
り

　

交
流
会
参
加
（
田
麦
山
集
落
）

11
・
17

◦
に
な
ニ
ー
ナ
郷
土
料
理
教
室

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

11
・
29

　
～
30

◦
中
越
復
興
交
流
会
議
参
加

　
（
六
日
町
）

11
・
29

◦
立
川
市
で
震
央
米
の
販
売

12
・
17

◦
第
一
回
冬
会
議

　
（
以
降
三
月
ま
で
週
に
一
回
程
度
開
催
）

1
・
8

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

1
・
16

　
～
17

◦
兵
庫
県
西
宮
市
復
興
住
宅
入
居
者
の

　

皆
さ
ん
と
の
交
流
（
西
宮
へ
）

2
・
11

◦
木
沢
・
田
麦
山
交
流
（
よ
ろ
み
）

2
・
13

　
～
14

◦
越
後
雪
か
き
道
場

3
・
20

◦
冬
会
議
反
省
会

3
・
22

　
～
23

◦
大
阪
青
山
大
学
交
流

4
・
22

◦
に
な
ニ
ー
ナ

　

山
菜
採
り
交
流

4
・
26

◦
第
一
回
山
菜
満
喫
ツ
ア
ー
開
催

5
・
26

◦
に
な
ニ
ー
ナ
山
菜
料
理
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

5
・
31

◦
木
沢
学
（
ま
ち
あ
る
き
） 

7
・
19

◦
二
子
山
遊
歩
道
階
段
整
備
（
一
回
目
）

8
・
7

　
～
9

◦
富
士
常
葉
大
研
修

8
・
24

　
～
26

◦
兵
庫
県
舞
子
高
校
被
災
地
視
察
交
流

8
・
29

◦
第
二
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催
（
小
千
谷
市
塩
谷
集
落
）

9
・
13

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭
「
技
大
祭
」
に
参
加

10
・
18

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
初
参
加　
（
新
潟
市
）

10
・
24

　
～
25

◦
防
災
体
験
キ
ッ
ズ
・
ト
ラ
イ
・

　

キ
ャ
ン
プ
㏌
木
沢
２
０
０
９
開
催

11
・
12

◦
あ
し
た
の
新
潟
県
を
創
る
運
動
協
会

　

よ
り
新
潟
県
自
治
活
動
賞
を
受
賞

11
・
14

◦
二
子
山
遊
歩
道
階
段
整
備
（
二
回
目
）

11
・
22

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ
（
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
24

◦
第
五
回
集
落
夢
づ
く
り

　

交
流
会
（
木
沢
集
落
）
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平成22年

平成23年平成24年

1
・
9

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

1
・
14

　
～
15

◦
西
宮
交
流
が
大
雪
に
よ
り
中
止　
（
幹
線
道
路
が
通
行
止
め
に
よ
る
）

1
・
19

◦
屋
号
看
板
作
業
（
以
降
２
月
５
日
・
９
日
に
実
施
）

2
・
11

　
～
13

◦
越
後
雪
か
き
道
場
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

2
・
16

◦
屋
号
看
板
完
成
。
各
戸
へ
の
取
り
付
け

　

作
業
実
施

3
・
13

◦
第
二
回
名
誉
村
民
授
与

　

交
流
会
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
17

　
～
30

◦
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学

　

長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学
直
前

　

研
修
（
や
ま
ぼ
う
し
へ
宿
泊
）

4
・
17

　
～
18

◦
視
察
研
修
（
村
上
市
・
交
流
の
館

　
　
「
八
幡
」
＆
食
堂
「
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」）

4
・
26

◦
第
二
回
山
菜
満
喫
ツ
ア
ー

4
・
29

◦
や
ま
ぼ
う
し
グ
ラ
ン
ド

　

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
・
祝
賀
会

6
・
20

◦
視
察
研
修

　
（
上
越
市
・
環
境
学
校
）

8
・
4

◦
わ
ら
細
工
体
験

　

～
ド
イ
ツ
人
14
名
が

　
　

わ
ら
細
工
に
挑
戦

8
・
8

　
～
9

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
21

　
～
23

◦
中
越
学
生
研
究
会

　
「
わ
か
ば
会
」
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
28

◦
第
三
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
荒
谷
集
落
）

9
・
19

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭

　
「
技
大
祭
」
に
参
加

9
・
17

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」

　

参
加
（
二
回
目
・
新
潟
市
）

10
・
30

　
～
31

◦
木
沢
流
防
災
体
験
塾
開
催

11
・
14

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
21

◦
二
子
山
遊
歩
道
の
整
備

　
（
階
段
の
整
備
と
チ
ッ
プ
敷
き
）

1
・
22

　
～
23

◦
横
浜
防
災
フ
ェ
ア
ー
参
加

◦
西
宮
交
流
（
神
戸
、
西
宮
へ
）

2
・
5

◦
復
興
基
金
デ
ザ
イ
ン
策
定
発
表
会

　
（
策
定
終
了
団
体
・
小
千
谷
市
楽
習
館
）

2
・
11

　
～
13

◦
越
後
雪
か
き
道
場
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

2
・
19

　
～
21

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」

　

ウ
ィ
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

3
・
20

　
～
30

◦
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学
直
前
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
へ
宿
泊
）

3
・
28

◦
第
三
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

－

Pr
１
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
30

◦
第
三
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

－

Pr
２
開
催
（
よ
ろ
み
）

5
・
4

　
～
5

◦
第
三
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

6
・
11

◦
に
な
ニ
ー
ナ
草
餅
つ
き
交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

6
・
25

◦
団
結
式
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
成
功
に

　

向
け
開
催
や
ま
ぼ
う
し
）

7
・
6

◦
二
子
山
山
頂
広
場
整
備

　
（
同
９
日
、
14
日
、
21
日
完
成
）

7
・
15

◦
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢

　

ブ
ロ
グ
開
設
（
ヤ
フ
ー
ブ
ロ
グ
）

7
・
25

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
の

　

た
め
の
視
察
へ
（
浅
草
・
川
越
）

8
・
21

　
～
22

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
集
落
マ
ッ
プ
づ
く
り
・
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
23

　
～
26

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
の
た
め

　

木
沢
学
を
実
施
（
長
岡
大
学
他
参
加
）

8
・
27

◦
第
四
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
山
古
志
・
梶
金
集
落
）

9
・
7

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
開
始
・

　

絵
の
投
映
テ
ス
ト

9
・
11

　
～
15

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作

　
（
木
沢
の
四
季
・
夏
）

10
・
3

　
～
7

◦
国
際
自
然
環
境
ア
ウ
ト
ド
ア

　

専
門
学
校
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

10
・
15

　
～
16

◦
木
沢
流
防
災
体
験
塾
開
催

10
・
22

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
参
加

　
（
三
回
目
・
新
潟
市
）

11
・
9

◦
に
な
ニ
ー
ナ
あ
ん
ぼ
づ
く
り

　

交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

11
・
13

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

12
・
17

　
～
18

◦
関
西
大
学
草
郷
ゼ
ミ
合
宿

　

in
木
沢
（
や
ま
ぼ
う
し
）

1
・
25

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

2
・
11

　
～
12

◦
越
後
雪
か
き
道
場

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

2
・
17

　
～
18

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」

　

ウ
ィ
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
や
ま
ぼ
う
し
）

3
・
10

◦
第
四
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会
（
よ
ろ
み
）

3
・
11

◦
第
七
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
参
加

　
（
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
）

4
・
1

◦
ア
オ
ー
レ
長
岡
オ
ー
プ
ン
記
念
餅
つ
き
参
加

5
・
19

　
～
20

◦
第
四
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

8
・
11

　
～
17

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作

　
（
木
沢
の
四
季
・
春
と
冬
）

8
・
18

　
～
19

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
25

◦
第
五
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
木
沢
・
や
ま
ぼ
う
し
）

8
・
27

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
や
ま
ぼ
う
し
）

9
・
14

◦
に
な
ニ
ー
ナ
草
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

9
・
29

　
～
30

◦
二
子
山
山
頂
展
望
台
の
整
備

10
・
20

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
参
加

　
（
四
回
目
・
新
潟
市
）

11
・
11

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

12
・
2

◦
第
八
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会

　

参
加
（
川
口
公
民
館
）

12
・
8

◦
視
察
研
修
（
柏
崎
市
高
柳
町
門
出
地
区
「
門
出
か
や
ぶ
き
の
里
」、

　

高
志
の
生
紙
工
房
「
紙
す
き
体
験
」）

12
・
9

◦
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
子
ど
も
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
実
施

1
・
20

◦
オ
ー
ル
川
口
フ
ェ
ス
タ
へ

　

餅
つ
き
で
参
加
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

2
・
9

　
～
10

◦
越
後
雪
か
き
道
場

　
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

3
・
9

◦
第
五
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

　
（
よ
ろ
み
）

4
・
1

◦
イ
ン
タ
ー
ン
「
高
橋
要
く
ん
」

　

一
年
間
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
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平成22年平成23年

平成24年平成25年

1
・
9

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

1
・
14

　
～
15

◦
西
宮
交
流
が
大
雪
に
よ
り
中
止　
（
幹
線
道
路
が
通
行
止
め
に
よ
る
）

1
・
19

◦
屋
号
看
板
作
業
（
以
降
２
月
５
日
・
９
日
に
実
施
）

2
・
11

　
～
13

◦
越
後
雪
か
き
道
場
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

2
・
16

◦
屋
号
看
板
完
成
。
各
戸
へ
の
取
り
付
け

　

作
業
実
施

3
・
13

◦
第
二
回
名
誉
村
民
授
与

　

交
流
会
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
17

　
～
30

◦
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学

　

長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学
直
前

　

研
修
（
や
ま
ぼ
う
し
へ
宿
泊
）

4
・
17

　
～
18

◦
視
察
研
修
（
村
上
市
・
交
流
の
館

　
　
「
八
幡
」
＆
食
堂
「
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」）

4
・
26

◦
第
二
回
山
菜
満
喫
ツ
ア
ー

4
・
29

◦
や
ま
ぼ
う
し
グ
ラ
ン
ド

　

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
・
祝
賀
会

6
・
20

◦
視
察
研
修

　
（
上
越
市
・
環
境
学
校
）

8
・
4

◦
わ
ら
細
工
体
験

　

～
ド
イ
ツ
人
14
名
が

　
　

わ
ら
細
工
に
挑
戦

8
・
8

　
～
9

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
21

　
～
23

◦
中
越
学
生
研
究
会

　
「
わ
か
ば
会
」
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
28

◦
第
三
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
荒
谷
集
落
）

9
・
19

◦
長
岡
技
術
科
学
大
学
学
園
祭

　
「
技
大
祭
」
に
参
加

9
・
17

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」

　

参
加
（
二
回
目
・
新
潟
市
）

10
・
30

　
～
31

◦
木
沢
流
防
災
体
験
塾
開
催

11
・
14

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
21

◦
二
子
山
遊
歩
道
の
整
備

　
（
階
段
の
整
備
と
チ
ッ
プ
敷
き
）

1
・
22

　
～
23

◦
横
浜
防
災
フ
ェ
ア
ー
参
加

◦
西
宮
交
流
（
神
戸
、
西
宮
へ
）

2
・
5

◦
復
興
基
金
デ
ザ
イ
ン
策
定
発
表
会

　
（
策
定
終
了
団
体
・
小
千
谷
市
楽
習
館
）

2
・
11

　
～
13

◦
越
後
雪
か
き
道
場
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

2
・
19

　
～
21

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」

　

ウ
ィ
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

3
・
20

　
～
30

◦
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学
直
前
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
へ
宿
泊
）

3
・
28

◦
第
三
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

－
Pr
１
開
催
（
よ
ろ
み
）

3
・
30

◦
第
三
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

－
Pr
２
開
催
（
よ
ろ
み
）

5
・
4

　
～
5

◦
第
三
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

6
・
11

◦
に
な
ニ
ー
ナ
草
餅
つ
き
交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

6
・
25

◦
団
結
式
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
成
功
に

　

向
け
開
催
や
ま
ぼ
う
し
）

7
・
6

◦
二
子
山
山
頂
広
場
整
備

　
（
同
９
日
、
14
日
、
21
日
完
成
）

7
・
15

◦
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢

　

ブ
ロ
グ
開
設
（
ヤ
フ
ー
ブ
ロ
グ
）

7
・
25

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
の

　

た
め
の
視
察
へ
（
浅
草
・
川
越
）

8
・
21

　
～
22

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
集
落
マ
ッ
プ
づ
く
り
・
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
23

　
～
26

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
の
た
め

　

木
沢
学
を
実
施
（
長
岡
大
学
他
参
加
）

8
・
27

◦
第
四
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
山
古
志
・
梶
金
集
落
）

9
・
7

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
開
始
・

　

絵
の
投
映
テ
ス
ト

9
・
11

　
～
15

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作

　
（
木
沢
の
四
季
・
夏
）

10
・
3

　
～
7

◦
国
際
自
然
環
境
ア
ウ
ト
ド
ア

　

専
門
学
校
に
よ
る
エ
コ
ツ
ア
ー

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

10
・
15

　
～
16

◦
木
沢
流
防
災
体
験
塾
開
催

10
・
22

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
参
加

　
（
三
回
目
・
新
潟
市
）

11
・
9

◦
に
な
ニ
ー
ナ
あ
ん
ぼ
づ
く
り

　

交
流
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

11
・
13

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

12
・
17

　
～
18

◦
関
西
大
学
草
郷
ゼ
ミ
合
宿

　

in
木
沢
（
や
ま
ぼ
う
し
）

1
・
25

◦
に
な
ニ
ー
ナ
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

2
・
11

　
～
12

◦
越
後
雪
か
き
道
場

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

2
・
17

　
～
18

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」

　

ウ
ィ
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
や
ま
ぼ
う
し
）

3
・
10

◦
第
四
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会
（
よ
ろ
み
）

3
・
11

◦
第
七
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会
参
加

　
（
ホ
テ
ル
サ
ン
ロ
ー
ラ
）

4
・
1

◦
ア
オ
ー
レ
長
岡
オ
ー
プ
ン
記
念
餅
つ
き
参
加

5
・
19

　
～
20

◦
第
四
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

8
・
11

　
～
17

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作

　
（
木
沢
の
四
季
・
春
と
冬
）

8
・
18

　
～
19

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
25

◦
第
五
回
二
十
村
郷
盆
踊
り
開
催

　
（
木
沢
・
や
ま
ぼ
う
し
）

8
・
27

◦
中
越
学
生
研
究
会
「
わ
か
ば
会
」
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
や
ま
ぼ
う
し
）

9
・
14

◦
に
な
ニ
ー
ナ
草
餅
つ
き
交
流

　
（
に
な
ニ
ー
ナ
交
流
施
設
）

9
・
29

　
～
30

◦
二
子
山
山
頂
展
望
台
の
整
備

10
・
20

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
参
加

　
（
四
回
目
・
新
潟
市
）

11
・
11

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ

　
（
や
ま
ぼ
う
し
）

12
・
2

◦
第
八
回
集
落
夢
づ
く
り
交
流
会

　

参
加
（
川
口
公
民
館
）

12
・
8

◦
視
察
研
修
（
柏
崎
市
高
柳
町
門
出
地
区
「
門
出
か
や
ぶ
き
の
里
」、

　

高
志
の
生
紙
工
房
「
紙
す
き
体
験
」）

12
・
9

◦
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
（
子
ど
も
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
実
施

1
・
20

◦
オ
ー
ル
川
口
フ
ェ
ス
タ
へ

　

餅
つ
き
で
参
加
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

2
・
9

　
～
10

◦
越
後
雪
か
き
道
場

　
（
や
ま
ぼ
う
し
他
）

3
・
9

◦
第
五
回
名
誉
村
民
授
与
交
流
会

　
（
よ
ろ
み
）

4
・
1

◦
イ
ン
タ
ー
ン
「
高
橋
要
く
ん
」

　

一
年
間
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
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平成25年

平成25年平成26年

4
・
6

◦
ア
オ
ー
レ
長
岡
オ
ー
プ
ン

　

一
周
年
誕
生
祭
餅
つ
き
参
加

4
・
7

◦
川
口
サ
テ
ラ
イ
ト
支
援
活
動
報
告
会
参
加

　
（
杜
の
か
た
ら
い
）

4
・
10

◦
川
口
サ
テ
ラ
イ
ト
の
支
援
員
を

　

送
る
会
開
催
（
や
ま
ぼ
う
し
）

5
・
5

　
～
6

◦
森
林
浴
広
場
へ
の
道
路
及
び

　

山
頂
広
場
の
草
刈
な
ど

5
・
11

　
～
12

◦
第
五
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

6
・
27

◦
第
一
回
や
ま
ぼ
う
し
お
茶
会
開
催
（
以
降
二
回
開
催
）

6
・
30

◦
森
林
浴
広
場
の
草
刈
り

8
・
4

　
～
7

◦
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
制
作
最
終
年
度

　
（
木
沢
の
四
季
・
秋
）

8
・
9

　
～
11

◦
富
士
常
葉
大
研
修

　
（
や
ま
ぼ
う
し
宿
泊
）

8
・
11

◦
森
林
浴
広
場
の
草
刈
、

　

長
い
ベ
ン
チ
の
設
置

　

な
ど

8
・
31

◦
第
六
回
二
十
村
郷

　

盆
踊
り
開
催

　
（
小
千
谷
市
塩
谷
集
落
）

9
・
6

　
～
12

◦
短
期
イ
ン
タ
ー
ン

　

二
名
受
入

　
（
中
澤
志
穂
さ
ん
、

　
　
黒
田
美
穂
さ
ん
）

9
・
29

◦
木
沢
・
荒
谷
連
携
ツ
ア
ー
開
催

10
・
19

◦
新
潟
大
学
「
新
大
祭
」
参
加

　
（
五
回
目
・
新
潟
市
）

11
・
3

◦
木
沢
流
！
や
ま
あ
そ
び
楽
校

　
（
二
子
山
・
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
11

◦
木
沢
よ
り
あ
い
っ
こ
（
や
ま
ぼ
う
し
）

11
・
30

◦
関
西
大
学
草
郷
先
生
と
宮
本
匠
さ
ん
に
よ
る
生
活
変
容
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

　

報
告
会
（
や
ま
ぼ
う
し
）

12
・
21

◦
視
察
研
修

　
（
十
日
町
市
池
谷
集
落
・

　

枯
木
又
集
落
）

2
・
9

◦
第
二
回
オ
ー
ル
川
口

　

フ
ェ
ス
タ
餅
つ
き
参
加

　
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

2
・
10

　
～
11

◦
越
後
川
口
雪
か
き
道
場

3
・
22

◦
イ
ン
タ
ー
ン

　
「
高
橋
要
く
ん
」
の
旅
立
ち
を
祝
う
会
（
よ
ろ
み
）

3
・
29

◦
イ
ン
タ
ー
ン
「
高
橋
要
く
ん
」

　

京
都
へ
旅
立
ち

4
・
29

◦
新
潟
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
「
越
後
∞
（
や
）」
木
沢
視
察
・

　

年
間
計
画
打
ち
合
わ
せ

5
・
5

　
～
6

◦
第
六
回
山
菜
ふ
れ
愛
ツ
ア
ー

6
・
22

◦
森
林
浴
の
広
場

　
（
草
刈
・
ベ
ン
ト
防
腐
剤
塗
り
な
ど
）

7
・
9

◦
に
な
ニ
ー
ナ
草
餅
つ
き

　

交
流

　
（
子
育
て
の
駅
ぐ
ん
ぐ
ん
）

8
・
9

　
～
11

◦
常
葉
大
研
修

　
（
復
興
記
念
誌
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

　

支
援
・
や
ま
ぼ
う
し
）

◦
震
災
復
興
記
念
誌

　
「
復
興
車
座
談
議
」
開
催

8
・
30

◦
第
七
回
二
十
村
郷

　

盆
踊
り
開
催
（
荒
谷
集
落
）
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フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
木
沢
会
長

�

　

星
野
総
一
郎　

　
初
め
に
、「
轍
」
発
刊
に
当
た
り
、
尽
力
さ

れ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
に
「
前
へ
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
震
災
後
節
目
の

十
年
と
い
う
事
で
、
制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
予
測

を
超
え
た
雨
量
、
風
速
が
原
因
の
災
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
気
に
な
る
の
が
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
よ
う
に
」
と

い
う
意
味
合
い
の
警
報
が
発
令
さ
れ
る
事
で
す
。
そ
れ
だ
け
災
害
が
甚

大
化
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　「
轍
」
刊
行
を
機
に
、「
心
構
え
」
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
格
言
を
信
じ
れ
ば
「
忘
れ
な
け
れ
ば
や
っ
て
こ
な
い
」

で
す
。
ま
た
、地
区
の
行
事
や
地
区
の
活
性
化
の
活
動
な
ど
、楽
し
か
っ

た
日
、
充
実
し
た
日
を
思
い
返
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

	
	

震
災
復
興
記
念
誌
制
作
部
会
長

�

星 

野 

正 

良　

　
中
越
地
震
か
ら
三
年
後
、
震
災
記
録
集
「
前

へ
」
を
発
刊
し
、
こ
の
度
十
年
目
の
節
目
と
し

て
そ
の
後
の
復
興
の
歩
み
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
震
災
復
興
記
念
誌

「
轍
」
の
作
成
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
、
こ
こ
に
発
刊
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
記
念
誌
作
成
に
あ
た
り
、
木
沢
・
峠
地
区
の
皆
様
の
暖
か
い
御
理
解

を
い
た
だ
き
、
な
れ
な
い
原
稿
書
き
や
家
族
写
真
等
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
方
に
も
、

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
掲
載
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
作
成
作
業
の
過
程
で
は
、
常
葉
大
学
の
皆
様
や
川
口
サ
テ

ラ
イ
ト
関
係
各
位
様
に
御
指
導
御
協
力
を
賜
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
元
気
な
集
落
を
…
…
ふ
る
さ
と
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
想
い

で
歩
ん
で
き
た
軌
跡
を
ふ
り
か
え
り
感
謝
し
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
後
世

に
語
り
つ
が
れ
る
も
の
と
思
い
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
念
誌
は
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
で
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
作
成
部
会
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

あ
と
が
き
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